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『わたしは、どんな人を好きになるのかな……』









　少女──穂ほ高たかみやびは異性が苦手だった。

　子供の頃ころから消えないトラウマがある……というわけではなく、単にもともとが人見知りであり、恥ずかしがりな性分であっただけだ。その上、姉と同じく女子のみが通う中学へ進学したことも牽けん引いんした理由の一つか。

　そのため、中学生時代のみやびにとって同年代の男子という存在は、ドラマや漫画など物語の中だけのものであった。

　しかしながら、苦手と言っても恋愛に興味を持たないわけではない。

　故に、自分もいつかは誰だれかと──などと想像くらいはしていたのだが。

　自身が意識していないとはいえ、好意を抱いているその相手が目前で──たとえ頬ほおとはいえ──キスをされる姿を見て、頭が真っ白になった。異性と言葉を交わすことに少しずつ慣れてきたばかりのみやびにとって、キスという行為はあまりにも高いハードルの先にある行為。

　我に返って口を突いたのは、彼を誹そしる──えっちと叫ぶだけの可愛かわいいものだが──言葉であった。無論、悪意があるわけでもなく、半ばパニクったみやびの頭で思いついた語句がそれだっただけだ。

　けれども、時間を置いて夜になり、冷静になって思い返すと目前にしたときとはまた違う感情が胸にある。もやもやとして形を成さないその感情は、まるで霧に包まれたかのような息苦しさを感じさせ、それと同時に気持ちを重くする。

　おかげでみやびは困惑する。

（なんだろう、この感じ……）

「みやび、電気を消すぞ」

「あ、うん……」

　ベッドの上で胸の内の感情についてぼんやりと考えていたら、いつの間にか消灯の時刻を過ぎていたようで、同居人であり《絆双刃デユオ》である橘たちばな巴ともえから声を掛けられた。

　みやびが頷うなずくと巴は電気を消し、部屋は暗くら闇やみに包まれる。

　目を瞑つぶる。だが、昼間のことが頭から離れない。みやびにとって初めての異性の友人であり、この昊こう陵りよう学がく園えんで頑張って行こうという気持ちを与えてくれた少年が、キスをされる様が。

　胸の内に生まれた霧は晴れない。

　寝ても、覚めても、いつまでも。







　少女──橘巴は鈍感だった。

　無論、ここで言う鈍感とは異性へ対して──つまりは恋愛感情についてである。

　恋愛以外ならば細かいことへ目が届き、気を遣うことができる。

　少々頭が固くはあるものの、真面目まじめで社交的な性格は周囲から好意的に見られている。

　だが、鈍感だ。

　それは環境が作り出したものだった。

　橘たちばな流という武門の生まれである巴ともえは、幼き頃ころから名を継ぐために日々の多くを修練に費やしてきた。幸いにも彼女は武の才を秘めており、厳しい修練は少しずつ、確実に花を咲かせていった。

　けれども、そこに巴の不幸があった。橘流の修練は、同年代の男子が裸足はだしで逃げ出すほどの強さを少女にもたらしていたために。

　男──特に少年たちにとって強さとは、最も単純でわかりやすい基準だ。

　女の子の方が強いという事実は、巴の周囲にいた少年たちの心を頑かたくなにする。少女に対して内心では好意を持ちつつも、誰一人として想おもいを伝えることが出来ないほどに。

　もしその内の一人でも素直になっていれば、巴は恋というものを知ることが出来たかもしれない。

　……想いを伝えるという点だけで見れば、女子から幾度か手紙やチョコを貰もらって当惑する等といったことはあったのだが。

　ともかく──巴は生まれ育った環境と生まれ持った才能が重なった結果、恋を知らぬままに育った。みやびとは違い、恋に憧あこがれるような創作物にも触れる機会が無かったことも理由の一つとして加えておこう。

　だから、昊こう陵りよう学がく園えんで出会った少年に女の子として扱われたことは、きっかけであった。

　恋に落ちるほどでは無いにせよ、無意識の内に少年を気に掛けるには十分なものとして。

　それはまだ、小さな想い。彼がキスをされる様に胸が一瞬ざわめくも、すぐに自分の感覚外──破廉恥なことだと叫んでしまい、気づくきっかけを自ら潰つぶしてしまう。

　それでも、彼女の物語は留まることなく進んでゆく。

　少しずつ、けれど確実に、少年に惹ひかれ始めていると気づかないまま。







　やがて数日が過ぎ、少年──九ここの重え透とお流るが退院して、少女たちの前へと帰ってきた。







　透流のことを考えると、みやびは胸の内が疼うずく。むずむずとし、落ち着かなくなる。

　不思議なことに、実際に透流の前へ立つとその気持ちはどこかへ消えてしまい、代わりにふわふわとした心地いい高揚感に包まれる。

　夕刻になり、一人で食堂へ向かっている際に透流から話し掛けられたときも同様だった。

　──そう、過去形だ。

「え……。あ、明日の朝から巴ともえちゃんと……？」

　透とお流るの話は、明朝から巴に武術を習うため、当分の間は朝のランニングに顔を出せそうにない、ということだった。

「ごめんな。《生存競争サバイヴ》が終わったら教えて貰もらうって約束しててさ」

　みやびとの間に約束は交わされずとも、ほぼ毎日一緒に走っていたこともあって透流にも少なからず申し訳無い気持ちがあった。

　明日の朝からまた一緒に走れるのだと、無自覚の内に楽しみにしていたみやびは突然の話にショックを受ける。

　──が、透流の申し訳なさそうな表情を目にし、慌てて首を横に振った。

「と、透流くんが謝ることなんて何も無いよ。ほら、わたしたちは一緒に走ろうって約束をしてたわけでもないし……。そ、それに、しばらくってことは、また顔を出してくれるんだよね？　だったらそれまでいっぱい走って、すっごく速くなって透流くんをびっくりさせちゃうんだから、ふふっ」

　みやびは精一杯明るく努めて笑い、透流はその表情に救われた気持ちとなる。

「わかった。じゃあその日を楽しみにしてるからな。……みやびが俺を周回遅れにさせる日を、な」

「──っ、えぇえええっ!?　と、透流くん、無理難題を言わないでよぉっ」

　二人の間に流れる空気は、普段のように明るいものへと戻っていた。

　それからしばらく後の夕食中、友人と楽しそうに話をする透流へ何度か視線を送り、その都度みやびは無意識に小さくため息をつく。

（そっか……。巴ちゃんと、か……）

　結局、この日は食欲が湧わかず、みやびは夕食を残してしまった。







　夜が明け、早朝となり──

　遊歩道を挟んで寮の向かいの広場にて、透流と巴が向かい合っていた。

「それではこれより、橘たちばな流の技法を手ほどきさせてもらおう」

「よろしく頼むぜ、橘師匠」

「や、やめたまえ。確かに指導する立場とはなるが、私はまだ未熟者なのだからそのような呼ばれ方をされるとむず痒がゆくて仕方がない」

　透流の冗談めいた一言に、巴は困りつつもどこか照れくさそうに頬ほおをかく。

「始める前に言っておくが、教える内容は基礎からとなるから地味な鍛錬が続く。すまないが、その辺りは覚悟してもらいたい。橘には、名刀を望むならば地金を鍛えよ、という教戒があってだな──」

「ははっ、俺も師匠に似たようなことを言われたよ。ま、こっちは刀じゃなくて樹きだったけどな」

　かつて、みやびにも伝えた諺ことわざを透とお流るが口にすると、巴ともえは納得したように頷うなずく。

　と同時に、当たり前でありながらも見落とし忘れられやすい基礎の大切さを、透流が理解していることへ好感を抱いた。

「では、始めるぞ。まずは私の構えを真ま似ねてくれ。……そう、そうだ。次に後ろ足を──」

　体たい捌さばきの指導が始まる。最初は少々戸惑うも、透流はすぐに理解してなるほどと頷いた。

「──うーん、形としては理解出来るけど、使うとなると体に馴な染じませないとだなぁ」

　そう言って真剣に、けれどどこか楽しそうに習ったばかりの体捌きを幾度も繰り返す透流を、巴は僅わずかに微笑ほほえみつつ見つめていた。

（ふふっ、この様子ならば、上達は早そうだな）

　どのような技であれ、真に身につけるには時間が掛かる。けれどその時間は、学ぼうとする心の姿勢によって大きく変わるものだ。

　ややあってから、次の技法──八種の基礎歩法の指導が始まる。

「──といったところだ。慣れてくれば、最初の体捌きとも組み合わせることもできる。実例を見せておこう。これから私がキミに近づくから、拳こぶしを突き出してくれ」

　透流は言われたとおりに近づいて来た巴へ拳を出す──と、その瞬間に巴の体が突如反転し、気がつけば腕を取られた状態で懐に潜り込まれていた。

「とまあ、こんなものだ。私はここから投げに入ると言うわけさ。状況によっては、肘ひじを入れるなどアレンジを加えるのもいいだろうな」

「……しばらく前に、《無手模擬戦フイストプラクテイス》でやられたやつだな。しかしなるほどなぁ。受けと攻めが上う手まく繋つながってるもんだ」

「流水、さ。捌きも歩法も攻めも、すべては一つの流れの中にあるのだよ。さあ、ものは試しだ。今度は私が拳を出すから、キミが同じことをやってみたまえ」

　透流は頷き、同じように拳を避け、手を取るとともに懐へ潜って投げの体勢に入り──

　気づく。

　巴の大きく柔らかな胸が、背中に当たることに。

「そうそう、今の感じだな。では今のをあと十本ほど繰り返そう。ただし今度は、もっと強めに腕を引いていいぞ」

　透流の表情が引きつった。

　強く引けば、その分背中に胸が強く当たり、より強く意識してしまうからだ。

（は、早く終わってくれぇえええっ!!）

　背中に当たる感触が、透流の心をかき乱す。

　そんな透流の様を見て、巴は思った。

（うむ、いい顔だ。少しでも早く習得したいという心意気が伝わってくる）

「……よし、せっかくだからもう十本追加しようではないか！」

　巴の提案に、透流は心の中で絶叫した。



　こうして──橘たちばな巴ともえは武術指導を通し、透とお流るとの仲を深めていくこととなる。







　二人の様子を、木陰から見守る人物がいた。

　みやびである。

　普段なら今いま頃ごろの時間帯は学園の外周を走っているのだが、今日は透流たちのことが気になってしまい、こうして覗のぞき見をするという滑こつ稽けいと言えなくもない行為に及んでいた。

（何をしてるんだろ、わたし……）

　みやび自身、自分の行為を客観的に見てため息をついてしまう。

　それでも目を離せないのは何な故ぜだろうかと考えるも、答えが出ないままに二人を見続けていたのだが──

「──っ!!」

　突如、透流が巴を背後から抱きしめた。

　──無論、捌さばきと歩法の組み合わせをレクチャーしているのであって、男女の仲とは無縁の行動ではあるのだが、みやびは勘違いをして大きく息を呑のむ。

　その呑んだ息を大きく吐いたのは、透流と巴の立場が逆転し、同じ事──体を寄せ合っては離れるという行為を繰り返す様を見てからだった。

（な、なんだ……。今のも練習だったんだ……）

　驚いたこともあり、ドクンドクンと胸の鼓動が速まっていた。

　少しでも落ち着こうと深く息を吸い、ゆっくりと吐く。それを繰り返す。

　やがて鼓動は落ち着き始めるも──

「はぁ……」

　それとともに気持ちが沈んでいき、みやびは大きな吐息を漏らし──そして、呟つぶやく。

「いいなぁ……」

　それは無意識の内に発せられた、本心。

　巴へ──透流と体を寄せ合う光景へ向けたものだった。

（え……？）

　呟いてから、みやびは自分の言葉に驚きを覚える。

（どうして今、いいなって思ったの……？）

　無意識下からの本音は、みやびを戸惑わせる。

　男子と抱き合う様を羨うらやましく思うなど、これまでの自分の感覚ではあり得なかった。

　むしろ街中で男女──恋人同士が体を寄せ合っている姿を見るだけでも恥ずかしく、目を逸そらしていたくらいであるというのに。

　それなのに何故と、みやびは考え続け──答えは、出る。

　無意識に口にした言葉が、答えを示していた。

　そう、みやびは巴ともえが羨うらやましかった。他ほかの誰だれでもない、透とお流ると身を寄せ合うということを羨ましく思ったのだと自分自身を理解した。

　そしてその感情がどんなものなのか、みやびは自分の持っている知識に当てはめ──

（あれ……？　それって……わたし、もしかして……）

　答えにたどり着き、困惑した。

　しかし、透流の声が聞こえるだけで高鳴る胸が、答えは正しいのだと示していた。

　もっと声を聞きたい。

　もっと顔を見たい。

　死ぬほど恥ずかしくはあるが、駆け寄って抱きつきたいとまで思う。

　いくら透流が初めて仲良くなった異性だからとはいえ、友達に対してそのような感情を持つはずがない。

　みやびは、呟つぶやく。

「わたし、透流くんのことが──好き、なんだ……」



　こうして──穂ほ高たかみやびは、己の初恋を自覚する。










■第一章『お願い、してもいいかな』





「うっ、く……」

　少々重めの扉を開いて外へ出ると、日差しに目が眩くらんで細まる。

　それと同時に、強い潮の香りを持つ風が鼻び腔こうをくすぐった。

　風を胸の内いっぱいに吸い込み、改めて外の景色へ目を向けると──青。

　天地ともに、青だった。

　空は当然として、地──というのもおかしいか。

　正確に言うと地ではなく、海。どこまでも続く大おお海うな原ばらが、視界の先に広がっていた。

　そう、俺──九ここの重え透流は今、船上の人というやつである。俺たち昊こう陵りよう学がく園えんの一年生は、今日から一週間の臨海学校を行うため、船に乗って南の島へ向かっているのだ。

「潮の香りがすごいなぁ」

　デッキへ足を踏み出すと、より一層濃くなったように思う。

　数歩前に進んでから振り返り、俺の服の裾すそをぎゅっと握った少女へと声を掛ける。

「大丈夫か、ユリエ？」

「や、ヤー……。大丈夫、です……」

　腰まで届く長い髪を風になびかせつつ、小柄な少女が頷うなずいた。

　俺の《絆双刃デユオ》──ユリエだ。

　きらきらと陽光を反射して輝く銀色の髪シルバーブロンド、海の青とは対照的な深紅の瞳ルビーアイ、透き通るような雪色の肌スノーホワイトを持つ少女。ただし今この瞬間においては、その肌がいつも以上に白く──むしろ青白くさえなっている。

　理由は簡単明めい瞭りよう──船酔いだ。

　出身国のギムレーは小さな島で周囲が海に囲まれていると聞いていたため、船は大丈夫だろうと勝手に思っていたのだが、それは俺の早とちりだった。

　顔色を悪くし、ふらふらと足元のおぼつかない彼女を連れ、船室から船尾デッキへ。

　船首側と違って船尾には日陰部分があるため、休憩するには最適だろう。

「風に当たれば少しはマシになるだろうし、しばらくここで休んでいようぜ」

「ヤー……」

　ユリエは力なく頷うなずくと、壁にもたれかかるようにしてずるずると腰を下ろし、ぺたんと座り込んだ。

「トール……。肩をお借りしてもいいですか？」

「ああ、遠慮無く使ってくれ」

　俺が隣へ腰を下ろすと、ユリエが寄り掛かってくる。瞳ひとみは閉じられ、呼吸は苦しそうだ。

「……大丈夫か？」

「ヤー。外は気持ちいいです……」

（なんだか珍しいな、こういうユリエの姿は……）

　小柄ながらも、クラス内ではトップレベルの身体能力、戦闘能力を持つ銀色の少女。

《双剣ダブル》を握らせれば、俺もかなり手を焼く──というより、ユリエの方が勝率が高いだなんて、今のこの弱々しい姿からは想像できない。

（……そういえばここのところ、暑さでバテ気味だったしなぁ）

　ユリエの出身国ギムレーの夏は涼しく、二十度を下回る日も少なくないらしい。けれども日本──昊こう陵りよう学がく園えんの在る関東南部は、七月中旬を過ぎた頃ころから三十度を超す真夏日が続いているため体力を消耗しており、そこへ船酔いまで加わったため完全にグロッキーというわけだ。

「ん……トー……ル……。すぅ……すぅ……」

　気がつけばユリエは、寝息を立てていた。

　おかげで動くことが出来なくなってしまったが、今はこのまま寝かせておいた方がいいだろう。

　特にやることがあるわけでもなし、俺は海の、空の青をじっと見る。

（夏、だな……）

　夏は好きじゃない。子供の頃は好きだったが、二年前を境に嫌いになった。

　あの日を──妹の音おと羽はが目の前で殺された日を、あいつがすべてを壊した日を、思い起こさせるために。

（まだ、届かない……。だけどいつか必ずこの牙きばを、お前に突き立ててやる……！）

　つい数日前、学期末の《昇華の儀》にて、俺は《Ⅲレベル３》へと到達した。正直、もっと時間が掛かることも覚悟していたため、《位階昇華レベルアツプ》を成したときには少々拍子抜けしたことは否めない。

　それでも強くなったことは事実だ。

　身体能力は筋力や走力の世界記録など余裕で超え、既に現実ではあり得ないレベルにまで達している。日々の訓練で戦闘技術も磨かれ、同じ《超えし者イクシード》で無ければ負けることはないだろうと思わせるほどだ。

　同時に、悟る。

　それほどの強さを得て尚なお、あいつに届かないと。

　二年前、対たい峙じした際に感じた圧に、今の《力》では届かないとわかってしまう。

（今、届かなくても──《Ⅳレベル４》を超えればあるいは……）

《焔牙ブレイズ》の真の力を引き出せるという《Ⅳレベル４》。

　到達すれば、あいつへ俺の拳こぶしが届くんじゃないか。

　怒りと、憎しみと、哀かなしみ──

　様々な負の感情が渦巻く中で、空を眺めていたそのときだった。

　ずるり、とユリエの頭が肩から滑り落ちる。

（──っ!!）

　一瞬、驚くも──

「すぅ……すぅ……」

　よほど疲れているのか、ユリエは目を覚ますことなく、今度は俺の足を枕まくらにすやすやと眠っていた。疲労の色が残る表情に、何か少しでも力になりたいとそっと頭を撫なでる。

「ん……トー……ル……」

「あ……。わ、悪い。起こしちまったか」

「ナイ……。きもち、い、です……。もっと、してください……」

　わかったと頷うなずき、そのまま頭を撫で続ける。さらさらの銀髪はさわり心地がとてもよく、まるで絹糸のようだった。

　しばらくすると、次第にユリエの呼吸は再び規則正しいものへと変わる。

　寝顔も先ほどまでより和らいだものとなっており、多少なりとも助けになれたのだなと嬉うれしくなった。

　と同時に、俺自身も助けられたのだと思う。

　あいつのことで荒れつつあった心の内が、ユリエと過ごす日常のおかげで穏やかなものへと変わっていったのだから。

「ありがとな、ユリエ……」

　呟つぶやきながら頭を撫でると、ユリエはくすぐったそうに頭を擦こすりつけてきた。

（動いて起こさないようにしないとな）

　気持ちよさそうに眠る銀色の少女を見つめつつ、俺は口の端を上げた。

　その体勢のまま、しばらくした後──

　ガチャリ、と音を立てて船室とデッキを隔てる扉が開く。

　姿を見せたのは控えめな性格の、けれど体の一部は大きく主張しているクラスメイト、穂ほ高たかみやびだ。……尚なお、何が大きく主張しているのか、みやび本人には絶対言えない。

「よお、みやびも風に当たりに来たのか？」

「え、あ、と、透とお流るくんたち、なかなか戻ってこないなって思って、それで……」

「ユリエが心配で見に来てくれたってわけか」

「う、うん。……別の意味でも、そうだけど……」

「別の意味？」

　ぽそりと付け足された一言について尋ねると、何な故ぜかみやびは慌てた様子を見せる。

「──っ!!　え、えーっと、ほ、ほら、海に落ちたりしたら危ないなぁって!!」

「フラつくほど揺れはしないから大丈夫だって。まあ、心配してくれてありがとな」

「あ、あはは……。そ、それより、ユリエちゃんは寝ちゃったのかな……？」

「──っ!!　こ、これは……」

　ユリエが俺の膝ひざを枕まくらにしていたことをすっかり忘れていた。

　みやびの指摘にかなり慌てつつ、船酔いしたユリエに肩を貸しているうちにこうなったことを伝える。

「くすっ。それじゃあ動くわけにはいかないね」

「まあな。……ところでみやびはしばらく外にいるのか？」

　変な誤解をされずに済んだと、ほっとひと息つきつつ尋ねる。

「えっ……？　そ、そうしようかな。外の空気の方が美お味いしいし……」

「そっか。それなら話でもしないか。相手が欲しくてさ」

「……う、うん」

　頷うなずくと、みやびはユリエを間に挟んで座ろうとする。

「そこ、日が当たってて暑いだろうし、こっちに来たらどうだ？」

「あ……。そ、そうだね……。あの、お、お邪魔します……」

　船外へ出てきて間もないが、既に暑いのだろう。

　顔が少し赤くなっているみやびへ、俺の隣に座ることを勧める。

　頷いて俺の隣へ座るも、五十センチほどの幅が空いているのはある意味みやびらしいと思う。

「そういえば、こんな風に二人で話をするのも久しぶりだよな」

「そ、そうだね……」

　厳密に言えばユリエもいるが、二人きりで話をするのはいつ以来だろうか。

　思い返してみると、ここ一ヶ月くらい──俺が朝のランニングに顔を出せなくなってからは、ほぼ無かったような気がする。

　何かあればいつもの面々で集まって会話をしていたし、食事はだいたい一緒だったから言葉を交わしていないわけじゃなかったのだが。

「朝は……今も巴ともえちゃんと？」

「ああ、ほぼ毎日だな」

　朝の鍛錬は頭で考える以前に体が動くよう基本の反復が主だから、橘たちばなが常に付き合う必要は無い。だが、型だけよりも習熟が早いと、最後の十分間は組手──攻め手は橘だけが行い、俺は防御に集中する──を行うために毎日顔を出してくれている。

「そっか。毎日、か……」

「ああ。すげー助かってる」

　よかったねとみやびは言うも、どこか寂しそうに見えるのは気のせいじゃないだろう。

「もしよかったら、みやびも一緒にやらないか？　橘も歓迎するだろうしさ」

「…………。ううん、わたしはいいかな……。ほら、今は技術よりも体力をつけなくちゃいけないし」

「そ、そうか……」

　少し困ったような表情で返され、俺もそれ以上は言えなくなってしまう。

（ままならないもんだな……）

　実はここ最近、みやびの様子がおかしい。

　よく目が合うもすぐに逸そらされたり、ぼんやりと考え事をしていたりと、明らかに態度や行動がわけありといった感じだ。

　ただ、理由について、俺は何となくは察していた。

　学期末にクラス全員が受けた《昇華の儀》──みやびはそこで《位階昇華レベルアツプ》が適かなわなかったため、俺たちに引け目を感じているのだろう。

　いつもの顔ぶれで言えば、タツも昇華が出来ず《Ⅱレベル２》のままではあるが、あいつはまったく気にした様子が無いのは性格故か。

　ともあれ、友人が気後れした関係というのは居心地が悪い。

「なあ、みやび。もし何か悩んでることがあったら、遠慮無く言ってくれよ」

「え……？」

「前に言っただろ。辛つらいって思ったときは、口に出した方がいいって。俺に言い辛いなら橘に話すのもいいと思う。あいつも心配してるからさ」

「あ……う、うん。ありがとう……。えへっ、本当にありがとね、透とお流るくん」

　口の両端を上げ、みやびが言う。

　多少でも気持ちを軽くは出来ただろうか。

　それとも俺に心配を掛けないようにとの空元気だろうか。

　どちらかまでは判別出来ないが、もしもみやびが俺を頼ってくれたなら、出来る限りの応援をしよう──そう思った。

「そ、それじゃあ一つだけ、お、お、お願い、してもいいかな……？」

「ああ、俺に出来ることなら何でも言ってくれ」

「…………。か、肩……借りてもいいかなって……」

「肩？」

　この場で意味は一つしかないとは思うも一応聞き返す。

　男子が苦手なみやびから、その言葉が出てくるとは思えなくて。

　果たして答えはというと──みやびは明らかに顔を赤らめて首を縦に動かした。

「ここ、気持ちよくて、だから、少し眠くなってきちゃって、だからだから、ユ、ユリエちゃんみたいにとは言わないけど、少しだけ肩を貸して貰もらえたらいいなぁって……」

　余程恥ずかしいのか、視線を落とし、指先を弄いじりながらみやびは理由を喋しやべる。

「ダメ、かな……？」

「い、いや、いいぜ。俺の肩なんかでよかったら使ってくれ」

　少しばかり照れくさくはあるも断る理由も無く、了解する。

「う、うん、ありがとう……。でも、なんかなんて……そんなこと、ないよ……？」

　だとすると、どんなことなんだろうか。そんな疑問が浮かぶも──

「し、失礼します……」

　五十センチの幅が十センチとなり、ぴとりとみやびが肩に頭を乗せてきたことで、寸前までの思考は消し飛んでしまう。

「…………」

　温かい。触れている部分から、みやびの体温が伝わってくる。と同時に、胸の鼓動が少しばかり速くなり、体はぎしりと軋きしむ。

（な、なんか緊張するな……）

　こういった状況は、正直なところものすごく恥ずかしい。

　ただ、俺が思っていた以上に気を許して貰えているんだなと思う。異性が苦手ということを感じさせないくらい、友人として仲良くなれたことが嬉うれしくあった。

（……とはいえ、こんなところを誰だれかに見られたら厄介なんてものじゃないな）

　小さくため息をつくと、空の青と海の青の境目である水平線を眺めつつ、橘たちばなから教わった捌さばきのイメージトレーニングを始めることにした。……というより何かを考えでもしていないと、緊張が治まりそうにない。

　そのイメトレも、みやびが僅わずかに動いたり吐息を漏らしたりするたびに気になってしまい、幾度となく中断する羽目になったのだが。



　そのまま、小一時間ほどが過ぎただろうか。

「おい、透とお流る。うさぎ女が集まれと──」「──っ!!」

　鉄の扉が開き、呼び掛けられるとほぼ同時にみやびが飛び起きる。

「何をしているんだ、貴様らは……」

「いや、ははは……」「あはは……」

　呆あきれたように──実際呆れているのだろうが──ため息をつく小柄なメガネ男子は、友人のトラだ。

「ト、トラくん。月つき見み先生がどうかしたの……？」

　起きたばかりとは思えないくらいしっかりとした口調で、みやびが言葉の続きを問う。

「臨海学校について話があるから、デッキに出てる奴やつらを呼んでこいと言われたんだ」

「わかった。……ユリエ、起きてくれ。何か月見から連絡があるみたいだ」

　肩を軽く揺さぶるとユリエは目を開ける。しかし意識はまだ夢の中なのだろう。体を起こしても、瞳ひとみは半分ほど閉じられてぼんやりとしている。

「よく眠れたか？」

「ヤー、おかげさまで。ありがとうございます、トール」

「大したことじゃないさ。みやびは？」

「……わ、わたし、その……じ、自分で、肩を貸して欲しいって言ったくせに、あの、き、緊張して、全然……」

　眠れなかったと言って、みやびは頬ほおを朱に染め、視線を落とす。

　どうりでトラが来たとき、すぐに起きたはずだ。

　肩を借りたいと言いだした手前、やっぱりいいとも言い出せなかったのだろう。

（でも、緊張してたのはお互い様だったんだな）

　みやびは眠気との狭はざ間まで大変だっただろうが、互いに同じような気持ちだったと考えると少しだけ可笑おかしかった。



「よしよしよーっし、全員揃そろったねー？」

　教師にあるまじきメイド服にうさぎ耳という格好の腹黒担任が、船室内をぐるりと見る。

「さてさて、この船は間もなく目的の島にとーちゃくしまーす☆　デッキに出てた子は島の姿が見えてたよね♪　で、船がもうすぐ停とまるから降りる準備をするよーに　なお、みんなの荷物はスタッフが美お味いしく──じゃなくて、スタッフが運ぶから安心してねー♪」

　本質的には強化合宿となる今回の臨海学校は、学園の敷地内では行えないサバイバル等の訓練を行うこととなっている。故に多少危険も伴うとのことで、合宿のサポートスタッフとしてサバイバル技術に精通している昊こう陵りようの卒業生──《Ⅲレベル３》の《超えし者イクシード》が五人ほど同行している。

「月見先生。いくらスタッフとしての参加とはいえ、先輩方に私たちの荷物持ちをさせるわけにはいきません」

　艶あでやかで長い黒髪の少女──橘たちばな巴ともえが、凜とした声で月見へと意見する。律儀で真面目まじめな性格の彼女らしい考えだ。

「気にしない気にしない。あっちも仕事なんだから♪　それより今からこれを配るから、名前を呼ばれたら取りに来るんだよー☆」

　と言って月つき見みが頭上にあげたのは、時計のような何かだった。

「何ですか、それ」

　かつて俺たちの命を狙ねらった月見。しかしクラスメイトの前では秘匿することとなっているため、丁寧な言葉で質問を投げる。

「きゅーなん信号スイッチあーんどライト付きアームバンドだよー☆　本気でやっばーって思ったら押してねー。マジで死んじゃう前に、ね♪　おっけー？」

　一瞬、船内がざわめく。そんなものが用意されるほどハードな合宿なのか、と。

　けれどよくよく考えてみれば、《超えし者イクシード》がスタッフとして同行している時点で相当に厄介なものなのだろう。

　アームバンドを受け取ると、臨海学校が終わるまでは常に着けているようにと念を押される。

　全員が装着すると、既に停船しているとのことで船室を出たのだが──

「…………。なあ、月見」

「先生を付けろよ」

「なんで陸が無いんだよ──ですか!?」

　デッキに出た俺たちは唖あ然ぜんとした。

　無理もない。確かに目的地となる島は見える。……遠く数キロ先に。

「泳げってこと」

「ここからかよ──ですか!?」

「もちろん、着の身着のままね♪」

「制服着たままかよ──ですか!?」

「裏表のある性格ってのも大変だな、《異能イレギユラー》……」

　お前が言うな。

「ってなわけで、今回の臨海学校は着衣水泳の実地訓練から開始だよー♪　到着したら、島の中央にある合宿所を各々目指すよーに☆」

　月見の発言に、当然ながら驚きの声が上がるも、これこそが昊こう陵りよう学がく園えんのやり方だ。

　戦闘訓練に始まり、応急医療、サバイバル、その他諸もろ々もろ──普通の高校とは違う、特殊技術訓練校ならではのカリキュラム。

　着衣水泳もその一つで、先週教わったばかりの技術だ。

　服を着たまま泳ぐという行為は想像以上に大変であり、一キロ泳ぎ終わった後は体力に自信がある俺も起き上がるのが嫌になったほどだ。

　そんな覚えたての技術を、いきなり臨海学校の頭に実地させるなんて完全に予想外だ。

「死ぬ気でやった方が身につくってもんだ。せいぜい頑張れよ、くははっ」

　他ほかの生徒に聞こえぬように本性を見せ、月見が邪わ笑らう。

（だから荷物は先輩方が運んでくれるってわけか。そういえば、到着じゃなくて停船って言ってたしな……）

　俺は大きなため息をつくと、覚悟を決めた。



　　　　　　◇



「……お呼びでしょうか？」

　老人が手を止めたところを見計らい、射るような双そう眸ぼうを持った少年が話し掛けた。

「ふははっ、忙しいところをすまんのう」

「いえ、私に与えられた任務は、貴方あなたへ従うことですので」

　感情の籠こもらない声で、少年が言葉を続ける。

「ご用件は？」

「うむ。キミも知ってのとおり《装鋼ユニツト》の調整は終わり、数も部隊全体に行き渡った。後は最終段階に進むわけじゃが──その前に、一つ欲しい素材があってのう。それを手に入れるために力を貸して欲しいというわけじゃ」

「どのような物をご所望でしょうか？」

　少年の問いに、老人は三つの答えを返す。

「いずれか一つが手に入れば構わぬよ。──当然、《魔女デアボリカ》が手に入るに越したことはないがの」

「……高望みをすることは構いませんが、手に入らなかった場合の落胆はその分大きくなりますよ」

「確かにそのとおりじゃな。ふははははっ！」

　老人が高笑いを終えると、少年は口を開く。

「では、ただいま話された作戦を上層部へ報告、及び許可を──」

「要らぬよ。どうせあやつらも《装鋼ユニツト》の《力》を知りたがっておるのじゃ。この作戦はテストも兼ねると言うことで、結果だけ報告すればよいわ」

「……わかりました」

　少年は異を唱えることなく、老人の決定に従うことにした。

　そして、薄い笑みを浮かべ──問う。

「評し、評され、ですか……。承知しました。此こ度たびの作戦名オペレーシヨンネームは？」

　老人が嗤わらい──答えた。

「《品評会セレクシヨン》──とでも、名付けようかの」










■第二章『逢おう魔まが時、か』





　クラスメイトが次々と海へ飛び込んでいき、船上に残ったのは俺たちだけとなった。

「それではまず私が飛び込むから、後から来てくれ。すぐに傍そばへ行くから、落ち着くようにな。浮き上がったら私の肩に掴つかまるんだぞ」

「う、うん……。お願いね、巴ともえちゃん」

　隣でみやびと橘たちばなが海へ入った後の相談をしている。

　反対側ではトラとタツが──いつものように喧けん嘩か腰で──どちらが先に陸まで泳ぎ着くかを勝負すると騒いでいる。

（やれやれ、相変わらず仲がいいのか悪いのか……）

「ふふん。泳ぎで僕に勝てると思うなよ、タツ、透とお流る!!」

「えっ、俺も!?」

「何を驚いているんだ、当然だろう」

「当然なのか……」

　そんな俺たちへ、うさぎ耳の担任がにやにやと笑いながら話し掛けてきた。

「おいおい、勝負なんて余裕ぶっこいてんのも今の内だぜ？　この辺りは潮の流れが複雑だからなぁ。油断してっと痛い目見るぜ──っつーか痛い目見やがれ、くはははっ」

（相手にするのやめよう。俺たち以外、全員）

　相変わらず教師の風上にもおけない言葉に呆あきれつつ、俺たちは出発することにした。

　トラ、タツが、次いで橘が、中学時代は水泳部だったんじゃないかと思わせるくらいに華麗な飛び込みを見せる。ただし──

（……何か見えた）

　着衣水泳ということもあり、全員が着の身着のまま──つまり制服だ。

　おかげで橘が飛び込む際、船の上からはスカートの中がごにょごにょ……。

「と、巴ちゃん、行くよー」

　鮮烈な記憶をどうにか消去せねばと考えていると、今度はみやびが飛び込む。

　橘とは違い、女の子らしくスカートを手で押さえ、ぴょんと階段から飛び降りるかのように足から。

　ただしスカートは前しか押さえてなかったため、後ろにいた俺からは──

（……また何か見えた）

　忘れよう。俺は何も見なかった。

　ドボンと水柱が立ち、しばし間を置いてみやびが海面へ顔を出す。

「みやび、大丈夫か？」

「うん、なんとか平気、かな……？」

　ぱちゃぱちゃと犬かきをし、近付いて来た橘の肩に手を置くみやび。

　武術修行の一環として、甲かつ冑ちゆうを着用しての古泳法を学んだという橘たちばなだから、みやびが掴つかまっていても余裕そうだ。

「さすがだな。さてと、俺たちも──って、そういえばユリエ。先週の着衣水泳を休んでたけど、いきなりで大丈夫か？」

　先の水練を、ユリエが体調不良で休んでいたことを思い出して訊きいてみると──

「大丈夫です。……たぶん」

　さすがのユリエも、多少ながら不安を見せる。

　まあユリエなら、大抵のことは大丈夫だとは思うが。

「じゃあ先に行くぜ」

「ヤー」

　どぼぉんっ。派手な着水音、頭のてっぺんから足先まですべてが海の中へ。

　海の中は火照った肌には心地よくあったが、制服がまとわりついてかなり泳ぎづらい。

　訓練のときも感じたが、ウェットスーツと違って普通の服は水の抵抗も大きく、体力を余分に奪う。分かっていたことではあるが、こんな状態で島まで泳ぐのは相当に厄介なことだ。

　海面から顔を出すと、真っ青な空と真っ白な雲という爽さわやかな色合いが視界いっぱいに広がる。夏らしい光景を見上げたまま大きく酸素を吸い込むと、そこへ頭上からの声が。

「トール、行きます」

　陽光を背に、船の柵さく──舷げん牆しようへと立つと、ユリエは海へと飛び込んだ。

　先刻の橘に負けず劣らず、華麗なフォーム。まるで人魚が海へと飛び込むかのような様に、俺だけじゃなくみやびや橘も小さく感嘆の声を上げた。

　とぽんっと音を立て、小さな水柱とともに銀色の少女は海の中へ。

（さすがユリエだな）

　文字を書く──それも日本語限定──以外、苦手なことなんて無いんじゃないかと思わせる飛び込みだった。

（いや、船も苦手なんだったな）

　一時間ほど前に知った新たなユリエ情報に、申し訳ないと思いつつも肩を揺らしていると──

「……あの、透とお流るくん」

「ユリエが上がって来ないのだが……」

「え……？」

　二人の言葉に周囲を確認するも、ユリエが海面に顔を出した様子は無い。

「「「…………」」」

　追加で五秒ほど沈黙＆待機。

「ユリエ────っ!?」



「ごほっ、ごほっ……!!」

　深い闇やみの底へと沈みゆくユリエの腕を取り、海面へ連れ戻す。

　海上へ顔を出すと、ユリエは潮の香りがする酸素を幾度となく吸う。

　俺の肩に掴つかまり荒い呼吸を繰り返すも、次第に落ち着いてきたところで話し掛ける。

「大丈夫か、ユリエ」

「ヤ、ヤー……。おかげさまで何とか……。ありがとうございます、トール……」

「それにしても、ユリエが泳げないってのは意外だったな」

「すみません。ギムレーでは泳ぐという習慣がありませんでしたので……」

　言われて納得する。寒冷国のギムレーにおいて、海や川で泳ぐといった行為は考えられないものなのだろう。話ぶりから、温水プールといった施設も無かったことが窺うかがえる。

「見よう見まねでどうにかなるだろうと思っていたのですが、ダメでした。先の船酔いといい、今日はトールに迷惑を掛けっぱなしです……」

　しょんぼりと肩を落とすユリエへ、元気づけるように笑いかける。

「これくらい気にするなって。俺たちは《絆双刃デユオ》なんだから、助け合うのは当然だろ。……まあ、たとえ《絆双刃デユオ》じゃなくたって、俺はユリエを助けたいって思ってるけどな」

「くすっ。それは私もです、トール。それにしても、海の水は本当にしょっぱいのですね。知ってはいても、こんな形で確認することになるとは思いませんでした」

　ユリエの一言に、俺は笑うしかなかった。

「さてと、そろそろ島に向かわないとだな。のんびりしてるとトラたちに負けちまうし。ユリエ、ここからは俺の背中におぶさるようにしてくれ」

「ヤー、ありがとうございます。ところでトール」

「ん？」

　思わぬトラブルでスタートダッシュに失敗したとはいえ、それでもまだ挽ばん回かいは出来るはずだ──と思っていた。……次の一言を聞くまでは。

「トラたちはどこなのですか？」

「へ……？」

　小首を傾かしげるユリエに、そこまで差をつけられたのかと周囲を確認してみると──

「あれ？」

　差をつけられたというわけではなかった。

　確かに距離はものすごく空いているのだが、トラたちは船からほとんど離れていない。

　つまり俺たちが、船から離れている。

「これは──流されたってことか？」

　ユリエを助けに潜った際に、ということだろう。

「……そういえば、潮の流れが複雑という話でしたね」

「そんな話もあったな。……しかも、まだ流されてるみたいだな。今この瞬間も、船から距離が離れていってるようにも見える。向こうに戻るのはちょっと厳しそうか……」

「すみません、トール……」

「気にするなって。島が遠くなっているわけじゃないし、このまま流れに逆らわないように向かおう。ユリエ、俺から手を離すんじゃないぞ？」

「ヤー」

　泳ぎ出す前にユリエからトラたちへ、このまま島へ向かうとジェスチャーをしてもらう。

　しばらくすると、トラたちが船から離れて島へ向かって泳ぎ出す。

　その姿を確認し、俺たちもまた移動を始めた。



　泳ぎ始めてから、四十分くらい経たっただろうか。

　聞こえるのは、ただひたすらに波の音と自分自身の呼吸音ばかり。

　ユリエはというと、無言でしがみついている。泳いでいる俺の負担にならないようにという心遣いからだろう。

（島まであと一・五キロくらいか？　もう一踏ん張りだな……）

　そう思った矢先のこと──

　波の音に混じり、バラバラバラ……とヘリの音が聞こえてきた。

　こんな南海にたまたま通りがかった──なんてことあるはずがない。

　俺はあのヘリの持ち主を知っている。

「と──お──る──っ♪」

　三十メートルほど上空でホバリングするヘリのドアが開き、一人の少女が身を乗り出して手を振る。

　リーリス＝ブリストル。黄金色の髪イエロートパーズをなびかせ、深い海を思わせる蒼玉の瞳サフアイアブルーで俺を見つめる彼女は、二ヶ月前に昊こう陵りよう学がく園えんへ転入してきたイギリス人のお嬢様だ。少々我が強くはあるが明るい性格で、俺と同じく《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》の持ち主であり、それ故に《特別エクセプシヨン》と呼ばれる存在なのだが……実を言うと、ちょっと苦手な相手でもある。

「お、ま、た、せぇ──っ、ちゅっ」

　ヘリの音に掻かき消されないようリーリスは声を張り上げ、最後に投げキッスをしてきたのだが──

「…………」

　何となく首を動かす。

「ちょっと、透とお流るーっ!!　あたしの愛のキスをどうして避けるのよ!?」

　怒られた。

　──話は戻るが、いまリーリスが口にした言葉が、彼女を苦手とする理由だ。

　そう、この黄金の少女は俺のことを妙に気に入っていて、好意を積極的に示す──どころか、未来の伴はん侶りよを公言してはばからない。しかも事あるごとに腕を組むなどして、スキンシップを図ろうとするのが年とし頃ごろの男子としては非常に困る。

「透とお流るーっ、聞いてるのーっ!?」

「あ……。悪いーっ、聞いてなかったーっ!!」

「なんですってーっ!?　あー、もうっ。いいわ、今からそっちへ行くから待ってなさい!!」

「お、お嬢様!?」

　リーリスの発言に、彼女の執事であるサラが慌てる様子が見える。

「……っ!?　……っ!!　……っ!!」

　黄金の少女は、取り乱して何事かを怒鳴る従者へ聞く耳を持たず──着ていた服を脱ぎ捨てた。

「って、えぇえええっ!?」

　驚き叫ぶも、プロポーション抜群の体は水着を着用していたので、ほっとひと息。

「って、何をする気だ────っ!?」

　叫びつつも、何をするのかはわかってる。わかっているが、叫んでしまう。

「待っててね、透流。今行くわ──っ♪」

　黄金の少女はウインクをし、まるで飛び込み競技をするかのように、迷い無く宙へ体を放り出した。

　──一瞬遅れ、金色の矢が海面を貫く。

「はぁい、透流」

















　しばしの間を置き、リーリスは俺たちのすぐ傍そばへと浮き上がってきた。

「……よお、リーリス。上でサラがすげー疲れてるぞ……」

「いいのいいの。前にも言ったけど、あの子ってかなり過保護だから」

　いくら彼女が《超えし者イクシード》──先日、俺と同様に《位階昇華レベルアツプ》で《Ⅲレベル３》になった──とはいえ、ヘリから海面までの高さを思うと過保護で片付けるのは少々気の毒な気がする。

　そんなことを考えつつ上空を見上げると、サラと目が合うなりすごい貌かおで睨にらまれた。

（俺のせいじゃ──俺のせいなんだろうなぁ……）

　そんな執事の様子など意に介さず、リーリスは先に島へ向かえとハンドサインを送る。

　やがてヘリは島へと向かい去っていったのだが、最後までサラは歯を食いしばりつつ俺を睨んでいた。おかげで、聞こえるはずのない歯は軋ぎしりの幻聴まで聞こえたような……。

「はぁ……。いったいぜんたい、何を考えて海へ飛び込んできたんだよ」

「透とお流ると一緒にいたいからに決まってるでしょ。そんなことより、なんでその子がべったりくっついてるわけ？」

　不満げに──というより不満なのだろう。リーリスがユリエを見る。

「……私は泳げませんので」

「ま、そういうわけだ。《絆双刃デユオ》としては、パートナーをサポートしないとな」

「…………。《絆双刃デユオ》として、ね」

　何か言いたそうに、リーリスは目を細くする。

「それならあたしも、未来の伴侶パートナーとしてサポートして貰もらわないとね♪」

　言うが早いか、俺の肩へ手を乗せてくる。

「ちょっと待て、リーリス！　お前は泳げるだろ!?」

「足がつったのよ」

「余裕の表情で言われて信じるかっ!!」

「……トールの負担になります。泳げるのでしたら、トールに頼らないでください」

「あら、そういうあんたこそ、今すぐ泳ぎを覚えれば透流の邪魔にならないわよ？」

　不服そうな銀色の少女へ、さらりと返す黄金の少女。

　しがみついた手に力が入るユリエ。

（またか……）

　リーリスが転入してきてからというもの、二人がこういった風に鞘さや当あてするのは、これまで幾度も起きていた。

　原因は、俺を《絆双刃デユオ》にするという黄金の少女による宣言だ。どうやらあの一言で、俺を奪われるかもしれないという警戒警報が、ユリエの中で発令されたらしい。

　おかげで今のように、リーリスの行動や発言に突っかかる姿をよく見せる。

　ただしリーリスはさして気にした様子もなく余裕の態度を崩さないため、大きな衝突とまではいかないのが幸いと言ったところか。

　個人的には、俺を取られまいと服をぎゅっと掴つかんでくるユリエは、ちょっと可愛かわいいかもなどと内心思ってたりするが、基本的には間を取る形での仲裁だ。

「はぁ……、わかったわかった。ユリエ、俺は負担になってないから大丈夫だぞ。だからリーリスは、そのまま掴つかまっていていいからな」

「トール……」

「…………。やっぱりいいわ。透とお流るを困らせるのは好きだけど、今みたいな困らせ方はよくないわよね。我わが侭まま言ってごめんなさい」

　そう言うなり、とぷんっとリーリスが海中へ潜り──数メートル先へ顔を出した。

「透流っ。気分直しに、どっちが先に島へ着くか競争よっ」

「……俺、ユリエを背負しよってるんだけど」

「ハンデよハンデ♪　女の子相手なんだからそれくらいはいいじゃない。レディ、ゴー♪」

「なっ!?　き、きたねぇ!!　勝負を受けるなんて一言も言ってないだろ!!」

　聞こえていないのか、無視しているのか（たぶん後者）、リーリスは島へ向かって泳ぎ始めてしまう。

（リーリスといいトラといい、俺の周りにはどうして好戦的なやつが多いんだかな……）

　先行する黄金の少女を見て嘆息するも、そういう面は決して嫌いじゃない。

「トール、どうするのですか？」

「そうだな……。負けるのも癪しやくだし、追いかけるか。しっかり掴まっててくれよ」

「ヤー♪　決して離しません」



　リーリスを追って泳ぎ始めてから二十分近くが経たち──

　俺は今、無限に繰り返す波の音をＢＧＭに、砂浜で大の字になって倒れていた。

「お疲れさまでした、トール……」

「あたしの圧勝ね、透流♪」

「せ、制服だったってこと、忘れてた……」

　しかも相手が、こちらと違って水着着用となると、どうにもならなかった。

「それでもあれだけの速さで、休まず泳ぎ切るのは大したものね。……透流を旦だん那な様にしたら、なかなか寝られそうにないってことかしら？」

　何の話だ。

「それで、これからどうするわけ？　しばらく休むの？」

「悪い。そうさせてくれ……。さすがに今は動きたくない……」

　俺の一言に、リーリスはぶふっと吹き出した後、「頑張り過ぎよ」と笑った。

「了解です、トール。……休憩は私も助かります」

　何な故ぜユリエまで助かるのかが気になり、どういうことだと尋ねると──

「服が濡ぬれて気持ち悪いのです。……特に下着が」

「それなら、ユリエの服が乾くまで休憩するか」

「ヤー。ありがとうございます」

　銀色の少女は頷うなずき──スカートの中に手を入れた。

「ユリエ!?」「な、何してるのよあんた!?」

「あ……。し、失礼しました。……ひゃうっ」

　途中まで下着を下ろしたところで、俺は慌てて顔を逸そらす。

　最後の悲鳴は、おそらく穿はき直したら冷たかったためだろう。

「あちらの岩陰で乾かしてきます」

　そう言ってユリエは近くの岩場へと姿を消した──と思ったらひょこっと顔を出した。

「こちらへ来るのはダメですよ、トール」

　そう言って、少しばかり赤くなった顔は今度こそ岩の陰へ。

「……あの子って天然なわけ？」

「まあ、結構……」

　おかげで、時折とんでもないことが日々の生活の中で起こるのだが、さすがにそれを口に出すほど俺は迂う闊かつじゃない。

「ふーん……」

「さ、さてと、少し昼寝でもするか」

　もの言いたげな視線から逃れるように目を瞑つぶる。

「あら、寝るの？　せっかく海で水着の美女と二人きりだってのに、ストロベリートークを楽しもうともせずに寝るなんて、とんだ朴念仁ね」

「体力回復には寝るのが一番だからな。悪いけど三十分くらい休ませてくれ」

「オッケー、いいわよ。それじゃああたしは──」

　ふっ……と、突然、影が差す。

「リーリス？」

　目を開けると、降り注ぐ陽光を遮るようにリーリスが腰を下ろし、覗のぞき込むように俺を見つめていた。

「日陰の方が、多少は寝やすいでしょ？」

「あ、ああ……。だけどそれじゃお前が暑いんじゃ……？」

　今日の日差しは強く、じりじりと照りつける太陽はとても熱く肌を焼いている。

「三十分くらい構わないわ。透とお流るをしっかり休ませてあげたいもの」

「……その気持ちは嬉うれしいけど、やっぱりなんか悪いって気持ちの方が強いな」

「あたしが好きでやってることなんだし、透流は気にしないの。日焼け止めも塗ってあるしね。……それでも気になるなら、何かお礼でもして貰もらおうかしら」

「どんなことをしたらいいんだ？」

　聞き返すと、リーリスは唇に指を当て、悪戯いたずらっぽくも艶つやのある笑みを浮かべる。

「おはようの、キ・ス♪」

「──っ!?」

「前払いでも、いいのよ？」

　髪を耳元へ掻かき上げ、リーリスが唇を近づけてくる。

　薔ば薇らの花びらを思わせる、赤い唇を。

「いい、いや、いいっ！　やっぱ日陰はいらない！　気持ちだけ受け取っておく!!」

　一瞬、唇に目を奪われるも、すぐに我に返ってリーリスへ背中を向ける。

　おかげで日差しの下に出るも、もともとはそのまま寝るつもりだったのだから、日陰については諦あきらめよう。

　心臓が、ドクンドクンと高鳴っていた。大丈夫だとはわかっていても、リーリスに聞こえやしないかと気になってしまう。

「もう、透とお流るったら照れちゃって」

　くすくすと忍び笑いが聞こえてくるも、俺は目を瞑つぶったまま応こたえない。

　その俺に、再びすっと影が差す。

「……キスは出来ないぞ」

「いいわよ。代わりに、透流の寝顔を三十分独占ってことで♪」

「あのな……」

「ダメ？」

　女の子に寝顔を見られるなんて、はっきり言えば気恥ずかしい──が、疲れているためか、はたまたリーリスという女の子が相手だからか、それくらいならいいかという気持ちになる。

「わかったよ。……ありがとな、リーリス」

「気にしないでいいわ。二度も言わせないでよね、旦だん那な様」



　しばらくして起きると、体の疲労は随分取れていて、服もだいぶ乾いていた。

「そういえば、どうして遅刻したんだ？」

　リーリスと何気ない話をしている中で、ふと浮かんだ疑問をそのまま口にした。

　最初はクラスメイトと距離があったものの、《生存闘争サバイヴ》の後は橘たちばなが間に入り、且つ彼女自身が案外社交的だったことで、今ではすっかりクラスに溶け込んでいる。一緒に行動をしたくないといった思考は無いはずだが……。

「水着を選んでたら置いて行かれたのよ。まったくもう、一時間くらい待ちなさいって思わない？　《特別エクセプシヨン》を何だと思ってるのかしら」

（だから制服の下に水着を着てたのか……）

　まさかそれが功を奏して、着衣水泳が楽になるとはリーリス自身、思いもしなかっただろうが。

（いやいや、訓練なんだから水着じゃダメだろ）

　もっとも彼女は着衣水泳の訓練できちんと泳ぎ切っていたから、技術を既に習得済みと考えればそれほど問題でもないかもしれない。

　ちなみに船は、《特別エクセプシヨン》であるリーリスが遅れても、時間厳守ということで予定通りに出航した。月つき見みなど、『お嬢様は置いて行っても後からヘリで追いつくだろ』などと笑っていて、見事に予想的中となったわけだ。

　そのことを思い出して小さく苦笑した──そのときだった。

「あっ……!!」

　岩陰の方から、小さな悲鳴が響く。

　何事かと思って目を向けると、白い鳥のような何かが海へ向かって飛び立ち、ユリエがそれへ向けて手を伸ばしていた。

「どうしたんだ、ユリエ？」

　近寄って聞くと、ユリエは何やらもじもじとしつつ、何があったのかを教えてくれる。

「そ、それが……風で下着が飛ばされてしまいまして……」

「は……？」

　斜め上の返事に、ぽかんと口を開けたまま再び白い鳥──もとい、下着を見るとちょうど海へ落ちたところだった。そのまま下着は波に飲まれ、見えなくなってしまう。

「「…………」」

　再びユリエへ視線を戻すと、スカートの端をぎゅっと握っていた。

（つまり今、何も──）

「トール。見るのはよくありません」

　頬ほおをほんのり桜色に染め、僅わずかに眉まゆをひそめ、上目遣いで俺をじっと見るユリエ。

　普段とは違った可愛かわいさに、俺は不覚にもどきりとしてしまった。



　結局、海に消えた下着は諦あきらめ、俺たちは合宿所へ向けて出発する。

　普段はかなり無防備な姿を見せるユリエも、さすがに何も穿はいていないのはかなり恥ずかしいようで、常にスカートを押さえて最後尾を歩いていた。

　俺たちがたどり着いた砂浜は入り江となっており、周囲は数十メートルもの高さがある絶壁で囲まれている。

　ただしどこまでもというわけではなく、しばらく歩くと多少緩やかな岩肌を発見できた。

「ここからなら登りやすそうだな。……だけどその前にリーリス、ちょっとそこに座ってくれ」

　リーリスは言われたとおりに小さめの岩へ腰を下ろし、俺はその前へと膝ひざを突く。

　そして着ていた制服のシャツを破ると、彼女の足へと巻いた。

「素足よりはマシってところだろうけどな」

「ふふっ、ありがと、透とお流る。その気遣いだけでも充分嬉うれしいわ。おかげで、ますますあたしの《絆双刃デユオ》にしたくなって──」

「トール、準備が整ったなら行きましょう」

　リーリスの言葉を遮るように、ユリエが割って入ってくる。無論、意識的に遮ったのだろうけれども。

　肩を竦すくめつつリーリスは立ち上がり、先頭に立って出発する。

　しかし水着姿の彼女が先に登り始めると、視線の向け先に困ることとなった。

　顔を上げると、リーリスのお尻しりが必ず視界に入ってくるのだ。

　しかもロッククライミングと言うことで、普段だったら考えられないあられもないポーズも多々取るため、俺は大変気まずい思いをしながら登っていった。

　もちろん、出来る限り上を向かないようにして。

　……おかげで、何度か滑落しそうになったが。



　岩壁を登り終えた先は環状山さん稜りようとなっていた。

　ここで初めてこの島が、カルデラだということを知る。

　登ってきた岩壁の内側は窪くぼ地ちで、木々で覆い尽くされた森が広がっていた。

　中央の辺りに見える建物が、俺たちの目指す合宿所なのだろう。その周囲が大きく開けて広場のようになっているのが見てとれる。

「一時間ってところか？」

「そうね。日が落ちるまでに、たどり着けるかどうかは微妙なところかしら」

　少し傾きかけた太陽を指し、俺の目測に同意する黄金の少女。

　そこへ今度は銀色の少女が口を開く。

「ここは風が強くてスースーしますので、早く降りたいのですが……」

　山稜を吹き抜ける風に対し、懸命にスカートを押さえるユリエ。

　その姿に、申し訳ないとは思いつつも、俺は吹き出してしまった。

「酷ひどいです、トール……」



「リーリス。足元の木に注意しろよ」

　振り返り、声を掛ける。

「ありがと、透とお流る。大丈夫よ」

　夕暮れともなると光の差し込み難い森の中はかなり薄暗くなっていて、注意しないと木の根っこに足が引っかかることもしばしばだ。特にリーリスは、足に布地を巻き付けただけということもあって、かなり歩きづらそうだった。

　一度、背中に乗るかと訊きいてはみたが、水着のみで合流したのは自業自得だものと断られてしまう。

（リーリスって、基本的に人に頼らないよな）

　大抵のことは何でも出来る──と言うより、現時点でリーリスが出来ないことというものを見たことがない。家柄故の教育も伴い、文武両道を見事なまでに体現している。

　とはいえ、今は違う。当たり前に出来るはずの歩くという行為が、出来ていない。

（困っているときはお互い様なんだし、こういうときくらい頼ってくれていいと思うんだけどな……）

　そんなことを考えつつ再び背後へ目を向けると、黄金の少女とは別の理由でこれまた苦労しているユリエの姿が目に映る。大きく跨またぐしかない障害物があると、スカートを──同時に俺の視線を気にして歩きづらそうだ。気遣って出来る限り後ろは見ないようにするが、それでも移動速度が落ちるのはやむを得なかった。

　おかげで山さん稜りようにて目測した一時間はとうの昔に過ぎ去り、日は没してしまう。

「逢おう魔まが時、か……」

　この時間帯の別名に相応ふさわしく、森の中はより一層闇やみが濃くなり、酷ひどく不気味だ。

　当然、闇は俺たちにとって良い方向に働くわけもなく──

「痛っ……!!」

　背後から痛苦の声──小枝か小石かを踏んだのだろう。

「悪い、リーリス。見落としてたみたいだ」

「こう暗いんじゃ、仕方無いわよ。貴方あなたのせいじゃないわ、透とお流る」

「それでもごめんな。せめて明かりでもあれば──」

　途中まで言いかけ、ふとある物の存在を思い出す。

　カチリ。アームバンドのスイッチを押すと、光が発せられる。

「うお、思った以上に明るいな」

　小さなライトだからと期待してはいなかったが、懐中電灯さながらの光量だ。

「ふふっ、助かるわ。……で、それの存在を忘れてたんだし、やっぱりさっきのは透流のせいにしてもいいわよね？」

「ごめん……」

　悪戯いたずらそうに口の端を持ち上げるリーリスへ、俺は拝むように謝った。



　足元を照らしつつ進み始めてから五分ほどして、遠目に光が見えた。

　建物の発する人工的な光を目にし、ひと息つく。

「やれやれ、ようやく到着ってところか」

　あと少しだと二人に声を掛け、俺は光に向かって進む。

　まるで炎に惹ひかれる虫のように──あいつらには、そう見えていたのだろう。

「──っ、透流!!」

「うわっ!?」

　突如、後ろを歩くリーリスに襟を強く引かれる。

　何な故ぜかと尋ねる余裕は無かった。

　直後に、鼻先を何かが掠かすめたがために。

　カッ！　木の幹へ何かが突き刺さる。

「これは……!?」

「次、来るわ!!」

　両刃のナイフか何かだと思うも、リーリスの声で咄とつ嗟さに横へ飛ぶと、再び幹へ何かが突き刺さる音が背後から聞こえた。飛んだ勢いのままに地面を転がり、続けざまに地面を穿うがつ攻撃から姿を隠すために木陰へと飛び込む。

（そうか。ライトが的に……!!）

　正確な狙ねらいの理由に気づき、パートナーの少女へ向かって俺は叫ぶ。

「ユリエ、ライトを消すんだ!!　的になる!!」

「──っ！　ヤ、ヤー!!」

　ライトを消しつつ叫ぶと、少し距離の離れた場所からも光が消えた。

　これで少なくとも狙い撃うちされることはない。

　──そう思ったのは早計だった。

　まるで闇やみを見通すかのように正確に俺を、ユリエたちを狙って何かが飛来する。

　木を盾にし、俺はナイフのような何かが飛んできた方向を見つめるも、薄暗い森がどこまでも続くのみで、襲撃をしてきた相手の姿はどこにも見えない。

（敵だと……!?　こんな孤島に……!?）

　そんなバカなとは思うも、現に今、俺たちは襲われている。

　事実を認め、意識を切り替え、敵の正体を思い浮かべる。

　月つき見みのように、学園へ送り込まれた刺客だろうか。

　もしくは、二ヶ月前に闘った戦闘服の男たちだろうか。

　それとも、まったく別の相手なのだろうか。

　俺の思考は、金属のぶつかり合う音が響いたことで中断される。

（しまった！　ユリエたちに狙いを絞ったか！）

　剣けん戟げきの響いてきた方向へ目を向けるも、動く影はない。

　どうやら思った以上に分断されてしまっていたらしい。

（くそっ、早く二人の元へ行かないと……!!）

　ユリエもリーリスも今は万全な状態ではなく、全力で闘えるのは俺だけだ。

　ところが、音の響いてくる方角へ駆け出したところで、足が止まる。

　──いや、止めざるを得なかった。

　行く手を塞ふさぐように、影が立っていたために。

　全身を黒色の装束に包み、顔も頭ず巾きんで隠して正体がまるで分からないその姿は、闇に巣くう魔物のように思える。

「逢おう魔まが時で魔と出遭う、か」

　影へ、皮肉めいた笑みを向けた。

　──が、笑みは一瞬で驚きよう愕がくへと変わる。

　黒装束の周囲に、《焔ほのお》が舞った直後に。

《焔ほのお》が形を成し、武器と化した瞬間に。

「《焔牙ブレイズ》だと……!?」



　　　　　　◇



　暗くら闇やみの奇襲。その上、相手の正体は戦闘開始より数分経たつも、未いまだ不明──

　本来ならば最大限の警戒を持ち、集中しなければならない。

　そう、本来ならば。

　けれどもユリエの集中力は、襲撃直後から今に至るまで乱れたままだった。

　透とお流るを狙ねらった初撃。次いでリーリスが叫んだ直後にユリエも狙われ、飛び退のいた直後に事は起こる。着地した際に、ふわりとスカートが捲まくれ上がったのだ。

「──っ!!」

　慌ててスカートを押さえ、自身の《絆双刃デユオ》──透流へと顔を向ける。

　少年は襲撃方向──闇やみの奥へと険しい表情を向けていて、ユリエを気にした様子は見てとれない。

（大丈夫、ですよね……？）

　一瞬、しかも周囲はかなり暗い──ただしライトが光を放っていたため、本当に見えていなかったのかどうかの判別がつかない。

　だが、それとなく透流に確かめているような余裕は無かった。

「ユリエ、ライトを消すんだ!!　的になる!!」

「──っ！　ヤ、ヤー!!」

　慌てて光を消すも、寸前まで襲撃者に位置が丸見えだったために、攻撃を受ける。

　ユリエはスカートを押さえながら、飛び退しさる。

「何をしてるの。早く《焔牙ブレイズ》を具現化なさい！」

　声のトーンを低めにしたリーリスから、指示が飛ぶ。

「……分かっています」

　本来だったら、すぐにでも気づくべき事へ気が回らないほどに、少女は動揺していた。

（集中、しないと……！）

　動きが無くなると、闇やみ夜よの森は静けさに包まれる。

　時折、木が風で揺れ、葉が擦れ合ってザザザ……と音が生まれ──

　その一瞬を狙って、襲撃者が攻撃を仕掛けて来る。

　ギキィン!!　ギィンッ!!　具現化した《片刃剣セイバー》で、飛来する何かを弾はじき落とす。

「《苦無クナイ》、ね。相手はニンジャってことかしら？」

　傍そばに居たリーリスが叩たたき落とされた何かを見て呟つぶやくも、今のユリエにその声は届かない。

　躱かわすたび、弾くたび、叩き落とすたびにスカートが揺れ、その都度集中が乱れる。

（トールは……!?）

　特に大きく躱した直後は、周囲に透流の姿があるかどうかを確認した。

　姿が見えないことで安心し、同時に不安にもなる。

　ユリエが知っている透とお流るは、仲間が傷つかぬよう、自身がどれほど傷ついてでも駆けつける人物だ。その透流の姿が見えないということは、駆けつけられない何かが起こっているということとなる。

　となれば、一秒でも早く襲撃者を倒し、自分が駆けつけなければならないとユリエは考えるも──

「くっ……!!」

　敵はそれを許さず、遠間から攻め続けてくる。攻撃は常に飛び道具で、決して間合いを詰めてこないためにユリエは守勢に回らざるを得ない。

　無論、間合いを詰めれば状況は変わるのだろうが、万が一にでも見られてしまう可能性を考えると攻め込むことへ躊躇ためらいがあった。

（どうしたらいいのですかね……）

　自分自身のへまが原因とはいえ、こんな状況で襲ってきた相手をユリエは恨んだ。

（ですが、トールが大変かもしれないのに、このようなことで躊躇っている場合ではありません……!!）

　一方、リーリスはというと、冷静に相手を分析していた。

（速いわね……。だけど、この子ユリエほどじゃない）

　リーリスは戦闘能力という一点において、銀色の少女へ高い評価をしている。

　特に身のこなしは、先の《生存闘争サバイヴ》の時点で身をもって体感済みだ。あのときはユリエが焦りを内包し、直線的で単純な攻撃を仕掛けてきたから対処は造作もなかった。しかし、もしも冷静さを持って攻めてこられていたら、闘いはもっともつれたであろうと思っている。

　無論、リーリスが勝利することに変わりはない、とも思っているのだが。

　ともあれ、いま自分たちへ襲撃を仕掛けてきている相手の動きは、隣で《双剣ダブル》を構える少女と比べると雲泥の差がある。

（……問題は、平面的な動きばかりじゃないってことよね）

　生い茂る木々を蹴けり、移動方向を急変させている。真逆はもちろん、上に、斜めにと地形を、加えて暗くら闇やみという状況を最大限に活用して正確な位置を掴つかませない。

　それでも間合いを詰めれば対処できようが、ユリエとは違う理由で黄金の少女は動くことができなかった。素足に布を巻き付けた状態では、本来のパフォーマンスを発揮することが敵かなわず、相手を追い詰めることは難しいだろう、と彼女は考える。

　なればこそ、集中する。集中し、動きの先読みをして《銃ライフル》を構えた。

「…………。そこっ!!　──っく!?」

　ガッ。長銃身ロングバレルが仇あだとなり、周囲を囲む木に先端をぶつけてしまったために、銃弾は明後日の方向へ。

（ここで仕掛けてきたのは、木を檻おりにってわけね。……やるじゃない！）

　敵の闘い方に不敵な笑みを浮かべるリーリス。

　その笑みへ向かって、《苦無クナイ》が闇やみを貫き襲い来るが──

　ギキィンッ!!　ユリエが刃を叩たたき落とし、リーリスを護まもるように立った。

「……助けてくれなんて言ってないわよ」

「ヤー。私が勝手にやったことですので」

　素っ気ない返事に、リーリスはそれ以上何も言わず、敵へと意識を戻す。

（なかなかやるじゃない）

　奇襲に選んだ場所といい、タイミングといい、何より──実力を発揮できないとはいえ──《Ⅲレベル３》である自分たち二人を抑えこむ実力を、リーリスは賞賛した。

「さて、と……。どうしたらいいかしらね。せめて、もう少しスペースがあればよかったんだけど……」

「……スペースがあればいいのですか？」

　リーリスの呟つぶやきへ、銀色の少女が視線を落とし気味に周囲を確認し、問う。

「何か策でもあるわけ？」

「一瞬、天翔とんで頂ければ──私が作ります」

　瞬間、リーリスは目を丸くするも、すぐにユリエの意図を悟る。

「それじゃ、次のタイミングで」

「ヤー」

　頷うなずくとユリエは今一度、足元へ目を配った。

　今、自分たちが立つ場所は膝丈ほどの高さの茂みに囲まれている。近くに透とお流るはいない。敵も自身の優位性を意識しているようで、近付いて来ることは無い。

（これなら大丈夫です……!!）

　やがて──そのときが来る。《苦無クナイ》が二人の少女へ向けて放たれた瞬間、黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女が真上へと翔とび、銀色の髪シルバーブロンドを持つ少女は真逆に体を沈み込ませた。

　沈み込ませつつ、ユリエは体を一回転させ──同時に、剣の軌跡が円を描く。

　キンッ……!!　襲撃者は、高い音の響きを確かに聞いた。これまでのように《苦無クナイ》を弾はじかれたり、叩き落とされたときに響く金属がぶつかり合う音では無い。

　ならば今のはいったい何だろうかと疑問を持った瞬間、襲撃者は答えを目の当たりにすることとなった。

　メキメキメキメキ……!!　銀と金の髪を持つ二人の少女を閉じ込めていた檻おりが──

　木が、放射状に倒れていく。

　──否、銀色の少女が斬きり倒したのだ。

「なっ……!?」

　小柄な体たい躯くに見合わぬ力で景観を一変させた少女へ、襲撃者は驚きを禁じ得ず──故に、僅わずかに隙すきが生まれる。

　黄金の少女は、その一瞬の隙を見逃すことはなく──

　直後、銃声が響き渡った。










■第三章『あたしも好きよ』





《焔牙ブレイズ》を目にしたことによる動揺が治まらぬ中、黒装束の魔物が地を蹴けった。

「くっ……!!」

　俺に瞬く間すら与えず、十メートル以上の間合いを消失させ──

　黒装束は《焔牙ブレイズ》を振り下ろす。

　飛び退のいて躱かわすも、タンクトップが斬きり裂かれた。

　だが黒装束はそこで止まらず、さらに踏み込んでくる。

「っく！　──《焔牙ブレイズ》!!」

　二撃、三撃と繰り出される攻撃を、具現化した《楯たて》で防ぐ。

　重く、速い攻撃。

　力も素早さも、先頃さきごろまでの俺──《Ⅱレベル２》と同じくらいか。

《Ⅲレベル３》へ昇華する前ならば、相当の強敵だっただろうが、《位階レベル》はたった一段階上がるだけで、恐ろしいほどに身体能力を超化させる。前日まで互角だった相手に、負けることなどほぼあり得なくなるほどに。努力という積み重ねが、虚むなしく思えるほどに。

　けれども、俺は守勢に回っていた。

　困惑が俺の心を乱し、守勢に回らされていた。

（どうしてこいつが《焔牙ブレイズ》を持っているんだ……！）

　受け止めた武器は反りのある片刃の刀剣──おそらくは《刀》だった。

　ギャリリッ……!!　敵が力で押してくる。押し込まれぬよう押し返すと、黒装束は踏ん張らずにあっさりと後方へ飛ぶ。

　距離にして五メートルほどで対たい峙じし直したところで、俺は問う。

「何者だ、お前」

「…………」

　返事は無かった。けれども、正体に心当たりが無いわけじゃない。

《焔牙ブレイズ》を手にしている以上、相手は《超えし者イクシード》に違いないだろう。

　となれば黒装束は月つき見みの元仲間、もしくはそれに近い立場じゃないだろうか。

　そう、《超えし者イクシード》の存在を好ましく思わない国や組織に雇われた裏切り者が、今回のスタッフの中に居たのでは、という考えが浮かぶ。

　それとは別に、一つ気になる点もあった。

（あの《焔牙ブレイズ》。どこかで──）

「──っ!!」

　俺の思考を邪魔するかのように、黒装束が地を蹴った。薄暗い森の中という把握しづらい地形などものともせず、距離を詰める。

　先刻までとは違い、今度はタックルを仕掛けるかのように身を低くしての突撃。《刀》の間合いに入った瞬間、刃が左から脛すねを狙ねらい定めて襲い来る。

　僅わずかに後方へ飛んで躱かわした直後、黒装束はさらに一歩踏み込むと同時、《刀》を切り返した。宙空へ飛ぶことも想定しての二段攻撃──が、俺もその程度は想定済みだ。

　ガィンンッ!!　体を捻ひねり反転しつつ、《楯たて》を叩たたきつけるように刃を防ぐ。

　黒装束にとっては予想外の衝撃になったようで、たたらを踏んだところへ今度は俺が攻め込む。

　フック気味の拳こぶしは敵の頬ほおを掠かすめるも、ダメージを与えるまでには至らない。だが、一度懐に入ってしまえば剣よりも拳の方が有利だ。

　続けざまに拳を打ち込むと、柄つかで二度続けて受けられるも、三発目のバックブローが肩にヒットし、よろめかせた。

「今だ!!　──っく!?」

　追撃で蹴けりをぶち込もうとし、俺の動きが止まる。

　黒装束がよろめきつつも、木の陰に入って身を隠したために。

（くそっ、せっかくのチャンスが!!）

　姿が木の陰に隠れたと思った刹せつ那な、地を蹴る音が聞こえ──

　黒装束の気配が闇やみの中へ消えた。

　ざぁっ……!!　周囲の木々のうち数本が不自然に揺れ、葉音を立てる。

「──っ!!」

　突如、背後から感じる気配。振り返ると、《刀》を振りかぶった黒装束の姿が在った。

　ヂギィンッ!!　咄とつ嗟さに構えた《楯たて》が刃を防ぐ。正確に言えば、偶然にも刃の通り道へ《楯たて》が入り込んだだけだ。

（っく……これが本来の闘い方ってことか!!）

　速さ、膂りよ力りよくに変わりはない。変わったのは、動き。

　地面はもちろんのこと、木の幹を、枝を蹴って幻惑するこのスタイルは、かつて闘った月つき見みに似ている。

　しかしあのときは教室という四角い空間だったが、今は違う。法則性など無しに立ち並ぶ木々は、当然のことながら一つとして同じ形のものは無く、視界を塞ふさぐ遮しや蔽へい物となっている。左へ動いたと思えば、地を蹴って上へ、すぐさま枝を蹴って下へ、右へ飛び、幹に姿が隠れたところで見失い──突然、背後の茂みから飛び出してきた。

　ギィンッ!!　何とか防ぎ、即座に反撃をしようとしても既に敵の姿はその場に無い。

　刃を振りつつ飛び退しさり、再び薄暗い闇の中へと身を躍らせる。

（一撃離脱を徹底していやがる。厄介な相手だ!!）

　しかも俺の拳が届く間合いには、一瞬たりとも入って来ない。

　徹底した闘い方は、身体能力の差を埋めるには充分なものだった。

（だけど、いつまでもお前の相手をしていられないんだよ……!!）

　俺は、二人の少女のもとへ行かなければならない。

　乱れた呼吸を整えつつ、耳を澄ませ、気配を読むことに集中する。

（さあ、来い……！）

　黒装束はどこから来るだろうか。右か、左か、再び背後からか、それとも──

　ざぁあああ……!!　音が近い。右でも、左でも、背後でも無い。

「上かっ!!」

　バキバキと音を立てて細い枝を折り、黒装束が頭上から襲い掛かってきた。

　落下分の重さが加わった大上段斬ぎりは凄すさまじい威力を持つだろう。

《楯たて》で防ぐも受けきれず、体ごと吹き飛ばされるかもしれない。

　だから──白刃の軌跡を、躱かわす。

《生存競争サバイヴ》から今日までの二ヶ月、橘たちばなから教わり修練を続けてきた体たい捌さばきで躱し、同時に体を反転させて懐へ潜り込む。

「──っ!!」

　黒装束が驚いたそのとき、俺は既に《刀》を持つ手を取り──投げ飛ばしていた。

　衝撃とともに、黒装束の肺から空気が吐き出される。けれどそこで流れを止めず、俺は投げの勢いを利用して馬乗りとなった。

「これで……決めさせてもらう!!」

　黒装束が動けないよう胸元を押さえつけ、拳こぶしを振り下ろす──はずだった。

「え……？」

　拳が止まる。

　投げ飛ばした際、黒装束の顔を隠していた頭ず巾きんが外れていたために。

　頭巾の下の顔を見てしまったために。

　その顔が──俺の知っている人物だったがために。

「お、おお、お前、は……」

　長い髪をポニーテールにした少女へ、動揺を隠せない。

　彼女はまさしく──

「伊い万ま里りぃっ!?」

　かつて、昊こう陵りよう学がく園えんの入学試験で俺と闘った相手。あのときよりも、少しだけ大人びたように見える。相変わらず綺き麗れいで、それでいて可愛かわいさも併せ持つ活発そうな少女はまさしく──永なが倉くら伊万里その人だった。

「あ……」

　彼女は俺の叫びにぽかんとした表情を浮かべ──やがて、屈託なく笑った。

「あははっ、バレちゃったか」

「え、えーっと……？」

「妙な形で再会することになっちゃったけど──久しぶりね、透とお流る」

「あ、ああ……。久しぶり……」

　あまりにも突然のことで、唖あ然ぜんとしたまま挨あい拶さつを返す。

「あーあ、今回もあたしの負けね。やっぱり強いわね」

「い、いや……伊い万ま里りこそ、すげー強くなったな」

「ふふっ、そう言って貰もらえると嬉うれしいなぁ」

　俺の感想に満足そうに頷うなずいた後──

　伊万里の表情が、少し気まずそうなものへと変わる。

「……ところで透とお流る。そろそろ離して貰えないかな？」

「離すって……？」

　俺の言葉に、伊万里は視線を動かすことで理由を示す。

　追ってみると、俺の手がいまだに彼女の体を押さえつけていた。

　女の子の象徴とも言える、とても柔らかな胸の膨らみを──しっかりと鷲わし掴づかみにして。

「透流の……………………えっち」



　立ち上がると、伊万里は《刀》を消失させる。

（見たことがあると思ったわけだ……）

　どうして思い出せなかったのかとは思うも、やはり《資格の儀》の敗者は《超えし者イクシード》としての資格を失って《黎明の星紋ルキフル》を除去されると聞かされていたのが、一番の理由だろう。

「何がどうなってるのかさっぱりわからないんだが、説明をしてもらえるか？」

















「もちろんよ。だけどその前に──」

「こっちならもう終わったわよ」

　闇やみの中から姿を見せる黄金の少女。

　隣には対照的な銀色の髪シルバーブロンドを持つ少女。

「そちらも終わったようですね、トール」

「あ、ああ……。えっと、それは何だ？」

　ユリエは、何か黒い人のようなものを背負っていた。

「彼女は最初に仕掛けてきた人です」

「あたしの《絆双刃デユオ》よ」

　ユリエの言葉へ付け足すように、伊い万ま里りが説明してくれる。

「《絆双刃デユオ》って……いや、本当に何がどうなってるんだよ……」



　ユリエから黒装束を背負うことを代わり、建物の光へ向かって歩き始める。

　その道中で始まった伊万里の話は、初っぱなから驚きだった。

「ぶ、分校ぉ!?」

「そっ、昊こう陵りよう学がく園えん分校。それが今、あたしの所属してる学校よ。ちなみに透とお流るたちが目指してたこの先にある建物は、分校の校舎兼あたしたちの宿舎ってわけ」

　そこから後の話も、やはり驚きの連続だ。

　三ヶ月前──《資格の儀》を終え、伊万里たちは敗者として講堂を立ち去った後、敷地内の建物に連れていかれ、選択を迫られたらしい。

　系列ではあるものの、ごく普通の高校へ編入するか──もしくは厳しい環境となるが、改めて《超えし者イクシード》となるために昊陵学園の分校へ編入するか。

　伊万里は一も二もなく分校という道を選び、その足でこの島へとやってきたらしい。

　以来三ヶ月の間、厳しい訓練を受け、先週末に《昇華の儀》によって《Ⅱレベル２》へ昇華し終えた後、本校の生徒──つまり俺たちが臨海学校のためにこの島へ訪れることを聞かされたそうだ。

　それも、正体を隠して俺たちを襲えという《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》の指示と共に。

「そうだったのか……。何て言えばいいのかわからないけど、とにかく良かった。伊万里の道が途切れずに済んでて、本当に……」

「ふふっ、その節は大変心配をお掛けしましたってね。ありがとう、透流」

　かつて俺の手で断ち切ってしまったとばかり思っていたのに、実はそんなことはなかったと聞かされ、胸のつかえが取れたような気がする。

「しかし、さっきも言ったけど本当に強くなったなぁ。もし《位階レベル》が同じだったら、勝てなかった気がするぜ」

「あははっ、地の利が完全にこっちにあったからこそ、健闘できたのよ。それに、この島で過ごしてるおかげで、かなり夜目が利くしね。だから条件としては互角──ううん、むしろこっちが有利だったと思うわ。……とはいえ、前回はまるっきり歯が立たなかったことを考えると、強くなったって言って貰もらえるのは素直に嬉うれしいけどね」

　初めて会ったときと変わらない笑顔。

《資格の儀》の後とは違って、心からの喜びが俺の頬ほおも緩ませる。

「ところでさ、透とお流る。二人のことを紹介して貰えない？　片方の子は入学式で見たけど、名前を知ってるわけじゃないしね」

「ん？　ああ、そうだな。こっちがユリエって言って、俺の《絆双刃デユオ》だ」

「ヤー。ユリエ＝シグトゥーナ。トールの《絆双刃デユオ》です。よろしくお願いします」

「よろしくね、ユリエ。あたしは永なが倉くら伊い万ま里りよ」

　ユリエと伊万里が握手を交わし──

「《絆双刃デユオ》ぉっ!?」

　時間差で驚いた。

「ちょっ、えっ、だって女の子だし、うぇっ!?　あ……も、もしかして本校は分校と違って相部屋じゃ無い、とか……？」

「相部屋です」

「と、透流……。後ろに手が回るようなことしてないでしょうね……？」

「してねーよ！」

　最近では周囲もすっかり俺とユリエが同室ということに慣れ、からかわれることも無くなっていたので久しぶりの反応だ。……もちろん、大声でツッコませてはもらったが。

「そうなんだ……。ある意味すごい気がしないでもないわ……」

　褒められてる気がしないが、たぶん褒めてないのだろう。

「えーっと、それじゃあもう一人の彼女は……」

「あたしはリーリス＝ブリストル。透流の婚約者よ」

「自称な」

「そうなんだ。よろしく、リーリス」

　リーリスと握手を交わした伊万里は──

「婚約者ぁっ!?」

「だから自称な」

　二度目だったので、今度は即ツッコミだ。

「自称ってつれないわね。あたしたち、キスまでした仲じゃない」

「キ……!?」

　大きく目を見開き、伊万里が驚きを見せる。

「あれはあなたが、トールの意志を無視して一方的にしたことです。しかもほっぺです」

「だったら、透流の意志でしてもらうわ。透流、あたしにキスをしなさい。もちろん、唇にしていいわよ」

「しないっての……」

　唇に指を当てる黄金の少女。リーリスから俺を守るように立つユリエ。

　そんな二人を見つつ、ポニーテールの少女は言った。

「……楽しそうな生活を送ってるみたいね、透とお流る」

「この状況を見て、どうしてそう思えるんだ……」

　もの言いたげな目でじっと見る伊い万ま里りへ、俺はため息をついた後に話題を変える。

「しかし改めて考えると、すごい偶然だよな。いくら襲撃を指示されてたって言っても、まさか俺と伊万里がもう一度闘うことになるなんてさ」

　分校の生徒が森で本校の生徒を襲撃すると決められていたとはいえ、《資格の儀》の再現になるとは伊万里自身も思っていなかっただろう。

　──と思って話を振ると、意外な答えが返ってきた。

「ああ、それってタネがあるのよね。船から降りる前にアームバンドを貰もらったでしょ？　実は発信器が付いてて、これで個別認識ができるってわけ」

　スマホのような携帯端末を懐から取り出し、見せてくれる。画面に映っていたのは地図で、どうやらこの島のものらしい。その地図上には丸が表示されている。丸の中には数字が書かれており、それはそのまま本校組の出席番号になっているとのことだった。

「つまり俺たちの動向は、分校側からすると丸わかりだった、と」

「そういうこと。……で、あたしはこの三ヶ月の成果を透流に見せたかったから、みんなに頼んで優先的に勝負を挑ませてもらうって話になってたわけ。……まあ、透流が他ほかの人たちと違うところへ上陸してくれたおかげで、一対一の状況を作るのも簡単に済んだんだけどね」

　おかげで美み和わ──ユリエたちの相手をしていた女子だ──には、大変な役割を担ってもらっちゃったけど、と伊万里は苦笑する。

「でも、どうして東側から上陸したわけ？」

「ユリエが泳げなくてな。助けに行ったら流されたってわけだ」

「へぇ、ユリエが……。なんだか意外な感じがするわね」

　入学式でユリエの闘いを見たからこそ、より意外なのだろう。

「──？」

　その伊万里と目が合い、ユリエがちりんと鈴音を立てて小首を傾かしげた。

「そういえば透流。アームバンドの話で思い出したことがあるんだけど、さっきの闘いの最中にどうして救難信号を出さなかったわけ？」

「……そういえばそんな機能もあったっけ」

「正体不明の相手に襲われたんだし、緊急連絡って意味も含めてすぐに出さないとダメよ。もしあたしたちが、本当に透流や本校の人たちの命を狙ねらった相手だったらどうするつもりなの？　連絡をすることで人の命を救えることだってあるんだからね」

「うっ、手厳しいな」

「自分の手札はすべて活用すべし、よ。……散々、うちの教官に叩たたき込まれたからね」

　ぺろっと舌を出しておどける伊い万ま里りへ、なるほどと頷うなずく。

「さて、と。到着ね」

　伊万里が指した先で森は開け、建物が外灯によって浮かび上がっていた。

　建物は南の島には少々不似合いな洋館で、俺たちが普段過ごしている寮とどことなく似た雰囲気があった。

　伊万里が先立って建物へ駆け寄り、振り返る。

「ようこそ、昊こう陵りよう学がく園えん分校へ！」



　洋館へ入ると、リーリスは着替えてくると言い残し、出迎えたサラとともに奥へと姿を消した。

　俺とユリエは、照明があって尚なお、薄暗い木造の廊下を伊万里の案内で進む。

　ギシギシと音を立て、つれて行かれた先は食堂らしき部屋だった。

　中を覗のぞくと、既に到着していた本校のクラスメイトたちの姿が見える。

「まだ全員が到着したってわけじゃなさそうだな」

「ううん、透とお流るたちが最後よ。人数が足りないのは、あたしたち分校組にやられちゃって気絶してる人たちがいるからじゃないかな。起きるまでは、別室で寝かされてるはずよ」

　言われて思い出す。俺たちが浜辺から動き出したのは、充分に休憩を取ってからだ。

　別の場所から上陸した他ほかのやつらが、全員がとっくに到着しているのも当然と言える。

「それじゃ、あたしたち分校組は準備があるからこれで。また後でね、透流、ユリエ」

　何の準備だろうかと思いつつも、伊万里に別れを告げて食堂内へと足を踏み入れた。

「ユリエ。気をつけろよ」

「ヤ、ヤー……」

　俺たちの荷物は、日中にこの食堂へ運び込まれたとのことだ。

　部屋の隅へと置かれた荷物へ一目散に向かい、ユリエは下着をゲット。

　俺はその間、周囲からユリエの姿が見えぬよう位置取りをする。

（まさか授業で習ったことを、こんな形で実践するとはな……）

　世の中、どこで何が役立つかわかったものじゃない。

　……稀まれな例にも程があるが。

　そのままユリエは、トイレで下着を穿はいてくるとのことで室外へ。

　俺はテーブルで突っ伏して寝ていたトラへ、声を掛ける。

「ふんっ、随分と遅かったじゃないか」

　開口一番、『先に到着したから僕の勝ちだ』とでも言わんばかりの笑みを浮かべるトラ。

　……なんか悔しい。

「九ここの重え。無事に到着したようだな」「お、お疲れさま、透流くん……」

　そこへ加わってくる顔ぶれが二人。

「ユリエちゃんはどこへ行ったの……？」

「トイレだとさ」

　嘘うそは言っていない。

「ところで、この部屋にいるってことは、そっちも分校組を退けたってことか」

「と、巴ともえちゃんが護まもってくれたから……」

「ふふっ、私だけじゃないさ。トラたちが居なければ、どうなっていたかはわからないさ」

　話を聞けば、橘たちばなたちはトラの案で六人ほどのグループで行動し、誰だれ一人欠けることなく分校へ辿たどり着いたらしい。

「さすが──と言いたいところだけど、トラが集団行動をしようって言いだしたところは俺の空耳でいいんだよな？」

「本当だぞ」

　橘が証人となり、みやびもうんうんと頷うなずく。

「…………。トラ、海で体を冷やして熱でも出したのか？」

「そんなわけがあるかっ!!　鈍くさいのが怪け我がでもしたら、自分が居ればなどと貴様が言い出して鬱うつ陶とうしいだろうと思ったから提案したまでだ」

「う……。鈍くさくてごめんなさい……。だけど、ありがとう、トラくん……」

「べ、別に礼などいらんっ!!」

　照れくさいのか、トラがそっぽを向く。

「でもまあ、トラの言うとおりだな。たぶん、誰だれかが怪我をしてたら気にしてたと思う。だから──ありがとな」

「──っ！　ふ、ふんっ、存分に感謝するがいい……！」

　あきらかに俺にだけ態度が違うのはどういうことだ。

「トール、戻りました」

　そこへユリエが戻ってきた。

　いつもの顔ぶれが揃そろったところで、いつもどおりに雑談をしていると──

　やがて別室で休んでいた連中もぽつりぽつりと姿を見せる。

　全員が揃ったところで、理事長が三み國くに先生を従え室内へと入って来た。

「本日はお疲れさまですわ。これより三國から滞在中のお話がありますが、その前に私から皆さんへ、一つ謝罪をしなくてはならないことがありますの」

　理事長の謝罪──それは、《資格の儀》で嘘をついていたということだった。

「闘わなければ道が開けないとき、強い意志を持ちて立ち向かう──そのために入学を認めないなどと虚偽を口にしたこと、ここにお詫わび致しますわ」

　深々と頭を下げる理事長に、室内は多少なりともざわめく。

　俺たち昊こう陵りよう学がく園えんの生徒は、彼女にとっての成果を試すための実験体モルモツトであるという話は、誰もが一度は耳にしたことがある噂うわさだ。

　真実はわからないにせよ、決して間違った噂とも言い切れない。

　学園の地下には《黎明の星紋ルキフル》の研究施設があり、そこの責任者が理事長であることは生徒の間でも周知の事実だからだ。

　そういった立場の人物が、自らの非を認めて頭を下げたことで、これまで彼女に対して持っていた印象が変わったのは、俺だけじゃないだろう。

　非常識としか言えない教育方針を持つ冷酷な少女から、実際にはきちんと生徒のことを考えて、憎まれ役となることすら辞さない強い意志を持った人物なのではないか、と。

　理事長の話──謝罪が終わると、三み國くに先生よりこれから一週間についての話が始まる。

　内容は特に目新しい話があるわけじゃ無く、どちらかと言えば確認に近いものだった。

　これから一週間はこの島で過ごし、本校ではできない訓練を分校の生徒とともに受けること、訓練は多少なりとも危険を伴うためアームバンドは決して外さない、最終日前日は自由行動等々……。

「この後は夕食ですが、本日は既に分校の皆さんが準備をしてくれています。各自、外の広場へ向かって下さい」

　夕食という単語に喉のどを鳴らした多数の生徒（俺含む）が、話が締めくくられると同時に音を立てて立ち上がる。

「まったく、キミという男は食事になると目が輝くな……」

　橘たちばなが苦笑しつつ、言葉を続ける。

「しかし……よかったではないか、九ここの重え」

「何がだ？」

「ポニーテールの彼女のことだよ。思いもかけぬ再会ではあっただろうが、ここで頑張っていると知って安心したのではないか？」

「ああ、伊い万ま里りのことか。そうだな、本当によかったよ」

　三ヶ月前、俺は自分自身のために伊万里の道を閉ざした。お互いに納得しての結果ではあったが、罪悪感が小さな棘とげとなって刺さっていたことも事実だ。

　だからこそ、こうして分校で頑張っていてくれたことは嬉うれしく思う。

「……あ、そうだ。伊万里の件と言えば、今さらだけど入学式の後で元気づけようとしてくれてありがとな。橘の気持ち、すげー嬉しかったぜ」

「ふ、古い話だ」

　ぷいっと顔を逸そらす橘の頬ほおは、少しばかり朱が差していた。



　外へ出ると、夏の宵とはまた別の熱気が吹いてくる。広場にはバーベキューコンロが幾つも設置され、分校の生徒が準備をしていた。

　俺たちが洋館から出てきた姿を認め、分校生の中から代表人物が一人、近付いて来る。

「ようこそ、昊こう陵りよう学がく園えん分校へ!!　入学式やら本日の《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》やらといろいろあったけど、その辺りは水に流すと言うかお肉と一緒に飲み込んで、今日から一週間よろしくお願いします!!」

　なんと分校側の代表は、伊い万ま里りだった。

　とはいえ、彼女の社交的な性格を考えれば、納得のいく話だ。うんうんと一人頷うなずいていると、見慣れたうさぎ耳の人物が焼けた肉の刺さった串くしを掲げて声をあげる。

「というわけで、今日は夕食兼親交を深めるバーベキューだよ、みんなー♪」

「ちょっと、月つき見み先生でしたよね？　まだ乾杯をしていないのに、どうしてお肉を焼き始めてるんですか!?」

「気にしちゃいけないよ、しっぽちゃん☆」

　慌てる伊万里とマイペースの月見に本校組は苦笑、もしくは呆あきれ（主に俺の周辺）、その間に紙皿と箸はし、紙コップが各自へ配られる。

「コーラいかーっすかー？　オレンジジュースもあるっすよー」「コーラお願いしまーす」

「俺、ウーロンで」「ぎゅ、牛乳ありますか……？」

　などといったやり取りが本校組と分校組の間でしばらく続き──

　やがて全員のコップへ飲み物を注ぎ終わる。

　ちなみにこの間、月見が焼いてる肉の香りが漂ってきているため、俺も含めて本校生徒の大半がそわそわしていた。

「それでは──乾杯！」

「「「かんぱーい!!」」」

　一口飲むと、わっと広場が騒がしさに包まれる。

「押さないでー。肉も野菜もたっぷりあるよー」「そこの人！　まだその肉焼けてないってば！」「っせー、俺はレアが好きなんだ!!」「通は玉ねぎを楽しむものさ♪」

　騒がしいなんてものじゃない。食べ盛り──しかも日中には着衣水泳をし、さらには分校組との《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》をこなしたため、空腹は頂点に達している。おかげで焼き上がる肉や野菜が間に合わなくなるほどに、皆が食事に夢中となった。

「ユリエ、野菜しか食べないのか？」

　肉とか肉とか肉を盛ってから傍そばへ行くと、ユリエの手にした皿は野菜ばかりだった。

「ナイ。本当はお肉も頂きたかったのですが、あっという間に無くなってしまって……」

「あー……。まあ、焼き肉争奪戦状態だしな」

　開始直後ともなれば、相当な激戦である。

「…………。俺のでよかったら食うか？」

「いいのですか？」

「ああ、見ての通り肉ばかりだから、多少減っても問題無いしな。その代わり、橘たちばなには内緒にしといてくれよ」

　遠くで分校生と話をする橘の姿をちらりと見る。

　俺にとっての伊万里同様、《資格の儀》で闘った相手が分校にいたらしく、橘はそいつと話をしていた。

「ヤー、わかりました。それではこれとこれを頂きます」

　ユリエはくすりと仄ほのかに笑み、ちりんと鈴の音を鳴らして頷うなずいた。

　大きなソーセージが一本とサイコロステーキが一つ、ユリエの元へと移籍となる。

　銀色の少女がその小さな口でソーセージをかぷりと咥くわえると、びゅるるっと肉汁が飛び散った。

「んっ……熱い、です……」

「大丈夫か？　火傷やけどしないようにな」

「ヤー、注意します。ぺろ……ちゅ、んくん……美お味いしいです……」

　ユリエは頬ほおについた肉汁を指で掬すくい、ぺろりと舐なめる。

　それから再び、熱々のソーセージへふうふうと息を吹きかけながら口をつけた。

　熱いのか、頬を紅潮させたまま肉棒を咥える。

「あむ……んん……トールの、ソーセージ、熱くて、美味しいです……はむ、ちゅ……」

「あ、ああ……」

　ソーセージを食べている姿を見ているだけなのに、何な故ぜか胸がドキドキする。

　何だか、いけないことをさせているような気分とでも言おうか……。

「んくんっ、トールのは、大きいですね……はむ、ん、ふぅ……」

　激戦の中とはいえ、しっかりと大きいものを選んだのだ。さすが俺。

　ただしユリエの小さな口には、少々大きすぎたようではあるが。

「透とお流る、ユリエ、食べてる？」

「ああ。がっつりな」「ヤー」

　ユリエと話しつつ食べていると、紙皿に肉を山盛りにした伊い万ま里りがやってきた。

「そっか。それならよかったわ。まだまだあるから、お腹なかいっぱい食べてね。……って、すごいお肉の量ね」

「鬼の居ぬ間に何とやらってやつだ」

　ちらりと向けた視線の先に居るのはもちろん橘たちばなだ。

「よくわからないけど、透流はお肉が好きってことよね。ふふっ、あたしも好きよ」

　言われて気づくが、伊万里の皿も大量の肉が盛られていた。

「仲間だな!!」「仲間よ!!」

　ガッシィッと肩の高さで手を握り合う俺たち。

「何をしているんだ、貴様らは……」

　その様に、トラが大きく嘆息しながらやってきた。

「……あれ、あなたってたしか透流の友達の──」

「よく覚えていたなと言いたいところだが、僕はこいつの友達じゃない」

　一瞬、『違うの？』といった表情を浮かべる伊万里。しかしすぐに、入学式でのやり取りを思い出したらしい。笑みを浮かべて名乗ると、トラも名乗り返す。

　しばしの間、トラも交えて会話をする。

　口数の少ないユリエや、大抵の相手にぶっきらぼうなトラを相手にしても、伊万里は持ち前の明るさと社交性を発揮し、上う手まく会話を繋つないでいく。

　そのひとときは、まるで昔からのグループで過ごしていたかのようにさえ思えた。

「っと、肉が無くなった。追加してくる」

　三人に言い残し、幾つか設置されたコンロのうち、人が少なめのところへと向かう。

　肉は自分で焼くもよし、焼き担当をしてくれているスタッフが鉄網の上へ置いてくれたものを取るもよしということで、我ながら欲張りなことに俺は両方を選ぶ。

　自分で焼きつつ、スタッフが焼いておいてくれた串肉へ手を伸ばし──

　同じ肉を取ろうとした誰だれかと、手が重なった。

「あ、悪い」「い、いえ、こちらこそ──とと、透とお流るくんっ!?」

　みやびだった。

「あ……」

　みやびの視線は俺の顔から、重なったままの手へと移動し──

「「…………」」

　そのまま沈黙、約三秒。

「ぴゃ────っ!?」

　悲鳴とともに、バッと両手をあげるみやび。

　当然、どうかしたのかと衆目の的に。

「わ、悪い。虫が飛んできたんだ。……な、みやび」

　こくこくこくこくこくこく。

　咄とつ嗟さに言い訳をし、みやびに振って調子を合わせて貰もらう。叫んだ本人がそう言ってるのだからと、周囲はすぐに食事と会話という楽しみへと戻っていく。

「ご、ごめんね、大声を出しちゃって……」

「いいって。こっちこそ驚かせて悪かったな」

「う……。確かに驚いたと言えばその通りなんだけど……」

　しゅんとなるみやびを見て、みやびは異性が苦手なのだから仕方無いかと思う。

　主観で言えば、知り合ってからこの三ヶ月でずいぶんと仲良くなったはずだ。

　男子だけという条件ならば、一番仲のいい友達だと胸を張って言えるくらいに。

　それなのに悲鳴をあげたってことは──

（もしかするともしかして、ユリエや橘たちばなとの付き合いを考えて、苦手だけど押し隠して友達づきあいを無理にしてくれてたとか!?）

　そうだったらショックだが、あり得ない話でもないような気がする。

（でも船のときは、みやびから肩を貸してくれって言ってきたしなぁ……）

　何だかよくわからなくなってきた。

　ちらりとみやびを見ると、気を取り直してトングを手に肉と野菜を皿に載せていた。

「なあ、みやび。ちょっと聞きたいことがあるんだが……」

「えっと、何かな……？」

　どう質問すべきか少し悩み、簡潔な問いを投げた。

「俺のこと、嫌いか？」

「っっっ!?」

　みやびが息を呑のむ。

　その手からトングが離れ、ガチャンと音を立てて地面に落ちた。

「ど、どういう……意味……？」

　目を大きく見開き、みやびが問い返してくる。

「あー……ちょっと簡潔に言い過ぎたか。まあこういうのを直で聞くのも何だけど、俺のことも前と変わらず苦手の部類のままなのかな、と」

「あ……。そ、そういう意味だったんだ……。えっと、そんなこと、無いよ……。本当に、本当だから……」

　なんだか言わせてしまった感が非常に強く、聞くんじゃなかったかなと少し後悔する。

「そ、それに、ね……」

　俺に背を向けるようにして屈かがみつつ、みやびはトングを拾いながら言葉を続ける。

「わたしは透とお流るくんのこと……す、すす、すっ、すっ、好き、だよ……。と、友達として、友達として……」

　念を押すように二回言われる。それでも、一瞬どきりとしてしまったが。

「そっか。ありがとな、俺もみやびのこと好きだぜ」

「ぴゃっ!?」

　トングが吹っ飛んぐ──などと口に出したら、蒸し暑い夜が一気に涼しくなりそうだ。

「何やってんだ、みやび？」

「こ、今度は本当に虫がいて……あはは……」

　災難だったなと笑いつつトングを拾い上げ、その後はみやびとともにユリエのところへ戻ることにした。



「透流、ここにいたのね。もうっ、探しちゃったじゃないの」

　橘たちばなを除いたいつもの顔ぶれで食事の続きをしていると、着替え終えたリーリスが混ざってきた。その後ろにはいつものように、サラが付き従っている（＆俺を睨にらんでいる）。

「ただ着替える割には、ずいぶんと遅かったな」

「ついでにシャワーを浴びてきたのよ」

　そう言って、髪を手で払うリーリス。柔らかそうな黄金色の髪イエロートパーズがふわりと舞う。

　ついでにいい香りが漂ってきて、鼻び腔こうをくすぐった。

「そういえば海で泳いだんだもんな」

　何時間も前だったからすっかり忘れてたが、髪をさわると少しパサついていた。

「なんだかごわごわしています……」

　同じように自身の髪をさわり、感想を漏らすユリエ。

「食べ終わったら、シャワーを浴びてきたほうがいいんじゃないか？」

「ヤー、そうします。みやびも一緒に行きましょう」

「あ……。ご、ごめんね。わたしは到着したあとすぐに浴びちゃったから……」

　話を聞けば、どうやらトラたちも既にシャワーは済んでいるらしく、到着が遅かった俺たちだけが浴びていないとのことだった。

「一度気になると、なんだかすごくごわごわしている感じがしますね」

「そんなにごわごわしてるのか？」

「さわってみますか、トール？」

「ああ、そうだな」

　触れてみると、確かに銀色の髪シルバーブロンドはごわごわとしていて、昼間の絹糸のような手触りとはまったく違っていた。

「透とお流る。どうせならあたしの髪をさわりなさいよ」

　と言いつつ、リーリスは自身の髪をひと房摘つまんで見せる。

「この場合、シャワーを浴びたあとの髪をさわっても、意味が無いんじゃ──」

「いいからさわりなさいってば。ついでに香りを嗅かいでもいいわよ」

「わ、わかったよ……」

　頷うなずくも、さすがに嗅ぐつもりはない。……何となく変態っぽいし。

「じゃあ、さわるからな？」

「どうしてあたしの場合は確認をするのよ」

　何となくと返しつつ、リーリスの髪に触れる。

　……リーリスの背後で、怨おん霊りようのような貌かおを浮かべる執事は見ないことにした。

「うわ。なんかすげーさわり心地いいな」

「ふふっ、ありがとう♪」

　普段からかなり手入れをしているようで、柔らかくもしなやかで触れていて気持ちいい。

　さわってと自ら言いだすわけだと納得していると──

「いいなぁ……」

　とみやびが呟つぶやいた。

「なんだ。みやびもさわってみたいのか」

「え？　えっと、そ、それは、あの……!!」

　俺に声を掛けられ、みやびが慌てる。誰だれにも聞こえないだろうと思っての呟きを、俺が拾ったためだろう。

「リーリス。みやびもさわってみたいとさ。いいか？」

「みやびも？　ええ、別に構わないわよ」

「よかったな、みやび」

「う、うん……」

　なんだか複雑そうに頷くみやびだったが、リーリスの髪に触れると表情が驚きに変わる。

（同じ女の子からしても、さわり心地がいいんだなぁ。みやびの髪も綺き麗れいだから、手ざわり良さそうだけど）

「……さっきから何してるわけ、透とお流る？」

　振り返ると、そこにはポニーテールを揺らした女子が。

「ちょっと髪をさわらせて貰もらってただけだぞ？」

「…………。一応訊きくけど、彼女って彼女なの？」

「は？　なんだそれ？」

「あ、うん。もういいわ……」

　即座に、しかも質問してきた伊い万ま里り自身が話を打ち切り、呆あきれたようにため息をつく。

「透流。ちょっといい？」

　リーリスに呼ばれて顔を向けると、彼女は肉を載せた皿を俺に差し出していた。

「食っていいのか？」

「まだ自分の皿に残ってるじゃない。あたしに食べさせてって言ってるわけ」

「どうして俺が……。自分で食えって」

「食べさせて貰うことに意味があるんじゃない」

「それでは、あーん、です」

　皿からひょいと肉を取り、ユリエがリーリスの口元に肉を持って行く。

「もぐもぐ……はふはふ……ん、結構いけるわね。……って、誰だれがあんたに食べさせてって頼んだのよ!?」

「…………。トールの両手が塞ふさがっていましたので」

「片方は箸はしを持ってるでしょ!!」

「…………。ナイ、気にしてはいけません。というわけでもう一度、あーん、です」

「ん、はふっ、はふっ、もぐもぐ……って、だから人の話を聞きなさいよ!!」

（文句言いつつも、きちんと食うんだな……）

　まるでコントのようなやり取りに、みやびや伊万里が吹き出していた。

「さて、と──」

「あ、あれ？　どこか行くの、透流くん……？」

　皿の上の肉が全部無くなったので、追加しに行こうとするとみやびに呼び止められる。

「まだ腹いっぱいってわけでもないし、もう少し取ってこようかなと」

「ふふっ、お肉を？」

「ああ。橘たちばなが居ない今こそ、肉を食いだめするチャンスだからな」

「ふむ。私が居ない今こそ、か」

「「…………」」

　凜とした声の主に肩を叩たたかれ、ゆっくりと振り返る。

　そこには予想通りの人物が──橘が、笑顔で俺を見つめていた。

　橘は美人だから、笑うと見み惚とれるくらい綺麗だと思う。

　しかしこのときの俺には、その笑顔がまるで般はん若にやのように見えた。

「九ここの重え、そこに座れ」

「はい……」



　夕食後、互いにシャワーを浴び、ユリエと合流すると食堂へ向かう。

　そこでスタッフからキャリーバッグを受け取り、再び外へ。

　広場は小一時間ほど前とは様変わりし、そこかしこにテントが設営されていた。

　臨海学校中は、野営をして過ごす──当然、《絆双刃デユオ》で──こととなっているためだ。

　おかげで橘たちばなや伊い万ま里りからは、ユリエに変なことをしないよう釘くぎを刺されることに。

　父親のように思ってくれているユリエの気持ちに背きたくないから、ということでなんとか信頼しては貰もらえたが。

　──尚なお、男子連中の様々な冷やかしはスルーである。

「トール、この辺りでよいのではないですか？」

「ああ、そうするか」

　広場の端にテントを張ることに決め、バッグから取り出して手早く設営すると先にユリエが、続いて俺も中へ入る。

　これから一週間、寝所となるテントの中はダブルベッドほどの広さがあり、足元にはインナーマットが敷いてあるため地面の固さは感じない。熱が籠こもらないよう天井と側面にメッシュ製の窓があるため、風通しも良さそうだ。外側はフライシートと呼ばれるカバーで覆われて二重構造ダブルウオールとなっているので、プライバシーの保護もばっちりだ。

















　テントへ入ると、奥でユリエがちょこんと正座をしていた。

　深紅の瞳ルビーアイと目が合い、何となく思う。

「……なあ、ユリエ。何か嬉うれしそうに見えるのは、俺の気のせいか？」

　チリンチリンと鈴の音を鳴らし、左右に首を振る銀色の少女。

　その仕草に、やはりと思う。

　表情の変化は乏しいものの、実はこれで雰囲気には結構出たりするのだ。

　──一緒に過ごしている時間が長いからこそ、分かることなのかもしれないが。

　ただし、何が嬉しいのかまではわからないので尋ねてみる。

「実は先ほど、伊い万ま里りには嘘うそをついてしまいました。透とお流ると一緒に寝ることについて、どう思っているのかと訊きかれて、気になりません、と答えたのですが──」

（何か二人で話してたけど、そんなやり取りがあったのか）

　しかし伊万里への答えが嘘であり、それがユリエの上機嫌とどう繋つながるのかと思いつつ話の続きを待つ。

「本当はとても気になっています。これから一週間、約束を気にせず一緒に寝ることができると思うと、とてもとても嬉しいのです」

「そ、そうか……。えーっと……よかった、な？」

「ヤー♪」

　相変わらず表情はほとんど変わらぬものの、雰囲気がより一層ぱあぁっと明るくなったような気が。

（……前から思ってたけど、ユリエって何となく小動物っぽいんだよな）

　もしユリエに尻尾しつぽがあったなら、今はものすごい勢いで左右へ振ってるに違いない。

　と同時に、本当に小動物だったらどれだけ楽なことか、とも思う。

　ユリエと一緒に寝ると、くっついてきて柔らかいわ甘い香りがするわ吐息が首筋にかかるわ変なところへ触れないようにと緊張するわで、なかなかに厄介なのだ。

「ところでトール。寝る前にお話したいことがあります。今日は、いろいろとありがとうございました。同じような失敗を繰り返さないよう注意します」

　深々と頭を下げられる。

「そういうわけですので、お恥ずかしながらトールにお願いがあります」

「いいぜ。何だ？」

　たぶん、泳ぎを教えてくれといったお願いか──と思ったら何かを手渡された。

「これを、トールに持っていて欲しいのです」

　丸められた布。

「なんだこれ？」

　広げてみると──下着だった。

「…………」

「トール、広げるのはちょっと……」

（なるほどなるほど）

　確かに、このお願いは恥ずかしい。

　しかし俺が持っていれば、今日のように下着が飛ばされても替えがあるから安心だろう。

　だが──

「……ごめん、勘弁してくれ」

　下手すれば人生が終わりかねないため、きっぱりはっきりお断りをさせてもらう。

　こうして最後にどっと疲れるようなやり取りがあり、臨海学校初日は終わりを告げた。



　　　　　　◇



「こちらの準備は整いましたぜ」

　白人の少年へ、顔に数本の傷が入った歴戦の兵士然とした男が報告をする。

「わかりました。それでは予定通りに任務を開始してください。……くれぐれも事が始まるまでは、与えられた役割以外の行動は慎むようお願いしますよ。彼方あちらに我々の意図を読ませないためにも、ね」

「わかっておりますよ、上官殿サー」

　命令を下された男は踵きびすを返し、部屋を出て行く。

　口元を歪ゆがめ、下げ卑びた笑いを浮かべながら。

（ああ、せいぜい大人しく任務をこなしてやるさ。……事が始まるまでは、な）

　脳裏には、二ヶ月前に煮え湯を飲まされた少年の顔が浮かんでいた。

　男の心の中で、憤ふん怒ぬと怨えん嗟さの嵐あらしが荒れ狂う。

「クソガキめ……。今度こそブッ殺してやる……!!」










■第四章『もっと一緒に居たいのにな』





　東京より百八十キロほど離れた南東の海上に、一般人の立ち入りを禁じられた島──

　そこで迎える臨海学校二日目の朝。

「ふわ、あ……」

「ふふっ。眠そうだな、九ここの重え」

「昨日がハードだったからな」

　まだ眠っているユリエを起こさないようにテントを出て、大あくびをしながら待ち合わせ場所へ行くと、橘たちばなに笑われた。俺と違って橘はすっかり目を覚ましているようで、いつもの凜りんとした雰囲気を湛たたえていた。

　寝ているみんなを起こさないようテントの立ち並ぶ広場を離れ、分校から港へ続く林道に移動する。

　島内に棲せい息そくする生き物もまだ大半が眠りについているのか、時折遠くから鳥の声が聞こえてくるも、基本的にはとても静かだ。人工物とは無縁のこの島は空気がとても美う味まく、澄んだ空気を胸の内いっぱいに取り込んだ後、本校と変わらぬ朝が始まる。

「それでは、いつもどおり最初からだ。始めたまえ」

　橘に促され、いつものように修練を開始する。

　まず構えを取り、その場で動かすのは後ろ足のみという体たい捌さばきの基本からだ。

　次に八種の基礎歩法へと移り、橘から教わったとおり踏み込む足の位置を変えて軸をずらしつつ前へ進む。時折、反転や半反転という技法で進行方向を真逆に変えるこの歩法こそが、初日に伊い万ま里りと闘った際に投げへと繋つないだものだ。

　最後は正中線──急所が多い体の正面を見せないようにしたまま、橘の周囲をぐるぐると回る橘流避ひ門もん歩ほという技法を始めた。

　はっきり言ってどれもが地味な修練だが、基本は何よりも大事なことだと分かっているからこそ、集中して反復する。

　そして集中しているからこそ、分かることがあり──

「なあ、橘。こうして見てるとさ、お前の髪ってすげー綺き麗れいだよな」

「ぶっ!?　と、突然何を言いだすんだ、キミは!?」

「突然ってわけでも無いぞ。昨日の夜、ユリエやリーリスの髪をさわらせてもらってさ。二人とも髪質は違うけど、どっちもすげー綺麗だったんだよ」

「そ、それと私の髪と何の関係があるんだっ」

　からかいと取ったのか、橘は気持ち頬ほおを朱に染めて声を荒らげる。

「ここ最近、俺が誰だれよりも一番多く見てるのってお前だろ。それで今話した髪の毛の件があったから何となく目が行って、綺麗だなぁって思ったわけだ」

「誰よりも!?　そ、それならばユリエの方が多いだろう!?」

「橘たちばなにはこうやって朝練に毎日付き合って貰もらってるし、避ひ門もん歩ほの間はずっとお前を見ながら周りを回ってるだろ。一緒にいる時間ってことならユリエだろうけどな。ただ、ユリエとは肩を並べて同じものを見てるって感じだからな。……大半はテレビだけどさ」

「そ、そうか、ユリエよりも、か……」

　いつの間にか髪の毛の話から、ユリエの話に変わっていた。何な故ぜだ……。

「とにかく、橘を見てたら綺き麗れいな髪だなって思ったわけだ。からかってるわけじゃなくて、本心からな」

「え、あ……ふ、ふむ……。その、あ、ありがとう……」

　髪を指先に巻くように弄いじりつつ、橘から礼が返ってくる。

　からかいではなく、本気で言ったことが分かって貰えたようで一安心だ。

「あ、そうだ。せっかくだから橘の髪もさわっていいか？」

「──っ!?　え、ぅあ……ま、まあ、構わんが……」

　橘の許可も得られ、長い黒髪に触れてみる。

　艶つやのある髪はすべすべとしていて、ユリエやリーリスの髪ともまた違う。

「ほう……ほうほう……」

「な、何なのだ、その反応は」

　くすぐったいらしく、ぎゅっと目を瞑つぶっていた橘が、片目を開けて訝いぶかしげに訊きいてくる。

「いやー、滑らかでさわり心地いいなぁと。女の子の髪って柔らかいよな。俺の髪なんてこんなに硬いってのに。さわってみるか？」

「ふ、ふむ。では失礼して──」

　少し躊躇ためらった後、橘がおそるおそる触れてくる。

「硬いだろ？」

「い、言うほどでは無いと思うが……」

　髪を手のひらで撫なでたり、指先で触れたりする橘だが──

　さわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわ。

　長い。

「……橘。くすぐったいんだけど、いつまでさわってるんだ？」

「わひゃぁっ!?　キ、キミが何も言わないから、止やめるタイミングを失っていたのだぞっ」

　怒られた。

　俺が悪いらしいが、納得がいかない……。

「そ、それよりそろそろ鍛錬を再開するぞ。……あ、いや、ちょっと待ちたまえ。避ひ門もん歩ほはもういい」

「ん？　じゃあ再開って何をするんだ？　教わってるのここまでだぞ」

「うむ。だからここからは、これまでよりも先の段階へ進もうと思う」

「いいのか？　まだ習い始めて二ヶ月も経たってないんだぞ」

　最初に習った体たい捌さばきや歩法はだいぶスムーズに出来るようになったとはいえ、完全に習得したと胸を張って言えるものじゃない。

　いわゆる付け焼き刃だろうに、次に進んでいいものかと、その旨を伝えると──

「構わぬよ。確かに基本を会得することは重要だが、真に必要なことは表面的に技を習得することではなく、本質を理解することなのだからな。そのためにはまず経験することが大事だというわけさ。知らねば、理解など出来ようはずも無いだろう？」

　勿もち論ろん、先に教えたものも合間を見つけて続けて欲しいが、と締め、笑みを浮かべる橘たちばな。

「それでは始めるぞ。まずは手を前へ突き出してくれたまえ。次に突き出した手で、円を描くように──」

　こうして新しい技の指導が始まるも、今回は幸いに体を密着させるようなことも無く、俺はこっそりと安あん堵どしたのだった。







　臨海学校は、二日目以降もなかなかにハードな訓練が続いていた。

　本校で行われる基礎鍛錬や戦闘訓練のみならず、島の環境を活いかしてのサバイバル技術やロッククライミング、果てはトラップ設置まで。

　厳しい訓練は、気を抜けば大おお怪け我がも免まぬがれない、危険と隣り合わせの内容ばかりで、気の抜けない毎日が過ぎて行く。



　四日目──

　本日はこれまでと違った趣旨の訓練が始まった。

「はぁっ……はぁっ……！」

　昼間でも木々の深いところでは薄暗い森の中を、俺は汗だくになりながら走っていた。

　今日はここ数日の中でもっとも気温が上がったということもあり、かなりキツイ。

（ちっ、意外とよく考えられた訓練だな……!!）

　午前の訓練内容は──鬼ごっこ。

　月つき見みが発表した際、冗談かと耳を疑ったのだが、こうして始まってみるとこれまでの訓練に負けず劣らずハードな内容だと気づく。木の根やでこぼこの足元は体幹を、障害物だらけの環境は集中力を持続させなければ、速く走り続けることが敵かなわない。

　その上、七十キロほどある砂の詰まった布人形を抱えさせられている。曰いわく、捕まった要人を連れて脱出、というのがコンセプトらしい。

　逃げるのは俺たち本校組、追っ手はほぼ半数の分校組。ただし分校組は三ヶ月この孤島で生活し、同じような訓練を幾度も繰り返しているだけあって、まるで猟犬のように追ってくる。

　鬼ごっこである以上、追っ手を攻撃してはならないというルールの中、隠れ、撒まき、勝利条件である山さん稜りように複数設置されたゴール地点の一つを目指す。

　だが──

「見つけたわよ、透とお流る！」

　追っ手である伊い万ま里りが、進行方向から姿を現す。

「くっ、先回りされてたか」

「そうよ。透流がこっちを目指してるって、連絡が入ったからね」

　追っ手側にのみ許された携帯型無線機が、見事に力を発揮したらしい。

「まったく……。そこまで俺を狙ねらってくれるってのも、ある意味嬉うれしいな」

「──っ!?　ち、違うわよ！　別に意図的に透流を追いかけてるんじゃなくて、たまたま近くに居ただけよ!!」

　わたわたと手を振り、ポニーテールを揺らす伊万里。

「と、とにかく！　ここでゲームオーバーにさせて貰もらうからね、透流！」

　言うなり、伊万里が木の幹を蹴けって飛ぶ。

　地を、岩を、幹を、枝を蹴って幻惑する、初日に見せたあの動きだ。

　鬼に触れられた時点で敗北となるルール上、この攻め方は厄介なことこの上無いだろう。

　だが──

「同じ手が何度も通用すると思うなよ、伊万里!!」

　木の蔓つるを手にし、俺は伊万里が飛びかかってくる瞬間へと集中した。

　直後──

「きゃぁああああああああああっっっ!!」

　辺りに伊万里の悲鳴が響き渡った。



「……透流のエッチ。透流のスケベ。透流のケダモノ」

　鬼ごっこが終わり、洋館へ戻る最中──

　ジト目で睨にらむ伊万里から、幾度となく雑ぞう言ごんが飛んでくる。

「だからわざとじゃないって言ってるだろ……」

「わざとじゃなくても、あたしのパンツを見たのは事実でしょ」

　あのとき俺は蔓で輪を作り、仕掛けてきた伊万里の攻撃を避けると同時に着地点へ投げた。着地の瞬間を狙い、蔓を引っ張って逆さ吊づりにするという昨日習ったばかりのトラップが成功した。

　が、そのおかげで伊万里に恥ずかしい思いをさせてしまったのもまた、事実である。

「お、俺以外は見てないってことで、セーフにならないか？　それに俺もトラップに掛かったのを確認してすぐに逃げたから、ほとんど見てないし……」

「『ははは、甘いぜ伊万里。前回でその攻め方は──とわぁっ!?』って言って、顔を真っ赤にして逃げたのはどこの誰だれだっけ？」

　つんつんと頬ほおをつつかれる。

「悪かったよ……」

「ふーん？　じゃあ反省してるなら、前の貸しに追加しておこうかな。……あ、よく考えたら初日に胸も触られたし、貸し三つってことで。それとユリエみたいなすっごい可愛かわいい子と《絆双刃デユオ》になった挙げ句、夜は狭いテントで一緒に寝てるから貸し四つ。あとは、婚約者の金髪美少女にデレデレしてるから、合計貸し五つってところかな」

「待て待て。三つめまでは俺も悪いと思ってるけど、四つめと五つめは伊い万ま里りへの貸しとまったく関係無いだろっ」

「バレたか♪」

　ぺろっと舌を出す伊万里へ、俺はため息をつきつつ渋い顔だ。

「ま、それはともかく、初日にも言ったけど本当に見違えたな。三ヶ月前とは動きがまるで別人だ。いったいどんな訓練をしたら、あんな動きが出来るようになるんだ？」

「あははっ、ありがと。分校へ来てから、毎日毎日すっごい鍛えられたからね。岸壁を手だけで登らされたり、夜間に《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》をやらされたり、猿を捕まえるために走り回らされたり、崖がけから飛び込まされたり……ふふ、本校との合宿は楽しいなぁ……」

　途中から伊万里の目が死んだ魚のようになった。

「正直、逃げだしたくなるくらいキツイときもあったけどね。でも、こうして透とお流るを驚かせることが出来たならオッケーかな。ふふっ♪」

　一転して曇りのない笑顔。

　この表情が出来るのなら、今後も苦難を乗り越えていけるだろう。

　──そう思った矢先だった。

「あーあ、これからもずっと透流と──ううん、ほ、本校のみんなと一緒だったらいいのになぁ」

　少しだけ、寂しそうな顔を伊万里が見せる。

　気持ちはよくわかる。

　この臨海学校が終われば、再び別れが来るからだ。

　俺たち本校組は昊こう陵りよう学がく園えんへ戻り、伊万里たち分校組はこの島に残る。

　もう会えないというわけでも無いのだろうが、それでも寂しいという気持ちはある。

「……俺もそう思う。伊万里ともっと一緒に居たいのにな」

「──っ!!　ど、どうしてあたし限定なのよっ!?」

「ん？　この場に伊万里以外、誰だれも居ないだろ」

「…………。そうね。透流ってばそういう性格だったわね。はぁ……」

　何な故ぜか、盛大なため息をつく伊万里だった。







　日が落ちて空が暗くなると、食事の準備を始める時間となった。

　二日目以降の夕食は、訓練の一環として生徒だけで飯はん盒ごう炊すい爨さんをしているからだ。もちろん、主食だけではなく惣そう菜ざいも自分たちで作ることとなっている。

　昼間の訓練でくたくたになっている上でのことだから手間ではあるが、みんなでわいわい言いながら調理をするというのは、なかなかに楽しいものだ。

　それと同時に、これまで知らなかった意外な一面が見えることも。

　ジャガイモの皮を剥むきつつ、調理台の前に立つエプロン姿の女子へと視線を向ける。

　そこでは、トントントン……とリズム良く包丁を動かす橘たちばなが。

　けれど、意外な一面というのは橘じゃない。

「これくらいでいいか、みやび？」

　と、橘が隣で下ごしらえをしているみやびへと話し掛ける。

「えっと……もうちょっとだけ薄い方がいいかな」

「そうか、わかった」

　橘が再び包丁を持つ手を動かし始めた。

　すると息つく暇もなく、今度はユリエが話し掛ける。

「みやび。ナスを切り終わりました。次は何をしたらいいのですか？」

「え、えーっと、今度は人にん参じんを一口サイズに切ってくれる？」

「ヤー」

　まるで漫画の一コマのように野菜を宙に放っては、一瞬で切り刻み始めるユリエ。

　一方みやびはまたまた話し掛けられ──

「みやびちゃーん。味付けはこのくらいでいいー？　ちょっと薄い気がするけどー」

「んっ……ずずっ……。…………。そうだね。ちょっと薄いから、小さじ一杯分の塩を足してみてくれるかな。それでも薄く感じたら、小さじ半分を入れてみてね」

　わかったと吉き備び津つが自分の持ち場へ帰っていく。

「何度見ても意外、といった顔だな」

　俺とともにジャガイモの皮を剥いていたトラが、顔を上げて話し掛けてくる。

「ああ。みやびには悪いけど、物事の中心に立つなんてタイプじゃ無いと思ってたからさ」

「ふん、それについては僕も同感だ」

　みやびが今のような立場になる出来事が、昨日起こった。

　最初の自炊からずっと本校は橘が、分校は伊い万ま里りが中心となって食事の準備をしていたのだが、昨夜、あるグループが味付けを失敗して険悪な雰囲気になってしまった。へとへとの状態になりつつも作った料理──訓練の後の大きな楽しみが台無しになってしまったのだから、場の空気が悪くなるのも無理はない。

　その雰囲気を一変させたのが、みやびだった。

「も、もしかしたら、少しくらいなら誤魔化せる……かも……」

　そう呟つぶやくみやびの背中を押し、俺は失敗した料理の前に連れていった。

　みやびは失敗した料理の味を確かめ、すぐに調味料を入れ始めた。

　次に香りをハーブで整えると、食べられたものじゃない料理がものの数分で美味──とまではいかないが、充分食べられるようになった。

　その結果が、今日の光景だ。

（得意なことなんて無い、か……）

　入学当初、自分のことをそう卑下していた少女。

　けれど、そんなことは無い。みやびが自分自身をどう思っていようとも、今、みんなから頼られていることは事実なのだから。

　置かれた立場に戸惑いつつ、それでも頑張っている姿を見ていると、自然と口の端が上がってくる。

「……透とお流る。女子を見つめたまま、にやにやと笑っているのはどうかと思うぞ」

「──っ!?　べべ、別ににやにやとなんか……っと、おぅわっ!?」

　トラの発言に動揺したおかげで、手元からころころとジャガイモが転がる。

　拾いに行くも、慌てていたおかげでボールのように蹴飛けとばしてしまい、ジャガイモはさらに遠くへ。

「ま、待てーっ！」

「何をしているんだ、バカモノが……」

　呆あきれ声を背に、ジャガイモへ向かって駆け寄る。

　広場から僅わずかに離れた、少し薄暗い小道まで転がったそれを拾い──顔を上げたところで、動きが止まる。

　闇やみ色の髪を二つに結った、漆黒の衣装ゴシツクドレスの少女が立っていたがために。

「こ、こんばんは、理事長」

「……楽しんでいるようですのね、九ここの重え透流」

「はい、まあ……」

「良きこと、ですわ」

　理事長がくすりと静かに笑う。

「この島での訓練も明日が最後。怪け我がなどせぬようお気を付けて」

　と、まるで影のように付き従う三み國くに先生とともに歩き出す。

「あ……」

　本来ならば気遣いに感謝をし、頭を下げてからトラのもとへ戻っていただろう。

　けれど俺は理事長の口にした一言で、あることへ思い至った。

「どうかしまして？」

「い、いえ、大したことじゃない──わけないか。……あのですね。俺、理事長のことを誤解していました。申し訳ありません」

　深く、頭を下げる。

「あら、どのような誤解をされておりましたの？」

「《資格の儀》のときのやり取りを覚えていますか？」

　ええ、と理事長が頷うなずき、俺は言葉を続ける。

「俺、あのときに理事長のことを、冷たい人だと思ったんです。人の将来を左右する残酷な試験を、心を乱すことなく平然と実行できる……そういう人だと。だけどこの島に来て、伊い万ま里りが──試験で落ちたやつらが分校に編入していたことを知って、違ったんだって。理事長が俺たちに謝ってくれて、それがわかった気がしたんです」

　理事長は頭を振り、静かに笑む。

「九ここの重え透とお流る。私のことを、どのような人間だと評するかは貴方あなたの勝手ですわ。けれども、私は自分自身を冷たい人間だと認識していますの。何な故ぜなら私は、これからも厳しく困難な試練を用意し、貴方たちをふるい落としてゆくことを当然だと思っていますもの」

　それはドーン機関の求める人材を育成する学園の長として、当たり前のことだろう。

　だけどその考えが冷たいものだと、俺には思えない。

　俺たちが昊こう陵りように居るのは自らが望んだ道であり、そこで結果を出せない者が脱落していくのは、至極当然なのだから。

「理事長。俺は理事長のことを──」

「あら、透流。こんなところで愛の告白？　それって、あたしにするべきものでしょ。まさかとは思うけど、透流って少女趣味があったりするわけ？」

　俺の言葉を遮ったのは、リーリスだった。

　薄暗い小道に届く広場からの光によって、黄金色の髪イエロートパーズが輝いて綺き麗れいだと瞬間的に思いはしたが、今はそれどころじゃない。

「変な誤解をするなっ。俺はただ理事長が──」

「本人が自分のことを冷たいって言ってるんだし、それでいいんじゃない？　自分と他人で認識の違いがあるなんて、どこにでもある話でしょ」

「全く以もつてその通りですわ、リーリス＝ブリストル。……そういうことですのよ、九重透流。おわかりになりまして？」

　その通りだろうとは思う。

　思いはするが、そんなことないと一言くらい理事長へ伝えたい気持ちもあり、口を開こうとするも──

「やめておきなさいってば。この子、こんな言い方してるけど、本当は照れてるのよ。まったく、素直じゃないんだから」

　耳元でリーリスが囁ささやく。

　けれども静かな場では決して小さな声ではなく、理事長の耳にも届いてしまう。

「……三み國くに、行きますわよ」

　不満げな様子を隠しきれず、少しばかり眉まゆをひそめて理事長は歩き出す。

「ごきげんよう、九重透流。今後とも、貴方には期待をしていますわ」

　最後にそう言い残し、理事長は三國先生とともに洋館へと向かい去った。

　残されたのは、俺とリーリスの二人きりで──

「くすくす。図星で言い返せずに逃げるところが、まだまだ子供よね」

「……あのな。いくらお前が《特別エクセプシヨン》だからって、理事長を怒らせるのはまずいだろ」

「あら、可愛かわいいものじゃない」

　呆あきれて返す俺に、リーリスは反省の色などまったく無い。

「それはともかくとして、さっきは透とお流るが少女趣味なのかと思って驚いたわ」

「全部聞いてて違うって分かってるくせに、驚いただなんてどの口が言うんだ……」

「もちろん、この口よ」

　すっと腕を組んでくると、リーリスは俺を見つめつつ紅あかい唇に指を当てる。

　薄くも赤い紅がさされたその唇で、頬ほおにとはいえキスをされたことが瞬時に脳裏に再生され、俺はどぎまぎとしてしまう──が、悟られないうちにさっさと組んだ腕を外す。

「さ、さーてと、戻らないとトラに怒られるなー」

「んもうっ。透流ってば！　待ちなさいよー!!」

　非難の声を背にしてトラのところへ戻ると、逃げてきた様を見られていたらしく、またしても「何をしているんだ、バカモノ……」という出迎えの言葉が待っていた。



　日中に、この夏の最高気温を樹立しただけあって、今夜は非常に寝苦しかった。

　とはいえ訓練の疲れもあって、日付が変わる頃ころには大半の生徒が寝静まり、俺もその内の一人だったのだが……。

「……あたしというものが有りながら、毎日毎日こんな狭いところでこの子と一緒に寝てるなんて、透流ってば──んもうっ」

　名前を呼ばれた気がして、意識が少しだけ覚かく醒せいする。

「さて、と。寝る準備をしないとね」

（なん……だ……？　ユリエの寝言……？　ま、いいか……）

　ごそごそと何か音が聞こえて来るも眠気には勝てず、意識が再び沈み始める。

「ん、このままだとちょっと恥ずかしいわね。でもこうじゃないと眠れないし……。そうだ、こうすれば……………………うん、解決ね。おやすみなさい、透流。……ちゅっ」

　意識が途絶えるかどうかの瀬戸際、頬に何かが触れたような気がした。



　それからどれほど時間が流れたのか──

「ん……。暑い、です……」

　ユリエの呟つぶやきが、暗くら闇やみの中で聞こえた。

　続いて聞こえてきたバサッという音は、掛け布団として使っていた封筒型シュラフを剥はいだものだろう。

　もぞもぞとユリエが動く気配がするも、程なくして静かになると、俺は再び眠気に身を任せたのだった。



　閉じた瞼まぶたでもわかる程まだ外が暗い時間帯だというのに、鳥の鳴き声が聞こえる。

　その囀さえずりに混じり──

「透とお流る……」

　突然、耳元で名前を囁ささやかれた。

「透流、好きよ……」

　続けて囁かれた甘い言葉で、一気に意識が醒さめる。

（なっ……!?　ユ、ユリエ!?）

　甘い言葉だけじゃない。態度で示すかのように、腕へぎゅっとしがみついてくるユリエ。

　しっとりとした肌が、豊かで柔らかな膨らみが押しつけられる。

（うわ、ちょっ、え、やわっ、待て、しがみつくと、胸が……………………あれ？）

　でかい。

　何がって、いま肘ひじに当たってる柔らかな物体に決まっている。

「ん……。ティータイムよ、透流……」

「──っ!?」

　ユリエの声じゃないと気づいた瞬間、俺は上半身を起こした。

「あ、あれ？」

　振り返って声の主を確認しようとし、ここでまた一つ混乱するようなことが加わる。

　視界が暗い。暗いというか真っ暗で、そもそも目が開かない。

（なんだこれ？　目隠し……？）

　困惑しつつ顔に手を当てると、俺の視界を覆うように、布が巻かれていた。

　頭に大量の疑問符を浮かべつつ目隠しを取ると、外はそこそこ明るくなってきていた。

（本当になんだってんだ？　……っと、それよりもさっきの声は──）

　振り返り、俺は絶句する。

　たとえ何度この状況を見ても、絶句する以外は無いだろう。

　なぜならば、二人の美少女がテントの中で寝ていたのだから。

　しかも全裸。

「っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ!?」

　一糸もまとわぬ銀と金の美少女二人に、文字通り絶句する。

　百歩譲って銀色の髪シルバーブロンドの少女──ユリエはわかる。

　昨夜は特に蒸し暑かったから、着ていたものを脱いでしまったのだろう。

　だが、黄金色の髪イエロートパーズの少女──リーリスはどういうことか。

　忍び込んできたのであろうことまでは推測できるが、なぜ裸なんだ。

「んう……。透流……。おはよ……」

　俺が起きた気配に気づいたのか、リーリスも目元を擦こすりながら体を起こす。

　その際、たゆん、ぷるぷる……と二つの膨らみが大きく揺れ、目が行ってしまったのは悲しい男の性さがというものだろう。

（いやいやいやいや、だめだだめだだめだ、見るな俺────っ!!）

　慌てて手で目を覆うも、圧倒的な肉感を持つ姿が瞼まぶたの裏へ鮮烈に焼き付いてしまう。

　神話に語られる愛と美の女神が現代へ甦よみがえった──

　そんな錯覚を覚えるほどの衝撃を、黄金の少女から受けた。

「リ、リ、リーリス!!　どうして裸なんだよ!?」

　この際、忍び込んできたことは置いておく。

「どうしてって……あたし、服を着てると眠れないもの……」

　まだ眠り足りないのだろう。うつらうつらとしつつ、疑問に答えをくれる。

「あ……。だめよ、透とお流る……。目隠し外したら、だめ……。恥ずかしいじゃない……」

　だったら服を着て寝てくれと思うが、そこは譲れない線だったのかもしれない。

「わかった。わかったから服を着てくれ……!!」

「もう、仕方無いわね……」

　ばふっ。頷うなずいた直後、リーリスは再びマットへ寝転がり、寝息を立て始める。

（仕方無いのはどっちだよ……）

　寝起きからがっつり疲れたところで、今度はユリエがむくりと起き上がる。

「おはようございます、トール……」

「ああ、おはよう、ユリ──」

（って、こっちも見ちゃダメだろ俺────っ!!）

　肉感的なリーリスとは違い何かが揺れることはまっっったく無い。

　しかし銀色の髪シルバーブロンドが、雪色の肌スノーホワイトが、まるで童話で語られる妖よう精せいの如ごとく幻想的な姿が網膜に焼き付いた。

「トール……？」

　ユリエは俺の葛かつ藤とう──もはや合戦レベルと言っても過言ではないほどの混乱など露程も知らず、ぼんやりとした表情のまま小首を傾かしげる。

「さ、昨晩は暑かったな。それはわかる。だけど今は朝だ。だからもう服は着てくれ!!」

「ヤー……」

　ぼふっ。頷きつつ、ユリエもまたマットへ寝転がり、すやすやと寝息を立てる。

（だからなんで寝るんだよ……）

　気持ちよさそうに眠る二人の美少女へ、俺は海より深いため息をつくのだった。

　と、そのとき──

「九ここの重え、起きているか？」

「っっっ!?」

　テントの外から俺の名を呼ぶ声がし、心臓が大きく跳ねる。

　誰だれなのかを確認するまでもない──橘たちばなだ。この臨海学校中も早朝の修練は続いており、俺が約束の時間より遅れると起こしに来てくれるのだ。

「まだ寝ているのか？」

「お、起きてる！　起きてるから!!　すぐに外に出るからちょっとだけ待っててくれ!!」

　ユリエたちを起こさないよう、外へ小声で叫ぶと「わかった」と返ってきた。

（あ、危なかった……）

　バクバクと激しく鼓動を打つ胸に手を当てながら、昨日の朝に寝坊した俺を起こすためテント内へ入って来た橘たちばなに、肩を揺さぶられたことを思い出す。

　もしも今、俺がまだ寝ているものとして中へ入られたなら──

（考えたくねぇえええ……!!）

　背筋が寒くなる。

「ユリエ、リーリス。起きたら服を着ておけよ」

「ヤー……」「わかったわよ、もう……」

　布団代わりのシュラフを二人に掛け、橘に中の様子を気づかれないよう外に出る。

「おはよう、九ここの重え。今日も清すが々すがしい朝だな」

「そうだな……。すげー気持ちいい朝だ……」

「……言葉と表情がまったく合っていないように見えるのだが」

「気にしないでくれ……」



　そろそろ朝食の準備時間ということで、修練を切り上げて橘とともに広場へと戻ることにする。

　途中──森から聞こえてくる鳥の囀さえずりに混じり、俺の腹が鳴いた。

「ふふっ、キミの体は低燃費とはほど遠いな」

「それがわかってるなら、もっと肉を──」

「ダメだ」

　笑顔で即答された。

　がっくりと肩を落とすと、示し合わせたかのように再び腹が、しかも大きく鳴いた。

　そのまま不満をあげるかのように、ぐーぐーと鳴き始めるのだから、俺は渋い顔となってしまうも──

「ぷっ……はははっ。九重、いくらなんでもタイミングが良すぎるだろう、ふふっ、ははははっ」

　橘はツボに入ったらしく腹を抱え、口元に手を当てて大笑いをする。

「そんなに笑うことないだろ。あと、前は見て歩けよな、枝に当たるぞ」

　今、俺たちが歩いている場所は、林道から広場へのショートカットとなる遊歩道だ。

　獣道も同然であり、ところどころで伸びた枝が顔の高さにあるため、きちんと前を見ていないと痛い目を見る。

「私がそんな間抜けな──ぷわっ!?」

　そして痛い目を見た間抜けな女子が、俺の目の前に居る。

　枝には当たらずとも、蜘く蛛もの巣に引っかかって橘たちばなが慌てる。

「ひぁああっ、ここ、九ここの重えっ。とっ、とっ、取ってくれっ、頼むっ……！」

「わかったよ。すぐに取るから動かないでくれ」

　わたわたと顔についた蜘蛛の巣を払いながら助けを乞こう橘へ、少し苦笑してから頷うなずく。

「す、すまない……。その……本体はついていないよな？」

「本体？　ああ、蜘蛛か。ついてないぞ」

　俺の返事に、安あん堵どのため息を漏らす橘。

「苦手なのか？」

「……ま、まあ、恥ずかしいことだが、そうだ」

「別に恥ずかしいこと無いだろ？　誰だれにだって苦手なものくらいあるし」

（……食事中の橘とか）

　危うく飲み込んだ言葉があったなど露程も知らず、橘がはにかむ。

「そ、そう言って貰もらえると助かる──が、他ほかの者には秘密にしてくれないか？　……まあ、みやびには初日に知られてしまったが」

「わかったよ。……よし、これで全部──あ」

「あ？」

　俺が途中で言葉を止めたことで、きょとんと目を丸くする橘。

　カサッ……。

　肩に乗ったそれに気づき、橘の表情が引きつったものへ変わった。

「ひぃいやぁああああああっっ!?」

「お、おい橘!?　どこへ──おい、待てって！　取ってやるから!!」

　悲鳴を上げて橘が走り出し、俺も慌てて追いかける。

「ふゃあぁあああああああああっっっくくく来るなぁああああああああっ!!」

　蜘蛛に向かって言っているのだろうが、追いかけている側としては複雑だ。

「──っ!!　危ないっ！」

　木に激突する寸前、橘の手を取り、強く引く。

　──が、強く引き過ぎて、ぼふっと俺の胸に橘の顔が埋うずまる。

「ぷわっ!?」

「悪い。大丈夫か？」

「あ、ああ、すまない。…………く、蜘蛛っ!!」

　顔を埋めた衝撃で、一瞬我に返るもすぐさまパニック状態へ戻りそうになってしまう。

「っと、落ち着けって！」

　そんな橘を少し強めに抱きしめ、蜘蛛を掴つかんで放る。

「もう取ったから大丈夫だぞ」

「ほ、本当か……？」

　普段の凜り々りしさはどこへといった感じで、涙を浮かべて俺を見上げる橘。

　頷うなずきつつ指を差した先には草の上を歩く蜘く蛛もの姿があり、橘たちばなは大きく息を吐いた。

「うう……。情けない姿を見せてしまったな……」

「いいさ。さっきも言ったように、誰だれだって苦手なものはあるさ。それと、怪け我がしなくてよかったな」

「九ここの重え……。くすっ、そうだな。キミには感謝せねばならないな」

　恥じる必要は無いと笑いかけると、橘の表情も和らいだ。

　その瞬間に見せた、普段とは違う柔らかな笑みに少しばかりどきりとする。

（っと、顔が近すぎだな……）

　寸前までの状況が状況だけに、橘はまだ自分が抱きしめられていることに気づいていないようだ。気づけば、きっと破廉恥だの不ふ埒らち者だのと言われるに違いない。

　その前に離れようと、体を離そうとしたそのとき──

「あ……」

　闖ちん入にゆうするガサリと言う音と、第三者のか細い声。

　俺と橘、二人で同時に顔を向けた先へ立っていたのは──みやびだった。



「そ、そうだったんだ。蜘蛛が……。二人が抱き合ってるから、びっくりして勘違いするところだったかなって、あはは……」

　何な故ぜ、抱き合っていたのかをみやびに説明すると、橘は蜘蛛が苦手と知っているので、あっさりと信じて貰もらえた。

「面目ない……」

　そう口にする橘の頬ほおは、赤く染まっている。

「……いいなぁ」

「何がいいんだ？」

「ふぇっ!?　えええっと、ほら、わたしもさっき蜘蛛が肩についたから、それでっ、ねっ」

　曰いわく、橘同様に驚いて全力で走ったら、いつの間にかいなくなっていたらしい。

　近くに居たら俺が取ってやれたのにと思う。

「しかし、すぐに信じて貰えて助かったよ」

　橘が安あん堵どの息をつくと、隣で俺も頷く。

「まったくだな。もし逆だったら不埒者ーっ、とか言って走り去って行きそうだしさ」

「逆って……？」「どういうことだ？」

　二人が揃そろって聞き返してくる。

　言葉が足らず、意味が通じなかったようだ。

「俺がみやびを抱きしめてて、それを橘に見られたらって仮定だな」

「「──っ!!」」

「わわ、わたしは、そ、そ、そういうのは、えっと、蜘蛛、蜘蛛はどこ……!?」

「九ここの重え！　キ、キミは何と不ふ埒らちなことを考えているのだ……!!」

「……仮定って言ってるだろ」

　仮想の話と前置いたのに、あわあわと狼ろう狽ばいする二人へ俺はため息をつくのだった。

「そういやみやびは、こんな朝っぱらにどうしてこんなところにいたんだ？」

「わたしは、朝のランニングから戻ってきたところだよ」

「そうか。臨海学校中も続けてるんだな」

「う、うん……。だって頑張らないと、透とお流るくんを周回遅れにできないから」

「ははっ、そりゃうかうかしてられないな」

「あははは……」

「──？」

　俺とみやびの会話に、橘たちばなが不思議そうな顔をする。みやびに朝のランニングがしばらく出来ないと伝えた際のやり取りを知らないのだから、この反応も当然だが。

「と、ところで明日のお休みって、透流くんは何をして過ごすつもりなのかな？」

　橘が加われない会話を続けるのは申し訳無く思ったのか、みやびが話題を変えてくる。

　明日──六日目は訓練が無く、自由行動を許された一日だ。

　とはいえ今のところは特に予定もなく、体を休めようかと考えていた旨を伝えると。

「それならば、私たちと出掛けないか？　昨夜、伊い万ま里りたちに誘われたのだが、どうせ遊びに行くのなら人数が多い方が楽しいと思ってね」

「ああ、いいぜ。だけどどこへ行くんだ？」

　この島に遊戯施設は無く、あるのは分校と船着き場だけ。

　そんな環境でどこへ行こうというのか。

「何を言っているんだ、キミは……。今は夏。しかも島の周囲は海だぞ。となれば、海で遊ぶに決まっているだろう」

「……そういえば海って遊ぶ場所だったんだよなぁ」

　初日の着衣水泳に始まり、海に浮かべた丸太の上を走り抜けたり、腰まで浸つかった状態での《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》を行ったりと、すっかり海が厄介な訓練場という印象になっていた。

「ま、とにかく了解。トラたちも誘っていいか？」

「ああ、構わぬよ」

　こうして、明日の予定が埋まったところでちょうど遊歩道を抜けた。

　広場へ戻ってくると、さすがに起きてテントを片付け始めている生徒の姿がところどころに見てとれる。

「さて、寝ている者を起こして回らないとな」

　橘らしい発言だ。寮だけじゃなく、臨海学校中もみんなを起こして回るところはさすが委員長──とこっそり言われている──だけはある。

「俺もユリエを起こさないとだな」

　すぐ近くにある俺とユリエのテントはまだ張られたままで、銀色の髪シルバーブロンドを持つ少女の姿は広場内に見当たらない。昨夜なかなか寝つけなかった分、まだ休んでいるのだろう。

「九ここの重え。いくら普段から同居といえど、女子の寝起きの顔を見るのはどうかと思うぞ。代わりに私が起こそう」

「わかった。じゃあ頼む」

　正直、今さら感はあるも、ここは橘たちばなの意思を優先させておくことにする。

「わたしはテントを片付けておくね」

「そうか。では任せたぞ、みやび」

　また後でと言い残し、みやびはテントへと戻って行き、俺は橘とともに自分のテントへ。

「それにしても、ユリエが寝坊というのも珍しいな」

「昨日、熱帯夜だっただろ。暑くて遅くまで眠れなかったみたいだ」

「そうか。となると起こすのはいささか忍びないが、もう時間だからな」

　仕方無いなと返し、テントの前で立ち止まる。

（あれ？　何か忘れているような…………………………………………）

「──っっっ!!　た、橘、ちょっと待ったぁああああっ!!」

　俺の絶叫も虚むなしく、テントの入り口を開ける橘。

　橘の肩の向こうに見える金色と銀色、そして──肌色。

「っっっっっっっっっっっ!?」

　橘が硬直した。

















「……………………………………………………………………………………」

　沈黙した。

「んぅ……もう朝ですか、トール……？」「ふわ、あ……何よ、うるさいわねぇ……」

　中へ差し込む朝陽に二人の少女が目を覚まし、寝ぼけ眼まなこで俺たちを見る。

　そして橘たちばなが我に返り──絶叫した。

「ここっ、九ここの重えの、ふっ、ふらっ、不ふ埒らち者ぉおおおおお────────っ!!」



　　　　　　◇



　五日目の訓練がつつがなく終了する。

　臨海学校と言う名の強化合宿は本日まで。

　六日目の明日は完全自由行動で、島外へ出ることは敵かなわないまでも、生徒たちがどのように過ごそうとも構わないとされている。

　ただ息抜きの時間を与えるならば学園へ戻る最終日で充分であろうが、あえてこの島で休日を与えた理由は単純に飴あめを与える意味合いだ。特に本校生は、南の島で臨海学校が行われると聞いて胸を躍らせた者も少なくない。

　誰だれもが心待ちにする翌日を控えた夜──

　食堂へ複数の女子が集まっていた。

　本校からはユリエ、巴ともえとみやび、吉き備び津つ、その他一人。

　分校からは伊い万ま里りと女子が三人。

　総計九名の女子が、お菓子を摘つまみつつお喋しやべりをしている。

　彼女たちは今日までの五日間の訓練で、特に交流を深めた間柄だ。

　お喋りを始めた発端は、明日の過ごし方だったのだが、今はもっぱら日常的な雑談へと移り変わっていた。

　そして、夜もそろそろ更けてこようという時刻になり──

「ねえねえ、本校の男子ってどう？」

　分校の女子──《苦無クナイ》使いの美み和わが発した一言で、本校生たちは色めき立つ。

　──かと思いきや、反応したのは一人だけだった。

　反応しなかった四人──ユリエ、巴、吉備津は揃そろって意味がわからないといった表情を浮かべる。みやびは一瞬だけ肩をびくりと震わせるが、幸いにも誰一人としてその様子には気づかなかった。

「どう、とは？」

「気になる男子はいないのかって話だよ、巴」

　本校の女子がフォローを入れると、巴は理解したように頷うなずく。

「……ふむ。気になると言うと、やはり九重かトラだな」

　巴の言葉に、ユリエと吉備津を除いた六人が反応する。

「二人ともなかなかの使い手だ。私としては──む？　どうしたのだ、みんな？」

　またしてもユリエと吉き備び津つを除いた六人が反応──と言うよりこけていた。

「あはは……。いわゆるガールズトークと言うか、ようは定番の恋愛話なんだけど……」

　苦笑いをしつつ、話題の説明をする伊い万ま里りの言葉に、巴ともえは勘違いを察して赤面する。

「す、すまない、てっきり……」

　巴の反応に何人かが笑った後、今度は分校の女子の一人が口を開く。

「本校って、かっこいい男子が多いじゃん？　泉いずみくんとか。ハズレばかりの分校組からすると、羨うらやましい話なのよね」「あいつ女好きだから注意した方がいいよー」

「あ、私はトラくんかな。ちっこくて可愛かわいいし」「でもちょっと怖くない？」

「わたしは断然タツくん！　筋肉ある男子っていいよねー」「「「それは無いわ」」」

　誰だれかが男子の名前をあげると、反応してきゃいきゃいと誰かが騒ぐ。

「そうだなぁ……。あたしは──透とお流る、かな」

「──っ!!」

　伊万里が透流の名を口にしたことで、幾人かが反応する。

「やっぱりそうなんだ。なーんか怪しいと思ってたんだよねー。でもわかるかな、九ここの重えくんって結構顔がいいもんね」「さんせーい」「ちょっと筋肉が足りないかな」「スルー」

「違うってば。顔がどうこうじゃなくて、性格が合うからってこと。話しやすいのよね、すごく」

　笑いながら話す伊万里の様に、気が気ではないのはみやびだ。

　ドキドキと胸の鼓動を速めたまま、無言で会話に耳を傾ける。

「まあ、あたしたち分校組は、臨海学校が終わったら次に本校組と会えるのはいつだって話だから、本気になったりはしないけどね。何よりあたしには、やるべきことがあるしさ」

「あ、ひっどーい。伊万里ってば私より大事なものがあるなんて……」

「あははっ、心配しなくても、世界で一番愛してるってば♪」

　茶目っ気たっぷりに美み和わへ返す伊万里に、みやびはこっそりと安あん堵どする。

　ただでさえ透流の周囲には、ユリエとリーリスという、同性の自分ですら目を見張る容姿を持つ美少女が常にいる。しかも最近では早朝練習という形でだが、大人の雰囲気の美人である巴との距離も近づいているのだ。

　そこに爽さわやかで明るい性格、その上容姿も申し分ない伊万里まで加わったならば、自分が太刀打ちできるはずが無いとみやびは思う。

　だからこそ、安心するのも当然と言えよう。

　このように自分自身へまったく自信を持てないみやびだが、実は男子の中でそこそこの人気を誇っていることを、本人は知らない。『守ってあげたい女子ナンバー１』『胸に顔を埋うずめたい女子ナンバー１』と、堂々の二冠なのだ。

「九重くんと言えばー。みやびちゃん、好きなんだよねー」

「っっっ!?」

　ぽやっとした口調でとんでもない発言をしたのは、吉き備び津つだった。

　当然、みやびが注視される。

「も、も、ももちゃん!?　わわ、わたしは──」

「だってー、九ここの重えくんのことよく話すしー、すごく仲がいいでしょー」

　吉備津桃ももに悪気はない。ぼんやりとした性格故に、思ったことをそのまま口にしてしまうことが多々あるだけだ。それが良い方向に働くこともあるが、少なくとも今はみやびにとってまったく嬉うれしくない発言であった。

「お、お友達、だから。たた、確かに他ほかの人よりは話しやすいなって思うけど……！」

「そーなのー？」

「うん、うんっ……！」

　ぶんぶんと大きく頷うなずくみやびではあったが──

「……いや、みんな気づいてるからね、穂ほ高たか。ってか、あんた態度で丸分かりだもん」

　ぽそりと呟つぶやいた本校女子に全員の視線が動き、すぐさまみやびへと戻る。

「ふぇっ……!?」

「そ、そうなのか、みやび……？」

　この場で最も多くみやびと接し、けれどまるっきり彼女の透とお流るへの想おもいに気がついていなかった人物──巴ともえが、唖あ然ぜんとした表情を浮かべたまま、尋ねる。

「あ……あ、ぅ……あの……。…………」

　最後は顔を真っ赤にし、無言で俯うつむいてしまうみやび。

　その反応こそが白状したも同然であり、さすがの巴ですら察する。

「そうか、みやびは九重のことを……」

「あははー。やっぱりそうだったんだねー」

「う、うう……あの、ももちゃん。透流くんには、内緒で……」

「うん、もちろんー」

「九重のことで忘れちゃいけないのは、《絆双刃デユオ》で同居人のユリエだよね。今の話を聞いて何か言いたいことってある、ユリエ？」

　本校女子の一言で、視線が一気にユリエへ動く。

　注目の的となったユリエは──

「…………。すぅ……すぅ……」

　寝ていた。

　こっくりこっくりと船を漕こいでいる姿に、その場に居たほとんどの者がずるりとイスから落ちそうになる。

「あはは……。そろそろ就寝時間だもんねぇ」

　苦笑したのは伊い万ま里りだ。明日もあるからテントへ戻ろうと続けると、幾人かは不満そうな顔をするも不承不承ながら頷く。

　半分夢の世界のユリエは、巴ともえに手を引かれて食堂を出て行く。

　その後を、吉き備び津つや美み和わたちが。最後尾を歩くのは、みやびと伊い万ま里りだった。

「何となく、そうなんじゃないかなぁって思ってたけど、やっぱりそうだったんだ」

「う、うん……」

「ふふっ。その気持ち、すっごくよくわかるな。あたしも、本校に行ってたら多分……ううん、きっと好きになってたと思う」

　伊万里の断言に、みやびはどきりとして顔を見つめる。

「さっきも言ったけど、気が合うから話しやすいし、性格もいいと思うしね。……あと、関係無いって言ったけど、結構かっこいいのは確かだし」

「え、えっと……」

「そんなに不安そうにしなくても大丈夫だってば。これもさっき言ったけど、あたしには恋愛よりも、やるべきことがあるんだから、ねっ」

　言い切ることで伊万里は少しばかり胸が痛むも、仕方が無いことだと自身を納得させた。

　この選択を、自分はいつか後悔する日が来るかもしれない。

　けれど、自分の望む事柄のためには心浮かせている余裕など無いと、伊万里は透とお流るに惹ひかれつつあった想おもいに人知れず決着をつけた。

「あ、あの……。伊万里ちゃんのやるべきことって、聞いても大丈夫かな……？」

「あー……んー……。まあ、いいかな。その代わり、透流には秘密にしておいてね？」

　なぜ透流の名前が出てくるのかとは思ったものの、みやびは頷うなずく。

「お金が欲しいのよ。たくさん、ね」

　これ以上無いくらい俗物的な言葉に、みやびは驚く。

　驚きつつも、次の言葉を待つ。知り合ってたった数日とはいえ、伊万里のような人物がそのような発言をするのは、何か理由があるのだろうと思ったために。

「あたしの実家って小さな工場をやってるんだけど、ちょっとと言うか、かなり経営が苦しいのよね。もう畳んだ方がいいってよく言われてるけど、父とうさんや社員の人たちは亡くなったおじいちゃんが一生懸命作り上げた会社だから、それはイヤだって頑張ってるわけ。あたしや妹たちもおじいちゃんのことが大好きだったから、会社を潰つぶさないようにっていう父さんたちに賛成してるし、何か助けになりたいっていつも思ってたのよね」

「あ……。だから《超えし者イクシード》に……？」

「ご名答♪　本当は中学を卒業したら、どこでもいいから就職しようって思ってたんだけどね。父さんたちには反対されるし、でもあたしだって何かしなくちゃって思いがあって──そんなある日ドーン機関の人がやってきて、昊こう陵りよう学がく園えんのことを教えてくれたわ」

　そういった経緯から、伊万里は昊陵学園へと進路を決めた。

　卒業し、ドーン機関へ所属ともなれば、実家の工場を立て直していけるくらいの収入を得ることが出来るだろう。また、現在は学園側との交渉を経て、月々に支給される生活費の大半を実家に送っていた。

「そうだったんだ……。透とお流るくんには言えないって意味、よくわかった……」

「透流の性格からすると、ものすごく気にするでしょ。結果的には分校があったから問題無かったって分かっても、ね。だから、ここだけの秘密ってことで」

　人差し指を口元に当て、伊い万ま里りは笑う。

　つられて、みやびも笑う。

　心の中で、強い信念を持つ同い年の少女を尊敬しながら。

「ってなわけで、あたしは恋愛よりも強くなることの方が大事っていう、残念脳筋女子と。……だからみやびは、あたしなんかよりももっと気にしなくちゃいけない相手が居るってことよ」

　みやびの脳裏には三人の顔が浮かぶも、伊万里としては、リーリスを指しているつもりだった。人目をはばからず透流への好意を示している姿を、幾度も見ているために。

　巴ともえは仲がいいとは言っても友達のように見え、ユリエに至っては《絆双刃デユオ》という関係に最初はかなり驚きはしたものの、この数日で関係性は何となく理解したつもりである。

　互いに信頼し合い、距離は近いものの、情については家族のものとほぼ変わりない、と。

　以上、現時点における伊万里の見立ては巴を除き、概おおむね正解であると言える。

　──無論、先々の変化はわからないが。

「まあ、一番の強敵は透流自身なのよね。鈍いって言うかズレてるって言うか……」

　伊万里のため息に、みやびは幾つか思い当たることがあって苦笑する。

「頑張ってね、みやび。もっと踏み込まないと、気づいてもらえないわよ」

　ぱちりと片目を瞑つぶる伊万里へ、みやびは頷うなずく。

「わ、わたし、もっと頑張ってみるね……。あの、伊万里ちゃん……ありがとう」

「どういたしまして。みやび、ふぁいとだよっ♪」

「う、うんっ……！」



　色恋話を終えた少女たちが、それぞれのテントに戻ってから半刻ほどが過ぎる。

　多くの生徒が灯りを消し、就寝し始めた。

　巴とみやびのテントもまた、暗くら闇やみに包まれていたのだが──

「……みやび。まだ起きているか？」

「…………。うん、起きてるよ」

「いや……。さ、先ほどの話だがな。その……み、みやびが九ここの重えのことを、と……」

「う、うん……。本当、かなって……」

　暗がりの中、みやびが頷くのが伝わってくる。

「そうか……」

　自身が恋愛の機微に疎いことは、巴もよくわかっていた。

　それでも、三ヶ月間寝食をともにしている友人が、男子で自分ともっとも付き合いのある友人へ好意を抱いていたというのは驚くしかなかった。

　しかし知ってから時間が経たち、落ち着いてきた今、改めて確認して思うことがある。

「頑張れ、みやび。私も応援するぞ」

「え……？　あ……。う、うん……頑張る、けど……」

　巴ともえの言葉に、みやびは歯切れ悪く答え──

「いいの……？」

　迷った末に、問う。

「何がだ？」

「う、ううん、なんでもないよ。あはは……」

　不思議そうに返す口調に、みやびは闇やみで見えないにも拘かかわらず首を振った。

「──？　まあいいか。ともかく、もし協力できるようなことがあったら言ってくれ。私の出来る範囲で、だがな」

「うん……。ありがとう、巴ちゃん」

「うむ。……ただし、機転が利くようなことは期待しないで貰もらえるか？　どうにも私は恋愛の機微には鈍くてな」

　巴の自己分析に、みやびがくすくすと笑う。巴もまた、つられて笑った。

　やがて二人は明日のためにと、互いにおやすみと言って話を終わりにする。

　訪れる静寂。

　闇の中、みやびはぼんやりと先ほどの会話を思い出していた。

（わたしの勘違いだったのかな……？）

　みやびの見立てでは、巴も少なからず透とお流るに対して好意を持っていると思っていた。

　けれど巴の口調からは、そのような感情は最後まで感じられなかった。

　それがみやびを安あん堵どさせる。

　身近に居るからこそ、橘たちばな巴という女の子の魅力をよく知っているために。

（安心している場合じゃないよね。ユリエちゃんやリーリスさんだっているんだし……。伊い万ま里りちゃんの言うとおり、もっと踏み込まないと……。ふぁいとだよ、わたしっ……！）

　ぐっと手を強く握り、明日はこれまでよりももう少しだけ頑張ろうと、みやびは誓う。

　そのみやびに背を向けている巴は、目を瞑つぶってはいるものの、いまだ眠りにつくことが出来ていなかった。

（……みやびが九ここの重えのことを、か。我ながら、どうして気がつかなかったのやら……）

　思い返してみれば、いろいろと納得が出来る。

　みやびの口から透流の名前が出てくることが多く、透流以外の男子と会話をする姿もほとんど記憶に無い。トラやタツとは多少言葉を交わしはするも、その場には必ず透流の姿があったはずだ。

（九重とみやび、か……）

　大人しく、恥ずかしがり。けれど頑張り屋である少女の恋が実るといいと、巴は願う。

　明るく優しく、少々単純なところはあるも仲間思いの少年と両想おもいになれればいい、と。

　透とお流るの顔を思い浮かべるまでは。

　トクン……。

（──なんだ？）

　少し、胸を打つ鼓動が速くなっていた。

　僅わずかに、呼吸が苦しい気がする。

　巴ともえは自身の状態について考え、結論づける。

（自分で思っている以上に、みやびを心配しているのかもな……）

　けれど今、そのことを考えても詮せん無なきことだ。

　考えることをやめてもう寝ようと、少しずつ増してきた眠気に巴は身を委ゆだねる。

　トクン、トクン、トクン……。

　鼓動の速まる理由を、巴は気づかない。










■第五章『大好き、だよ』





「ユリエちゃん、やっぱり白くて細いね。いいなぁ……」「ねー。それに小さくてすっごい可愛かわいいし♪」「ありがとうございます。ですが身長はもう少し欲しいところです」「違うよ、ユリエちゃん！　小さいからこそいいんじゃない！」「そうですか……。私はリーチが短いですから、やはりもっと大きくなりたいと思います」「身長が欲しい理由がおかしい気がするわよ、ユリエ……」「──？」

「こらこら、お喋しやべりは着替えてからでも遅くないだろう」「あははっ、そうね……って、巴ってばスタイルいいわねぇ。出るとこ出てるし、すらっとしてるし」「これで今までどれくらいの男子を誘惑してきたのさ!?」「ゆ、誘惑などしていないっ」「それなら九ここの重えくんを誘惑してみないかな♪　きっところっとなびくよ☆」「こ、九重を……誘惑……。はっ!?　な、何を言いだすんですか、先生!!」

　きゃいきゃいと、背後の洞穴から楽しそうに騒ぐ声が聞こえてくる。

　声が幾重にもなると、聞き慣れた声や口調であっても誰だれが何を喋っているのかがよくわからない。

　というか──

（俺が居ること忘れてないか……？）

　何度か俺の名前が聞こえた気がするが、俺の存在はすぐに遠い記憶の彼方かなたに追いやられたらしく、一向に彼女たちの着替えは終わりそうにない。

　じりじりと照りつける日差しの下で、大きなため息をつく。

（どうしてこんなことになったのやら……）

　今、俺が何をしているかというと──女子の着替えを誰だれかが近づいて覗のぞかないように、洞穴の入り口脇わきで見張りをしている。出発前にテントで水着へ着替えた俺と違い、女子は洞穴の奥──中は十メートルほどで行き止まりらしい──で着替え中なのだ。

　ということで俺は見張りに立たされ、こうして気まずい思いをしているわけで。

　もちろんその間も、女子のトークは続いていて──

「お風ふ呂ろでも思ったけど、穂ほ高たかさんってすっごいの持ってるよねぇー。ブラのサイズってどれくらいなの？」「そ、それはちょっと……」「くはっ、答えねーと……こうだっ☆」

「ひゃう……や、やめ、せんせ、ふぁアっ……あっ、んぅっ、や、やめ、揉まないでぇ、ふぁんっ……」「すごっ♪　指が沈むよー☆」「あっ、私も触ってみよーっと。うわっ、ホントだ!!　くーっ、うらやましい!!　こんな暴君はこうしてくれるわっ!!」「くはは、ついでにこうしてやるーっ☆　そーらくりくりくり♪」「ひぁっ、ひぁあああ……つ、摘つまんじゃ、めぇ……ひぅううう……」「とっとと答えないと大変なことになるよぉ？」「い、言う、言うからぁ、え、Ｆだよぉ……んくぅううんっ!!　はぁ、はぁ……はふぅ……」

　妙に艶なまめかしい息づかいと荒い息が聞こえ、見えないからこそ余計に想像力が働いてしまい、終しまいにはごくりと喉のどが鳴る。

















（み、みやびはＦ……ファンタジーのＦ……。──いやいやいや、生なま唾つば飲み込んでる場合じゃなくてっ!!）

　脳内の妄想を追い払うため、頭をぶんぶんと振りまくる。

（集中！　見張りに集中しろ……！　俺は周囲を監視中……!!）

　耳を塞ふさぎ、頭の中で寿じゆ限げ無むを唱えて煩悩を少しでも減らす努力の人へ。

　けれど着替えはもう少し時間が掛かって欲しいと願う。

　……今のままでは、倫理上大変よろしくないために。

「えーっとつまり、最胸がみやびちゃんで、いまりんは三ランク落ちて、その二つ下にユリエちゃん。うさセンセーは三番手で、橘たちばなさんはその一つ上、と。それで私が──」

　耳を塞いだ効果は抜群だ。声は何となく聞こえるも、内容まではわからない。

　ほっとひと息つきつつ、再び寿限無。

　やがて──

　つんつん、と肩をつつかれて振り返る。

　そこには、岩陰からひょこっと顔を出した少女が、恥ずかしそうに俺を見つめていた。

「お待たせしました、トール」

　そう言ってから、おずおずと姿を見せるユリエ。

「おお……」

　思わず声が出てしまう。

「どうですか？」

「どうって……」

　白いビキニ姿の妖よう精せいが、目の前に居た。

　普段のワイシャツ姿以上に露出が多く、それだけでドキドキする。さらには水着の白が肌の白を強調しているため、一層鼓動が速くなってきた。その上、ささやかな胸の膨らみと、すらりとした足というスレンダーな体型。おまけに後ろ手に持ったカラフルなデザインの浮き輪が、少女らしい愛らしさをより醸し出していた。

　その姿は、可か憐れんさと仄ほのかな色っぽさが組み合わさって、正視していていいものかと思ってしまうくらいだ。

「か、可愛かわいい……。すげー可愛い……」

　普段なら動揺せずとも出てくる言葉が、今に限っては何な故ぜかものすごく恥ずかしい。

「ヤー♪」

　チリンという鈴の音を響かせ、ユリエが嬉うれしそうに頷うなずいた。

　そこへ、洞穴からぞろぞろと姿を見せる女子が五人。

　──ただし一人だけ、子を付けるのを躊躇ためらうが。

　当然のことながら全員が水着姿であり、正直なところ目のやり場に困ってしまう。

　そんな俺へと全員が全員、視線を向けてくる。

「透とお流る。あたしたちが何を言いたいのかわかる？」

「……感想を言えってことだろ」

　俺の答えに、伊い万ま里りは拍手をした。

「正解っ。男子代表として、それぞれに感想を言うように♪　できれば褒め称たたえてね」

「男子代表も何も、俺しかいねーじゃん……」

　今日の参加者は俺、ユリエ、みやび、橘たちばな、伊万里、美み和わ、そして何な故ぜか月つき見みの七人。

　紛まがうかたなく、男子は俺一人だけなのだ。

　別に俺だって、好んでこの状況になった訳じゃない。トラやタツ、他ほかに仲のいい男子二人も誘いはしたのだが──トラは休日はいつものように寝るとのこと、タツは仲良くなったスタッフと筋トレ、他二人もゆっくり疲れを取りたい、分校の女子とデートするとそれぞれの理由で不参加と相成ったため、この圧倒的なまでの男女比率となった。

「さあさあ、早く感想言わないと遊ぶ時間がどんどん減っちゃうんだからね、透流」

　感想無しという選択肢は、許されていないらしい。

「えーっと伊万里だけど……」

　フリルの付いた水着は、胸元で結ばれた大きなリボンが特徴的で可愛かわいらしく、カジュアルな雰囲気が伊万里によく合っている。その伊万里の均整の取れた引き締まった体が、彼女の健康的な魅力を眩まぶしく感じさせる。

「すごい魅力的な体をしてると思う」

「ぶふっ!?　な、何いきなりとんでもないこと言いだすのよ!?　どういう目であたしを見てるわけ!?」

「か、勘違いするなっての！　運動選手とか、そういう方向の意味だからな！」

「そ、そう……。それならいいけど、誤解されるような言い方はよくないって、前にも似たようなこと言ったでしょ、まったく……」

　ぷりぷりと頬ほおを膨らませる伊万里にはこれ以上触れないことにし、隣へ視線を移動。

「こ、九ここの重え。あまりじろじろと見るな」

「わ、悪い……。待てよ？　橘が見るなって言ってるんだし、感想は要らないってことでいいんだよな？」

　ぴこーんと何かが閃ひらめいたかのように、名案が浮かんだ。

「べ、別に要らないとまでは言っていないだろう。さっさと言ってくれ」

　やはり感想無しは許されないようだ……。

　俺から顔を背け、微妙に頬を染める橘を上から下まで見る。

　深い色の水着は一見シンプルだが、レースのような黒い装飾がついていて、橘の大人びた艶あでやかさを引き出している。さらには抜群のプロポーションに加え、流れるような黒髪は見る者を惹ひきつけてやまない。

「橘ってやっぱり綺き麗れいだな」

「──っ！　わ、私は、そんな……その、き、綺麗などと言われるほどでは……」

「綺き麗れいだって。誰だれが見てもそう思うはずだぜ」

　照れくさそうに顔を背けたまま、目だけが俺を見る。

「……こ、九ここの重えもか？」

「いや、さっきから俺が言ってるだろ……。綺麗だよ、橘たちばなは」

「な、何度も言わなくていいっ！　……こ、こほん。ま、まあキミの感想は有り難く受け取っておく」

　真っ赤になって照れた様子を見せるも、どうやら満足してくれたようだ。よかったと思いつつ、今度は隣の美み和わを褒める。

「あははっ、九重くんもかっこいいよ。思ってたより着き痩やせしててびっくりだね。タツくんほどじゃないけど、いい筋肉してるねぇ♪　……じゅるり」

「お、おう、ありがとな……」

　なんだか視線が怖いので、見ないふりをしつつ次はみやびへ──

　と思ったら、麦わら帽子を深めに被かぶり、カーディガンを羽織っていた。

「こーら、みやび。そんな野暮ったいもの脱ぎなさいって」

「で、でもわたし、泳ぐの苦手だし、浅瀬で遊ぶならこれで十分かなって……」

　伊い万ま里りに詰め寄られ、みやびが慌てる。そこへ美和も参加し──

「せっかく九重くんがみんなの感想言ってくれてるんだから、そんなの脱いじゃえー♪」

「ひゃわっ!?」

　二人掛かりでみやびは羽織っていたカーディガンを脱がされ、帽子もついでとばかりに奪われた。

　こうしてみやびは俺へと水着姿を晒さらすことになったのだが……。

　ド────────ン!!

　凄すごい。英語で言うならＳＵＧＯＩ。……ローマ字だった。ともかく凄い、凄すぎる。平静を保つのが難しく、思考が少しおかしくなるくらいに。落ち着け俺。何の話かって、みやびのことだ。大変品の無い言い方だが、海だけにスイカを思わせるサイズの胸がぷるぷるたゆんっと揺れ、あんな細い紐ひもで支えきれるのかとどうでもいい心配までしてしまう。

「と、透とお流るくん……？」

「はっ!?」

　気がつけば、みやびは俺の視線から逃れるように胸を抱え、身をよじっていた。

　それでも全然隠し切れていないというのが、また凄い。

「透流ー。感想、感想」

　つんつんと伊万里が肘ひじでつついてくる。

「あっ、ああ……。えっと──」

　みやびが着ているのは淡い色のスカート水着で、可愛かわいらしいデザインだ。けれど水着に収まりきらないボリュームたっぷりな胸の膨らみは、扇情的と言うにも程がある。布の表面積が小さいのか、それともみやびの胸が大きすぎるのかが気にはなるも、本人には聞くことの出来ない永遠の謎なぞである。

「か、可愛かわいいと思うぜ」

「あ……。えへへ、ありがとう……」

「ピピーッ、イエローカード！」

　伊い万ま里りが橘たちばなの頭のリボンを摘つまんで振る。

「何やってんだ。そしてイエローカードってなんだ」

「透とお流る。その感想はさっきユリエにも言ってたでしょ。や・り・な・お・し！」

「うっ。そんなこと言っても仕方無いだろ。俺にボキャブラリーを求めるなよ……」

「気持ちは分かるけど、頑張って言葉を絞り出しなさいって。別の女の子へ使った言葉を使うなんて、失礼なんてレベルじゃないんだからね？」

「うぐっ、わ、わかったよ。えーっと……」

　逡しゆん巡じゆんするも、大した言葉が浮かんでこない。

　だから、思ってることを言うことにした。※胸のことは除く

「よ、よく似合ってる……。水着姿のみやびって初めて見るけど、すげーいいと思う」

「あ、ありがとう、透流くん。その、すごく恥ずかしいんだけど……でもすごくすごく嬉しいなって……」

「そ、そうか？　それならよかったぜ」

「うんっ」

　どうやら、ものすごく喜んでくれたようだ。

　水着姿のせいか、はにかんだみやびは普段よりも艶つやっぽく、ドキリとしてしまう。

　そんなみやびを、何な故ぜか伊万里が肘ひじで突いていた。

「……私もトールに初めて水着姿を見せたのですが」「わ、私もだぞ」「まあまあ……」

「それじゃあ、全員の感想も終わったことだし、泳ぐとしようぜ」

「……ちょっと待てや《異能イレギユラー》」

「素が出てるぞ」

「…………。いっやーん　九ここの重えくんってば大事な人をわっすれてないかなーっ♪」

　ぴょこんとうさぎの耳を揺らし、俺へ向かってポーズを取る人物は今さら言うまでもないだろうが月つき見みだ。

「どうかなどうかな、このビーチ仕様♪　どーんと感想言っちゃいなよ、ＹＯＵ☆」

「……いいんじゃないですかね。はまってますよ、ビッチ仕様」

「いやーん、ありがとぉ九重くんっ　……ってコラ、誰だれがビッチだ？　あぁ？　偶然転んで水着掴つかんで下ろして象さん晒さらしたろか？」

「偶然じゃねーじゃん……」

　言葉の途中から顔を近づけ、ドスの利いた声で囁ささやかれる。

　確かにビーチ仕様と言うだけあって水着素材のようだが、その姿はどこからどう見てもバニーガール。当然、うさぎの尻尾しつぽもついている。これで網タイツかストッキングでも穿はいていれば完かん璧ぺきだと思うが、それこそ海へ何をしに来たんだと言いたくもなる。

「って、なんであんたがここに居るんだよ……!?」

「おめーら学生だけじゃ危ねーから、保護者としての参加だアホ」

（保護者、ねぇ……）

　終日自由行動とはいえ、規則だからと全員がアームバンドを着けている。

　何かあったら救難信号を出せばいいのだから、保護者同伴なんてのは解せない話だ。

「……あんたが遊びたかっただけだろ」

「くはっ、正解だ。ほら、アタシは《異能イレギユラー》のことがお気に入りだからよ」

　スルー。

　ようやく感想戦が終わり、準備運動をした後に各々海へ向かって駆け出す。

　分校の二人はともかく、本校組にとってはテレビでしか見たことのない透明度の高い海と白い砂浜を貸し切りという最高のシチュエーションで、テンションが上がっている様子がよくわかる。

　海で泳ぎ、海中へ潜り、ビーチボールで遊びと、それぞれがやりたいことを始め、さて俺はどうしようかと考えていると──

「トール。私たちも泳ぎましょう」

　既に体を浮き輪の中心に入れ、準備万端のユリエが俺の手を取り走り出す。

　女の子と手を繋つなぎ、砂浜を走る。

　まるで恋人同士でするような初めての体験に、ドキドキと胸の鼓動が高まるも──

　ザッパァーン。海に踏み入った瞬間、いきなりの高波に足を取られ、二人で揃そろって転ぶ。

「びっくりしました……。ふゎっ!?」

　尻しりもちをついたまま目を丸くしていたユリエは、次の波を頭から被かぶる。

　早速ずぶ濡ぬれになり、ぱちぱちと何度も瞬まばたきをして驚きを隠せない様子に俺は吹き出す。

「笑うのはよくありません」

　ぱしゃぱしゃと両手で水を掛けてくるユリエ。

　どうやらずぶ濡れ仲間にしようとしているようだが、圧倒的に量が足りていない。

　左手で防ぎつつ、笑いながら右手で水を掛け返していると──

「隙すきあり────っ!!」

　突然、叫び声と同時に足を引っ張られた。

　ばっしゃーんという水音とともに、頭から海へ突っ込む俺。

「だ、誰だれだぁっ!?」

　海面へ顔を出すと、ポニーテールをなびかせながら走り去っていく後ろ姿が。

「くそ、伊い万ま里りのやつ……」

　途中で海の中に飛び込み、そのまま伊万里は泳いで逃げていった。

「トール、トール」

「ん？　……ぷぁっ!?」

　ユリエの呼び掛けに振り返ると、顔にぱしゃっと海水を掛けられる。

「笑ったお返しです」

　にこりと微笑ほほえむユリエは、どことなく満足そうだ。

「既にずぶ濡ぬれだってのに……」

「それでも、です」

「じゃあお返しのお返──」

「先手必勝です」

「ぷぉっ!?」

　先の先とばかりに、顔へ海水をぶっ掛けられる。

「や、やったな、ユリエ！」

　ぶるぶると顔を振ってからユリエを見ると、伊い万ま里り同様に海へ逃げる姿が。

　ただし──

　ぱしゃぱしゃぱしゃ……ざざーん。

　僅わずかに進んだ後、波によって浜へと押し戻される。

「──っ！」

　くるっとユリエが振り返り、俺からほとんど逃げられていないことに驚き、再び海へ向かって泳いで逃げようとする。

　ぱしゃぱしゃぱしゃ……ざざーん。くるっ。

「──っ！」

　ばしゃばしゃばしゃ！　ざざーん。くるっ。

「──っ!?」

　一生懸命逃げてるつもりだが、俺との距離がほとんど空かないため、ユリエは慌ててバタ足を強めるも、水飛沫しぶきが大きく上がるだけだった。

　しかしそこはさすがに《超えし者イクシード》。少しずつだが前に進んで行き──

　どっぱーん。

　大きな波にひっくり返され、海へと飲まれる。

「はははっ……って、ユリエ!?」

　一瞬、ユリエのカナヅチを忘れて笑うも、すぐさま思い出して駆け寄ったのだが──

　水飛沫を夏空に跳ね上げ、海中から銀色の人魚が顔を出す。※ただし泳げない

「ユリエ、大丈夫だったか？」

　どうやら浅瀬で溺おぼれるということは無かったようで、一安心して声を掛ける。

「ヤー。とてもびっくりしましたが……」

　そう言って振り返ったユリエは、上半身が裸だった。

（ビキニの上はどこ行った────っ!?）

　幸か不幸か──幸いということにしておこう──頂上部は長い銀髪が張り付いてガードの役目を果たしていたため、すべては見えなかったが。

「ユユ、ユリエ！　上っ、上ぇっ!!」

　慌てて背中を向ける俺は、叫びながら注意を喚起する。

「いい天気ですね」

「そうじゃなくて水着ぃっ!!」

「あ……」

　ここでようやく気づいてくれたらしい。

「…………見ましたか？」

「み、見てない、セーフだったからっ。……ぎりぎりだけど」

「ぎりぎりセーフでしたか。それなら問題ありません。……見ていたのなら、厳重な罰を与えなければいけないところでした」

　見ていたとしても、不可抗力だからと許してはくれないらしい。

「……一応訊きくけど、どんな罰が下るんだ？」

「水を掛けます。それもいっぱいです」

　海でか。

「それでは、いつまでもこのままでは恥ずかしいので、水着を取りに行きましょう」

「ああ、わかった」

　ユリエに背中を向けたまま頷うなずく。

　水着を着け直すまでは、このまま背中を向けておくことにしよう。

　そう思っていたら──ぴとっ、ふにゅん。

「ん？」

　突如、何かが背中に当たる。柔らかい何かが。

「水着はあそこです、トール」

　脇わきの下から白魚のような手がにゅっと出てきて、俺の正面方向数メートル先を指す。

　おかげで俺は、背中に当たった柔らかな物体の正体に苦もなく辿たどり着いた。

（Σ＠♀π────っ!!）

「ユユ、ユリエぇっ!?」

「ダメです、トール。こちらを向くのはいけません」

　思わず振り返ろうとすると、ぎゅっとユリエが抱きつき押さえてくる。

　となれば当然、ささやかかつ控えめな膨らみも密着するわけで。

「ななな何な故ぜくっつくんだ……!?」

「一人で取りに行ける深さでは無かった場合、トールに取って貰もらおうかと。こうしてくっついている分には、トールにお恥ずかしい姿を見られなくて済みますし」

（胸を押し当てることにも恥ずかしさを感じてくれ────っ!!）

　ユリエの恥じらいの基準がいまだに分からない俺は、内心絶叫した。

　仕方なしに、そのままユリエと体を密着させて水着へ向かって歩き出す。

　ふにふにふにふにふにふにふにふにふに……。

　動くたび、背中に柔らかな感触が当たる。当たりまくる。

「トール。前まえ屈かがみで歩かれると、私が歩きづらいのですが……」

　そんなことを言われても。

　こうして俺は苦悩しながら海で綿なる体と闘いつつ、波間に漂うユリエのビキニブラまで辿たどり着き──ふと、気づく。

「俺が一人で取ってくればよかったんじゃ？」

「……それもそうでした」



「九ここの重え、今からビーチバレーをやるんだが参加しないか？」

　耳に水が入ったので浅瀬に戻ってけんけんをしていたら、橘たちばなから声が掛かる。

　ユリエは今、伊い万ま里りとともに遊んでいるから戻らなくても大丈夫だろうと判断し、ビーチバレーの誘いに乗ることにした。

「くははっ。レシーブ失敗したフリして押し倒すんじゃねーぞ、《異能イレギユラー》」

　誘いに乗ったことを即後悔するチーム編成となった。

「何だよ、そのイヤそうな顔は」

「イヤそうじゃなくて、心底イヤなんだよ」

「やっぱ水着下ろしとくか。キャーキャー言われて気持ちいいだろうしな」

「そこで気持ちよくなったら人として終わりだろ!!」

　そろそろ始めていいか、と橘の呆あきれた声が飛んできて、不承不承ながら月つき見みと組んでの勝負が始まる。

　対戦相手は橘と美み和わだ。ただし美和だけ《位階レベル》が落ちるので、ハンデと言うことで俺たちは利き腕でアタックをしないというルールとなる。

　ポーンと橘のサーブで、青空に放物線が描かれる。

　月見が素早く着地点に入り、レシーブ。俺がトスしたボールを、月見がスパイク──が、橘のブロックに阻まれてしまう。

「さっすが優等生☆　すっごいねー♪」※美和もいるため表人格モードらしい

「ふふっ。その言葉、有り難く受け取っておきますよ、月見先生」

　不敵な笑みを向け合う二人だが──

「え、おっぱいの話だよ？　着地の瞬間にばいーんってすごく揺れたって話」

「ば、ばいーんっ!?」

　瞬時に赤面し、橘は胸を隠す。

「九重くんもそう思ったよねー？」

「俺に振るな!!」

「ここ、九重！　キミという男は、そのような破廉恥な目で私を見ていたのかっ!?」

「見てないって!!」

　と返すも、一度意識してしまった以上はなかなか思考を切り替えるのは難しく、集中出来ないままにゲームは進んでいく。

　しかも──

「くはっ、また揺れたなぁ♪」

　背後から、楽しそうにささやき戦術が飛んで来たり──

「九ここの重えー。ほーらきわどい角度だぞー☆　るっくとぅーみー♪」

　前衛後衛を交代すれば、お尻しりを振って俺の集中力を乱しにくる。

（くそっ、やっぱりこいつは敵だ!!）

　幸い（？）にも、橘たちばなの動きも精彩を欠き、勝負は一進一退となり──

　残り一ポイントを取れば俺たちの勝ちというところまで来たのだが。

「せいっ！」

　橘の気合いの入ったかけ声──とは裏腹に、ちょこんとボールに触れてこちらのコートへ落としてきた。

　俺と月つき見みの間を狙ねらった絶妙な攻撃。

「くっ……！　させるかぁっ!!」「バカ！　アタシに任せ──」

「ぶわぁっ!?」

　飛びこんでボールを打ち返した直後、衝撃に襲われる。

　同じくボールを拾いに来た月見と衝突し、そのままごろごろと砂浜を転がってしまう。

「ボールは!?」

　止まると同時に顔を上げると、美み和わがボールに飛びつくもぎりぎり届かない様が見えた。

　どうやら風に流され、目測を誤ったらしい。

「やった!!」

「……喜んでていいのか、《異能イレギユラー》？」

「勝ったんだから当然だろ」

「この体勢でか？」

　その一言で意識を橘たちのコートから、自分の置かれた状況へ移した瞬間──吹く。

　月見を押し倒している上、俺の腰が彼女の下腹部へ密着していた……。

「いやーん♪　九重くんが腰をぐりぐり押しつけてきてるー」

　言うが早いか、カニばさみのように俺の腰を足でロックする月見。

「うわぁああっ、押しつけてきてるのはどっちだ────っ!?」

　ろくでもない行為に慌てるも、真に大変なのはこの後だった。

「九重の……不ふ埒らち者────っ!!」

　絶叫して走り去る橘。

「誤解だ────っ!!」

　月見をジャイアントスイングしてから海へ向かって放り、俺は橘を追いかけるのだった。



　ビーチバレーを終えると、みやびが朝早くに起きて用意した弁当をみんなで頂くことにした。味は文句無しに美う味まく、感想を伝えるとみやびがはにかむ。そんなみやびへ伊い万ま里り

が、やるじゃんとばかりに肘ひじでつつきながら笑っていた。

　午後はスイカ割りなどの定番を全員で行い、その後は午前中のように思い思いに過ごし始めてそれなりに時間が過ぎた頃ころ──

　遠間の浅瀬で中腰になり、何かを探しているように見えるみやびへ、近寄る。

「おーい、みやび。何をしてるんだ？」

「か、貝がらを探してるの。せっかくだから、思い出になるような貝がらを見つけて持って帰ろうかなって」

　みやびが、手にしていた数個の貝がらを見せてくれる。

　色とりどりの貝がらは確かに綺き麗れいで、思い出の品にしようという考えも頷うなずけた。

「貝がら探しか……。それなら、俺も付き合うかな」

「えっ……？　で、でも……」

「話をしながらの方が楽しいだろ？」

「──っ!?　わわ、わたしとお話しするの、楽しい……!?」

　ボチャボチャボチャ……。手を滑らせたのか、みやびは持っていた貝がらをすべて海の中へと落としてしまった。

「ははっ。何してるんだよ、みやび」

　俺は笑いながら、みやびが落とした貝がらを屈かがんで集め直す。

「あ……。と、透とお流るくん。自分で拾うから……」

「いいからいいから。……よし、これで全部だな」

　みやびの手を取り、その上に拾った貝がらを置く。

「あう……う、ぁう……」

「ん？　どうしたんだ、みや──」

　みやびの顔が真っ赤に染まっていて、まるで金魚のように口をパクパクとさせていた。

「ぴゃ────っ!?」

　みやびは奇妙な悲鳴とともに両手をバンザイし、手にしていた全すべての貝がらをばら撒まいてしまった。

「あぅ……。ごめんね、せっかく拾ってくれたのに……」

「みやびのあれを忘れてた俺が悪いんだから、気にするなって」

「う……。い、今のは、まあ、そうなんだけど……。あれとは違うかなって……透流くんだったから……」

（俺だから……？）

　後半は呟つぶやきだったが、俺の耳まで届く。

　届いたから、言葉の意味を考える。

（…………。まさか、な……？　だってみやびは──）

　一つの可能性に思い当たるも、それは無いと断じて首を振る。

「透とお流るくん。えっと、せっかく拾ってもらったのをばら撒まいちゃったわたしが言うのもどうかと思うけど……あ、改めて、一緒に貝がらを探して貰もらえないかなって？」

「ああ、もちろん。いっぱい見つけような」

「うんっ……！」

　みやびが頷うなずく。その頬ほおはさっきの名残か、普段よりも少しばかり赤かった。

　それから俺たちは、話をしながら貝がらを探した。

　やがて日も沈み始める時間となり、もうすぐ夕方だから帰ろうと伊い万ま里りが俺たちを呼びに来た。

　頷き、みんなの元へ戻ろうとみやびに声を掛けた直後──

　ふと、砂の中に半ばほど埋まった、特徴的な形の石を見つけた。

「なあ、みやび。貝がらじゃないけど、これって──」



　空の色が少しずつオレンジ色になり始めた頃ころ、洞穴から着替えを終えて制服姿となった橘たちばなが姿を見せる。その後ろからはユリエたちの姿が。

「待たせたな、九ここの重え」

「……あれ、伊万里は？」

　一人だけ姿の見えないポニーテールの少女について尋ねるも──

「あははっ、ごめんね。お待たせーっ」

　タイミングよく洞穴から伊万里が出てきたので、俺たちは分校へ戻ることにした。

「今日は楽しかったよな。トラやリーリスも参加できたらよかったのに」

　山さん稜りようへ続く道を歩きつつ、不参加だったメンバーの名前を口にする。

「ふふっ、トラは遊ぶよりも、寝る方が好きという感じがするからな。彼は彼なりに休日を楽しんだのだろう」

「でも、リーリスさんは残念だったね……」

　海水浴へ一緒に行こうと誘ったのは、トラたちだけじゃない。

　髪の色が海の青に映えるであろう黄金の少女にも、声を掛けはした。

　けれど残念なことに、リーリスは首を横に振った。

　疲労が溜たまっているため、今日はサラにマッサージをしてもらいつつ、のんびりと過ごすらしい。

　ただし、条件次第では参加しようかなとも言っていた。

『透流がオイルマッサージをしてくれるなら、参加してもいいわよ？』

　サラとゆっくり過ごしてくれと即答したら、文句を言われたが。

「まあ仕方無いさ。またみんなで遊びに行くような機会があったら誘えば──」

　と、そのときだった。

「あっ!!」

　突然、伊万里が大きな声を出して足を止めた。

「どうかしたのか？」

「さっきから何か忘れてるような気がしてたんだけど、ポーチを洞穴に置いて来ちゃったみたいなのよ」

「ははっ、ドジったな。さすがに誰だれかに拾われるってことは無いだろうけど、すぐに取りに戻った方が良さそうだな」

「そうね、そうするわ。…………。あ、いっけなーい。あたし、夕食の食材を広場に出す当番だったわ。うーん、ポーチを取りに行くと、係をサボっちゃうことになりそうだし……」

「ここからなら全力で走れば──」

　往復で十分も掛からないだろう、と口にしようとすると、伊い万ま里りはまたしても大きな声をあげた。

「そうだ！　ねえ、みやび。すっっっっごい申し訳ないんだけど、あたしのポーチを取ってきてくれないかな？　お願い、このとおり！」

「え……？　えっと……う、うん。いいよ」

　目の前でパンと手を合わされ、頷うなずくみやびを見ながらふと思う。

（みやびなら、断らないよなぁ）

　押しが弱いということもあるが、お人好よしな彼女が人の頼みを断る姿が思い浮かばない。

　そういうところが、みやびという女の子の良い点なのだが。

「ありがと、みやび！　ほんっとうに恩に着るわ！　……あー、でも女の子一人じゃ何かあったら危ないかもしれないわねー。よくないわー。心配だわー」

　さっきから、ところどころ棒読みに聞こえるのは何な故ぜだろうか。

「それなら九ここの重えくんが一緒に行けばいいんじゃない？」

「ふぇっ!?」

「そうね。透とお流るなら一家に一台、みやびに一人ついてると安心ね」

「ふえぇっ!?」

　名案を思いついたとばかりに美み和わが俺の名を上げ、伊万里が賛成する。

「行ってくれるわよね、透流」

　特に断るつもりは無いのだが、どう考えても断れない空気である。

「わかったよ。それじゃあ取りに行こうぜ、みやび」

「え？　え？　え？」

「伊万里の言うとおり、一人だと何かあったらまずいしな。俺も一緒に行くぜ」

　勝手に話が進んでいったため、何が何だかわからないのだろう。

　ぽかんと口を開いて俺を見つめるみやびへ、伊万里が背中を軽く叩たたく。

「ふぁいとっ」

（忘れ物を取りに行くだけなのに、何を頑張れと……）

　しかしみやびは、はっとした表情を浮かべたかと思うと「う、うん……！」と、何故か力のこもった返事をしていた。

「トール、みやび。私も一緒に戻ります」「そうだな。私も付き合おう」

「ストーップ！　巴ともえは当番でしょ！」

「当番？　いや、私は──」

　ぱちぱちぱちぱちぱち……。

　何やら伊い万ま里りが激しくまばたきをしている。

　どうかしたんだろうか？

「──っ!!　そ、そうだったな！　ははは、私という者が……」

「ユ、ユリエもそうだったわよね」

「ナイ。違いま──」

「昨日の夜、頼まれてたわよ！　ほら、うとうとしてたから覚えてないんじゃない!?」

「…………。確かに覚えていません。頼まれているのならば、当番を優先しないといけませんね」

　ユリエの返事に、何な故ぜかほっと息を吐く音が複数聞こえた。

「…………。みんなやっさしーねぇ☆」

　妙な一言を口にする月つき見みは放っておき、俺はみやびとともに洞穴のある岩場へと戻って行った。



「あ……。ここにあったよ、透とお流るくん」

　洞穴へ到着し、ポーチを探しているとみやびが発見する。

（こんなところに置いたら、忘れて当然だろ……）

　まるで岩陰に隠すかのような場所にあり、どうしてそんなところに置いたのかが不思議で仕方がない。おかげで思っていた以上に時間が掛かってしまったが、日が落ちて暗くなる前には分校へ戻れるだろう。

　みやびのストローバッグにポーチを入れ、肩を並べて夕暮れの砂浜を歩き出す。

「わ、あ……。綺き麗れい……」

　水平線へと近づいてきた夕陽と、きらきらと輝く海を見て、みやびが呟つぶやく。

　海面は夕陽を反射して、光の道を海面へと創つくり出していた。

「これは……すごいな……」

　みやびの感想に同意し、足を止めて見入る。

　昼間、俺たちが遊んだ海岸が、まるで絵はがきに見るような幻想的な風景と化していた。

　だが実際に目の当たりにすると、心の奪われようは写真のそれとは比にならない。

　大自然の創り出した風景は言葉に出来ないほどに美しく、けれどどこか切ない。

「あ、あのね、透流くん。もも、もしよかったら、少しここで、このまま……夕陽、見ていきたいなって……」

「そうだな。あまり遅くならない程度にならいいんじゃないか。せっかくだから、しばらくこの景色を二人占めにするか」

「う、うんっ……！」

　みやびとともに砂の上へ腰を下ろすと、幾重にも重なる波の音に耳をゆだねる。

　黄たそ昏がれで海が黄金色に輝く様はまさに幻想的で、知らず知らずのうちにため息が漏れた。

「綺き麗れいだね、透とお流るくん」

「そうだな。すげー綺麗だ」

　あいづちを打ちながらみやびへ顔を向けると、目が合う。

　一瞬目を丸くし、慌てて抱えていた膝ひざへ顔を埋うずめるも──

　少しの後、僅わずかに顔を上げてちらっと俺を見て、はにかむ。

　その笑顔にドキリとし、少し鼓動がテンポアップする。

　速まる鼓動の中で、今さらながらに気づく。

　一生記憶に残ると言っても過言じゃないほどの綺麗な景色を、友達とはいえ女の子と二人で見ているということに。

　仲の良い、大人しく可愛かわいい女の子と、二人きりで。

「……あ、あの、透流くん。どうしたの……？　そんなにじっと見られてると、その……は、恥ずかしいかなって……」

「──っ！　わ、悪い、ちょっとぼけっとしちまって……」

　まさか見とれていたなどとは言えず、俺は海へ顔を向けて話を逸そらす。

「と、ところでさ。伊い万ま里りには感謝しないとだよな。あいつがポーチを忘れなかったら、この景色は見れなかったわけだし」

「あ……。そ、そのことなんだけどね。伊万里ちゃんはたぶん、わたしたちにこの景色を見せたかったんじゃないかなって思うんだ……」

「つまり、わざとってことか？」

「うん……。だって伊万里ちゃんは、この島で三ヶ月も生活してるでしょ。だから、夕陽が綺麗に見える時間帯も知ってると思うし……」

　なるほど、と納得する。だが、確かにそうだとしたら──

「それだったら、みんなで戻って来ればよかったよな。まあ、夕食の準備があるから仕方無いけどさ」

「う、うん……。みんなで、か……。そうだね……」

　みやびも同じ思いのようで、しょんぼりと肩を落とす。

「さてと、そろそろ戻ろうぜ。あんまり遅くなると、みんなも心配するしさ」

「う、うん……」

　名残惜しそうな表情を浮かべつつも、みやびが頷うなずく。

　再び肩を並べ、幻想的な景色を横目に歩き出す。

「……あ、そうだ」

「どうかしたの、透流くん？」

「ああ、一つやり残したことがあってさ」

　ざざん、ざざんと打ち寄せる波を見つめ──

　タイミングを見計らい、たたたたっと砂浜を駆ける。

　波打ち際に刻まれた足跡は、すぐさま掻かき消された。

「ははっ、やっぱ海へ来たらこれをやらないとな」

「…………」

　俺の行動と言葉に、みやびはぽかんと口を開け──やがて、笑った。

「くすくす……。透とお流るくん、子供みたいだよ」

「そう言われると思ったから、みんなの前ではしなかったんだって」

　いくら何でも、女子ばかりの前で子供っぽい行動をするのは恥ずかしい。

「ふふっ。でも、わたしの前ではするんだ？」

「みやびになら見られてもいいかな、と。……あ、伊い万ま里りたちには内緒だぜ。大笑いされそうだしさ」

「わたしになら、か……ふふっ。うん、内緒にするね」

　みやびが再びくすくすと笑う。

「絶対だからな？」

「大丈夫、絶対に内緒にするよ。それとも透流くんは、わたしのことを信じてくれないのかな？」

「信じてるけどさ。一応、な」

「…………。それじゃあ、共犯者になったら、わたしもバラせないよね」

　どういう意味だと問う前に、みやびがバッグを足元に置いて小走りに駆け出す。

　波が引いた砂の上に、小さな足の跡がついていく。

　なるほどと納得したところで、刻まれた足跡は波に洗われて無くなる。

「確かに共犯者だな。……で、どうだった？」

「子供に戻ったみたいで楽しかったかなって……」

「だろ」

　うんと頷うなずき、みやびが明るく笑う。

　きらきらと輝く海面を背景に大輪の花を咲かせる少女は、かつて自らのふがいなさから学園を去ろうとしていた人物と同一には見えない。

　あの日、手を差し伸べてよかったと思う。

　差し伸べなかったならば、この笑顔を見ることは敵かなわなかったのだから。

「あ……」

　荷物を取りに戻ったみやびが、小さな声をあげる。

　どうやらバッグを手に取ろうとして、砂の上に倒してしまったようだ。

「大丈夫か？」

「う、うん。ごめんね」

　勢いよく倒れたことで、砂の上に小物が幾つか散らばっている。

　その中に、夕焼けの色に染まる白い石があった。

　俺はその石を拾い、みやびに差し出す。

「せっかくの思い出の品なんだから、このまま忘れていかないでくれよ？」

「わ、忘れないよ。それだけは、絶対に……」

　真っ白で、ハート型という特徴的な石を受け取り、みやびが苦笑した。

　その苦笑が俺へと向けられたまま、微笑ほほえみへと変わる。

「この石、見つけてくれてありがとう、透とお流るくん」

「ははっ、お礼は見つけたときに言ってもらっただろ。何度も言わなくていいって」

「ううん、それでも言いたいなって……。この石だけじゃなくて、いつも透流くんには元気とか、頑張るぞって気持ちとか、いろんなものを貰もらってばかりだから──だから、いっぱいいっぱい言いたいの……」

　夕焼けに染まる世界の中で、みやびが言葉を紡ぐ。

「いつもありがとう、透流くん。いっぱいいっぱいありがとう。あと──」

　直後に続く言葉は、本来ならば波音に紛れるほどに小さな小さな呟つぶやきだった。

　けれど──

　幸か、不幸か──

　偶然にもその一瞬だけ、波の音が止やんだ。

















「大好き、だよ」



　　　　　　◇



　昊こう陵りよう学がく園えん分校──

　その存在理由は、《資格の儀》にて脱落した者のための受け皿である。

「……《適性アプト》の持ち主は千人に一人。それをたかだか一度の敗北で切り捨てるなどと、本気で思っているのですから可笑おかしいものですわね」

　数日前に透とお流ると交わした会話を思い出し、九つ十く九も朔さく夜やは薄い笑みを浮かべる。

「あら、あなた個人の考えは違うのでは無くて、朔夜？」

　もう一人の少女が、自身の黄金色の髪イエロートパーズを手て櫛ぐししつつ、問う。

「ええ、その通り……。負けた者など、切り捨てて構いませんわ」

　リーリスの問いに、朔夜は個人としての見解を返す。

　集団の中で二番手となる強さを持っていたが、一番の強者と運悪く当たってしまったために敗北した。だから他ほかの者と当たっていれば自分は勝った──まさに戯言たわごとだ。

　己の未来全すべてを賭かけた生存闘争へ身を投じたことの無い愚者が語る、滑こつ稽けいな言葉にしか過ぎないのだ。

　どれほど力があろうとも、勝たねばならぬ刻に勝ちきれぬのならば意味が無い。

「死ねば、それまでですもの」

　結果が全てというのは極論であり、暴論であるだろう。

　けれども──そういう世界が存在していることもまた、確かなのだ。

　しかしながら、それらはあくまで朔夜個人の見解であり、ドーン機関の方針とはまた別物である。《黎明の星紋ルキフル》の研究を続けるには、莫ばく大だいな資金が要るのだ。そのためにも、資金源となる治安維持部隊の所属者──《超えし者イクシード》は一人でも多い方がいい。たとえ朔夜が求めた人材では無かったとしても。

　無論、朔夜とて完全に分校の存在を無駄とは思っていない。

　彼らは贄にえだ。

　本校生へ《資格の儀》において勝ち残ったという自信を植え付けるための──そして自らの手で下した敗者のために、上を目指さねばならぬという心構えを与えるための贄だ。

　臨海学校にて分校生の存在を知らせることもまた、精神修養の一環だ。

　昊陵学園へ入学して三ヶ月。日々の訓練にも慣れ、少しずつ気が緩み始める時期に、あえて分校生と邂かい逅こうさせることで、生徒の思考は大きく二つの流れに変わるのだ。

　分校生として訓練を積んだかつての敗者に、負けてなるものかと再び高みを目指すか。

　より気の緩みを大きくし、向上心を失うか。

　朔夜の求むる人材は前者だということは、言うまでもないだろう。

　先々のことを考えれば、この程度のことで弛し緩かんする者など必要としない。

「ところでリーリス。先日のことですけれど、私が素直ではないとは、どのような意図からの発言でしたの？」

「透とお流るにはそのまま理事長はいい子って思わせておいた方が、何かと都合がいいでしょ。特に、彼のようなお人好よしにはね」

　ぱちりとウインクをする黄金の少女へ、朔さく夜やは小さく肩を竦すくめる。

「……貴女あなたのような陰ひなたのある人に好かれて大変ですわね、九ここの重え透流も」

「女って生き物は、少しくらい裏表があるものよ。何より、あたしが彼のことを好きだというのは事実なんだから、それでいいじゃない。それとは別に、己の成すべき事のためにあたしは行動している。《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ至るために、ね。……ただ、それだけのことよ」

　まるでオペラでも歌うかのように胸に手を当て、空いた手を大きく広げ、大仰な仕草をしつつリーリスは自らの胸の内を語る。

　その言葉を朔夜がどこまで信じたかは、口に出さぬ以上は計り知れないが。

「じゃあ今度はあたしの質問よ」

　寸刻前までのリーリスは、既にそこには居ない。

　笑みを消し、目を細め、普段は透流たちに見せない表情がそこにあった。

「来るとしたら、今夜になるわよね？」

「あら、気づいていましたの？」

「あれだけ気配を撒まき散らしてるバカがいるのに、気づかないはずが無いでしょ」

　リーリスが何者かの気配を感じ取ったのは、臨海学校が始まって三日目の朝からだ。

　気配は、まるで生徒たちの動向を観察するかのように決して近づかず、遠間からただただその存在を感じさせるだけに留まっている。

「先の件から二ヶ月……。《装鋼の技師エクイプメント・スミス》が、何がしか行動を起こし始めたかと思って餌えさを撒いてみましたものの……」

　朔夜は期待外れだったとばかりに、うっすらと笑みを浮かべたまま首を振る。

「接触無し、ね。……ただ、いくら三み國くにを連れているからといって、貴女自らが餌となって夜歩きする必要は無いんじゃなくて？」

　侵入者の気配を感じ取ってから今日までの毎晩、朔夜は三國を連れて島内を散歩していた。リーリスの言うとおり、自らを餌としたのである。

「私か貴女か。どちらに用があるのかを知りたかったのですわ。……どちらに対しても行動を起こさないという、肩透かしな結果でしたけれども」

「どういう意図で動いているのやら、ね」

「私はどうとでも構いませんわ。良き贄にえとなればと、ただ望むだけですもの」

　十歳の少女とは思えぬ冷たい笑みを浮かべる朔夜。

　その笑みが崩れたのは、直後に昊こう陵りよう学がく園えん本校からの緊急通信によってだった。

「……救援要請とは、どういうことですの？」

　銃器を手にした正体不明の部隊から襲撃を受け、劣勢であるという報告に黒衣の少女の表情が怪け訝げんそうなものへと変わる。

《超えし者イクシード》──《Ⅳレベル４》が二名、《Ⅲレベル３》が十数名という、軍隊ならば大隊（三百人以上）に匹敵するほどの戦力を有する本校常駐の警備隊。加えて二年生、三年生といった訓練生も残っている本校から、救援が要請されるという非常事態の発生ともなれば当然か。

「──そう、狙ねらいは研究室ですのね。…………。わかりました、四十分持ち堪こたえなさい。三み國くにを向かわせますわ」

　通信を切ると、朔さく夜やは歯は噛がみする。

（狙いは私たちではなく、《黎明の星紋ルキフル》の研究データ──それも予想をしてはいたけれど……）

「随分な戦力を投入してきたようね。ここは、してやられたって言うべきところかしら」

　軽口を叩たたくリーリスを無視し、朔夜は傍そばに控えていた三國へと命令を下す。

「……三國、聞いての通りですわ。貴方あなたは今から本校へ向かい、襲撃者を掃討なさい」

「ですが朔夜様。こちらを襲撃されるようなことでもありましたら──」

　三國の懸念も無理はない。島の中に侵入者がいることは確かなのだから。

「状況からするに、璃り兎とを向かわせるわけにはいきませんわ。彼女では施設ごと破壊しかねませんもの。だからこそ、隠おん密みつ暗殺型の貴方に命じていますの。……それとも、私の指示に従えないと言いますの？」

「……そのようなことは決して」

　それでも尚なお、主を憂慮する三國へ向けて黄金の少女が口を開く。

「心配しなくても大丈夫よ。ここにはあたしやスタッフが、それと月つき見み璃兎も居るんだから。彼女、《Ⅴレベル５》なんでしょう。よっぽどの戦力でも回して来ない限り、こちらを落とすなんて不可能よ」

「……承知しました。朔夜様を何なに卒とぞよろしくお願いします」

「もちろんよ」

　壁に背を預け、リーリスはぱちりと片目を瞑つぶってウインクを送った。

　踵きびすを返し、三國が部屋を出て行く。

　リーリスは彼の背中など見送らず、窓の外へと視線を移していた。

（ああは言ったけど、どうにもイヤな予感がするのよね……）

　ここ数日、島の中で蠢うごめいていた気配は今も在る。

　けれどそれとは別に、言いようのない何かが胸を騒がせていた。

　朔夜とリーリスは互いに口を開かず、思案する。

　室内は長く沈黙に包まれていたが──

　やがて部屋の中に響いたノックが、静寂を破った。










■第六章『喰くい殺せ』





　俺の驚いた表情に、一瞬でみやびの顔色が変わる。

　やってしまったとばかりに、口元を手で隠すも──

　もう、遅い。

「聞こえ、ちゃった……？」

　俺は答えない。けれど沈黙こそが、答えだった。

　足元へ視線を落とし、俺へ向けてなのか、それとも自分へ対してなのか、言葉を続ける。

「あ、あはは……。聞こえちゃった、よね……。え、えっとね、本当は波の音に紛れて、聞こえないように言うつもりだったの。そうしたら透とお流るくんが、何て言ったんだって聞いてきて、ううん何でもないよって答えて……後で、いつもよりも頑張ったよねって自分に言えて……それで……それだけで、良かったの……」

「みやび……」

　呼び掛けると、みやびはびくんと肩を震わせ──

　ゆっくりと、顔を上げる。

「あの、あのね、透流くん……。聞いて、欲しいの……。さっき聞こえちゃったけど……。それでも、聞いて欲しいの……！」

　顔をこれ以上無いというくらいに真っ赤にし、それでもまっすぐに俺を見つめ──

　思いの丈を、伝えてきた。

「好き、なの……。まだ知り合って、短いけど……それでも、好きなの。わたしが居なくなるのは寂しいって、透流くんが言ってくれたあのときからずっと……好きだったの……。だから……だから、透流くんのことが……大好きなの!!」

　波の音が響く中でも、はっきりと届く告白。

　まっすぐな想おもいとともに、不安に揺れる瞳ひとみを向けられる。

　俺は──驚きと同時に、どこかでやっぱりという思いがあった。

　昼間、みやびと貝がらを探した際に、思い当たったことではあった。

　あのとき俺は、みやびは異性が苦手だから、その可能性は無いと断じた。

　だけどこれまでのことを思い返せば、頷うなずけることが幾つもある。

　俺と接している際に、彼女が見せた幾つもの表情がそれだ。手が触れて恥ずかしがり、頑張るねと気を引き締め、俺の何気ない一言へはにかむ顔が、次々と浮かぶ。

　すべては、俺への好意からのものだったのだ。

　俺の心は驚きから戸惑いへ、そして──困惑へと変わる。

（どう答えればいい……？）

　刹せつ那な──思考が顔に出る。出てしまう。

　不安を抱えて尚なお、俺を見つめ続けていたみやびは、その一瞬を見逃さなかった。

　しまったと思ったときには、既に遅く──

　トサッと音を立て、再びストローバッグが砂上へ落ちた。

　みやびの表情は、みるみるうちに泣き出しそうなものへと変わり──

　それでも精一杯に、笑った。

「あ……。あは、は……。やっぱり、そう……だよね……。わたしなんかに好きって、言われても……迷、惑……だよ、ね……。ご、ごめんね……！」

「みやび……!!」

　砂浜を駆け出すみやび。

　その名を叫ぶも、俺は追いかけることが出来なかった。

「みやび……」

　夕暮れの海岸で立ち尽くしたまま、小さくなっていく背中を見つめ、呟つぶやく。

　その姿が岩陰の向こうに消えた後、足元のバッグと散らばった中身を拾い集め──

　最後に、あの石を手にする。

　昼間、この石を見つけて手渡し、みやびが微笑ほほえんだときが遠い昔のように思えた。

　あの笑顔を、俺が壊してしまった。

「くそっ……！」

　石を握りしめる。

　後悔するも、時は戻らない。

　決して、戻らない。



　何な故ぜ、困惑したのか。

　それは俺が、《復讐者アヴエンジヤー》だからだ。

　復ふく讐しゆうという目的を胸に秘め、俺は昊こう陵りよう学がく園えんへと入学した。

　すべては、《力》を得るために。

　あいつが弱いと断じた俺の《力》で、妹の敵を討つために。

　だが俺は、昊陵学園で二年前に失われたはずの日常を手にしてしまった。

　温かく、楽しく、心地いい日々を。

　だが、それは必ずしも良しと言えるものでは無かった。

《力》を得て、あの言葉の意味を知り、復讐を遂げる──

　あの日からそれだけを望んで生きてきた俺の中で、迷いが生じた。

　再び手にした日常という温かさを、手放したくない。

　けれど日常に非ざる復讐という目的を、手放すわけにはいかない。

　日常と非日常──その境で、心が揺れ動く。

　揺れ動き、迷いはやがて恐怖へと変わる。

　心安らぎ楽しく笑える毎日が、いつしかあの夏の日を、怒りを、憎しみを、哀かなしみを、過去のものとしてしまうのではないかという恐怖へと。

　決して忘れてはならない。

　心の奥底へ沈ませてはならない。

　俺は《復讐者アヴエンジヤー》なのだから。

（そんなやつを……好きだなんて、な……）

　まっすぐに俺を見て、思いの丈を伝えてきた少女に俺はどう応こたえればいい。

　俺はみやびのことをどう思っているのだろうか。

　恥ずかしがり屋で大人しくはあるも、話していて楽しいし、頑張る姿はやる気を貰もらえるし、とても魅力的だ。

　何より、はにかんだ笑顔は見み惚とれるくらいに可愛かわいい。

　そんなみやびに好意を寄せられ、嬉うれしくないわけがない。

　少なからず好意を持っていることは確かだ。

　だけど、それでも俺は──

　復ふく讐しゆうを捨てることができない。



　日もそろそろ沈むかという頃ころ、小道を抜けて広場まで戻る。

　広場では本校、分校の生徒が入り交じって、夕食の準備を始めていた。

「九ここの重え、戻ったのか」

　準備をしていた女子──橘たちばなが小走りで駆け寄ってくるなり、訊きいてくる。

「みやびはどうしたのだ？」

「え？　みやびは先に──もしかして、戻ってないのか？」

「あ、ああ……。まさかとは思うが、はぐれたのか？」

　はぐれたならば、まだマシだと思った。

　俺の表情が歪ゆがみ、橘の顔色が変わる。

「……何か、あったのか？」

「これ、悪いけど持っててくれ！　探しに行ってくる！」

　みやびのバッグを橘に押しつけ、俺は来た道を引き返そうとするも、手を掴つかまれる。

「待て、九重！　私も一緒に行く!!」

　俺の表情から何かを察したのだろう。橘は真剣なまなざしを俺に向ける。

　そこへ、俺たちの大声を聞きつけたらしく、伊い万ま里りと美み和わも近付いて来た。

「なに騒いでるの、透とお流る、巴ともえ？　あれ、みやびは？　──はぐれたって……さすがに日が暮れるこの時間は危ないわね。いいわ、あたしが行ってくるから二人は待ってて」

「いいや、何と言われようと私は探しに行く」

　俺よりも早く橘が首を振り、言葉を続ける。

「私はみやびの《絆双刃デユオ》だ。彼女は私が自ら選んだ、大切なパートナーだ。伊万里、確かにキミの方がこの島は詳しいだろうが、それでも座して待つなど私には出来ぬ。だから申し訳ないが、探しに行かせてもらう！　行こう、九重!!」

　美み和わにバッグを手渡すと橘たちばなは小道を走り出し、俺もその後を追った。

「ちょっと！　待ち……よ！　アームバ………………！　…………っ!!」

　慌てる伊い万ま里りの声が、あっという間に途切れ途切れとなり、聞こえなくなる。

　終わりかける黄たそ昏がれの森を走る中、前を進む橘が振り返らずに尋ねてきた。

「九ここの重え、みやびとはどこではぐれたのだ……!?」

「……さっきお前たちと別れた坂道があるだろ。あの辺りだ」

　海岸から山さん稜りようまで、他ほかに道は無い。となれば少なくとも山稜から広場までのどこかで、みやびは本来の道を通らなかったということになる。

「そうか。では一度山稜まで戻るぞ。そこから、みやびが道を外れそうな場所を探していこう」

　山稜から分校までは少々わかりづらい分岐が何ヶ所かあり、おそらくはどこかで道を間違えたのだと思う。

　冷静さを失っていたであろうあの状況なら、それも仕方無い。

「何も聞かないんだな」

「…………。二人しか居ないのに、キミがみやびを見失う。何かあったのだろうとは思うが、私が立ち入っていい話なのかどうかがわからないからな」

　橘はみやびの気持ちを、知っているのかもしれない。

　いや、よくよく考えれば俺とみやびを二人にするよう話の流れを作ったのは、伊万里と橘だ。だから何があったのかは、予想していてもおかしくは無い。

「悪いな」

「キミが頭を下げる必要など無い。それよりも、今はみやびを見つけることが先決だ」

　念のため、坂は下らずに山稜から砂浜を見下ろすも、それらしい人影は見当たらない。

　海岸のさらに先──水平線に太陽が沈みかけ、空はいつの間にか夕ゆう闇やみと化していた。

　反対側──カルデラを見下ろすと、既にかなり薄暗くなって来ているのがわかる。

　もし昼間だとしても、木々に隠れてしまうためここから人の姿を見つけるのはまず無理だろう。

「急がなくてはな。夜になれば危険も増すだろうし……」

《超えし者イクシード》ではあっても、今のみやびが落ち着いて状況判断を下せるとは思えない。

　島に大きな獣は居ないと聞いたが、夜や闇あんの中を迷うのは危険だろう。

「戻る道で間違えそうな分岐は三ヶ所ってところか。……じゃあ、まずは最初の獣道へ入ろう。あそこは手前に似たような道が──ん？」

「どうした、九重？　行かないのか？」

　山稜から森へと下ろうとした橘を、手で制す。

「待ってくれ。今、あれは……人影、だよな……？」

「人影だと……？」

　俺の指す先──海側へ突き出た断だん崖がいに、人らしき影が見える。

　視界の端で一瞬何かが動いたために気づいたのだが、橘たちばなが目を向けたときには既に人影は見えなくなっていた。

「行ってみるか？」

　もしかしたら、みやびかもしれない。

　言外の意を察して橘が頷うなずくと、俺たちは崖がけへ向かって走り出した。



「この辺りだったよな」

　数分後、断だん崖がいへ辿たどり着くも、そこには誰だれの姿も無かった。

「行き違いになったのだろうとは思うが、足を踏み外したりなどは……」

「ま、まさか……」

　先刻のショックで自ら──というイヤな想像が脳裏をよぎり、崖の先端へと進む。

　足元に注意しつつ断崖の下を覗のぞき込むも、ごつごつとした岩場が見えるだけ。

《超えし者イクシード》とはいえ、海までは助走をしなければ届きそうにない。

「たぶん、移動したんだろうさ」

　背後から覗き込んでいた橘が、俺に同意する。

「どうする？　さっきのところに戻るか？」

「いや、この辺りから分校方面への道を探した方がいいだろう。戻ったとしても、私たちがここへ来るまでにすれ違っていない以上、無駄足になると思う」

　先刻までこの場に居たのがみやびだと考えるのならば、橘の言うとおりに動く方がいいだろう。

　首を縦に振り、断崖から立ち去ろうとしたそのとき──

　ジャリッ。小石を踏む音とともに現れた巨大な影が、俺たちの行く手を塞ふさぐ。

　無論、みやびではない。

　似ても似つかぬ巨体の男が、瞳ひとみに凶気を浮かべて俺を睨にらみ付けるように立っていた。

「久しぶりだなぁ、クソガキ。会いたかったぜぇ……」

「お、お前は……!!」

　下げ卑びた笑みを浮かべたそいつは、《生存闘争サバイヴ》に乱入して来た男に違いなかった。顔は当然のこと、特徴的な戦闘服と手にした突撃銃アサルトライフルが、二ヶ月前の記憶を鮮明に甦よみがえらせる。

「……九ここの重え。この男は、もしや……」

「ああ、例のやつらだ」

　男から目線を切らず、橘に頷く。こいつと顔を合わせるのは初めてでも、俺やみやびから話を聞いていたため、すぐに察しがついたのだろう。

「どうしてここに居る……!?」

「任務だよ、少し頭を働かしゃあわかるだろ。もっとも、俺の役目は既に終わったがな」

「──っ!!　リーリスに何かしたのか!?」

「ケッ、違ぇよ。今回、ブリストルのじゃじゃ馬は対象外ってやつさ。……っと、どうせ今から、死ぬてめぇには関係の無ねぇ話だったな」

　べろり、と男は汚らしく舌を出して唇を舐なめた。

「まったく、絵に描かいたような悪役のセリフを言ってくれるぜ。そこまで話したなら、任務の内容も言ってくれっての」

　毒づく俺へ、橘たちばなが囁ささやく。

「九ここの重え……」

「わかってる。何とか突破しないとな。このままじゃ圧倒的に不利だ」

　わざわざ俺の前へ姿を現したことから、戦闘は避けられないだろう。

　俺たちは崖がけの端に居る。つまりは始まる前から劣勢に立っているということだ。

　せめて地形的な不利を無くさないと、嬲なぶられることとなるだろう。

「感謝しろよ、クソガキ。てめぇをぶっ殺すためだけに、わざわざ何時間も掛けてこんな南の島まで来てやったんだからなぁ」

「オッサンにモテても嬉うれしくないけどな……」

　会話の中でも、男に隙すきは無い。銃口は常に俺たちへと向けられていた。

　俺への憎しみではらわたは煮えくりかえっているのだろうが、戦闘方面への思考は冷静なようだ。前回対たい峙じした際、俺を侮っていたために敗北したからこそだろう。

「相変わらず忌々しいツラをしてやがるぜ。だがな、この状況で何が出来る？　また足元をぶっ壊しでもするか？　《超えし者イクシード》とやらが数十メートル下の岩に叩たたきつけられて、死なねぇかどうかの実験をしてもいいんだぜ！　ギャハハハ!!」

　下品な笑い声が響き渡る。

「一つだけ答えろ。さっきまでここに居たのはお前か？」

「……バァカ。てめぇに答える義理なんか無ぇよ」

　嘲あざけるような表情。

　だが、一瞬だけ反応が遅れたことで、俺が見た人影はこの男じゃないと理解する。

　やはりあの人影は、みやびだったのだろう。

（みやびがこいつに会わなかっただけ、運が良かったのかもな……）

　ここで俺は気持ちを切り替える。みやびが心配なことに変わりはないが、今はこの男に集中しなければ危険だ。

「橘。俺が突っ込む。リーリスのときと基本戦術は同じだ。ただ、突撃銃アサルトライフルの銃弾すべてを防ぐのは無理だから──」

「わかった。私はキミの援護に入ればいいのだな」

　皆まで言わずとも、すぐ察してくれる。頼りになる仲間だ、と改めて橘に対して思う。

「さぁて……。そろそろ死んどけ、クソガキ」

　男が殺気を放ち、俺たちの死を想像してか、口元を歪ゆがませた。

　引き金に掛かった指が動き──

　ガガガガガガ!!　耳をつんざく銃撃音とともに、弾丸が殺意を乗せて放たれた。

「「《焔牙ブレイズ》!!」」

　ギキキィッ!!　橘たちばなの《鉄鎖チエイン》が、周囲を竜巻のように渦巻いて弾丸の軌道を逸そらし、幾つかくぐり抜けてきたものも、俺の《楯たて》でほとんど防ぐ。

「なんだとぉっ!?」

　男が驚くのも当然だ。

　弾丸のほとんどが、たった二つの《焔牙ブレイズ》によって落とされたのだから。

　多少のかすり傷を負うも、致命的なものには程遠い。

「今だ!!」

　動揺した瞬間を狙ねらい、俺は《楯たて》を構えつつ身を低くして突進する。

　男もさすがに歴戦の兵士といったところか。即座に我に返り、再び銃を構える──が、引き金を引くのを阻む一撃があった。《鉄鎖チエイン》の雫銅しずくどうが男の手を打ち、銃を取り落とす。

「こ、小娘がっ……!!」

　怒声があげられ、俺が男の懐へと入った瞬間──

「バァカ、わざと懐へ呼び込んだんだよ！」

「──っ!!」

　入ったと思った拳こぶしが躱かわされ、空を切った。

「前の闘いから考えると、《Ⅲレベル３》となった今は俺の方が身体能力は上のはずだ──とか考えているんだろう、クソガキィ……!!」

　避けたと同時にだろうか。男の手に、ナイフが握られていた。

　下から上へ──凶刃が走る。

　きわどいところで避けるも、体勢が崩れたところを殴られる。

「てめぇが強くなったこたぁ百も承知さ。何しろここ数日、俺はてめぇらガキどもをつぶさに見ていたんだからなぁ!!　だがな、こっちも《装鋼ユニツト》の調整が終わってんだよ!!　ヒャーハハハハ!!」

　ふらついたところへさらに数発の拳を受け、最後にナイフが降ってくる。咄とつ嗟さに《楯たて》で受けるも、続けざまに放たれたアッパーをまともに顎あごへくらってしまった。

「九ここの重え!!」

　崖がけの先まで吹き飛ばされた俺と入れ替わるように、橘が前に出る。至近距離で橘と男の攻防がめまぐるしく入れ替わる。ナイフが《鉄鎖チエイン》に阻まれ、鎌かまが空を斬きり、振るわれた巨大な拳を柔法で受け流す。刹せつ那な、巨体が宙に浮き──地面へと叩たたきつけられた。

　が──

「……甘ぇよ!!」

　激しく叩きつけられたにも拘かかわらず、男は即座に起き上がると同時に丸太のように太い足で蹴けりを放つ。

　橘は咄嗟にガードするも、吹き飛ばされてしまう。

「油断したよ。まさかあそこで反撃してくるとはね……」

　橘たちばなは倒れずに着地をしたが、蹴けりを受け止めた腕がだらりと下がる。

「くっ、橘……。うっ……」

　負傷した橘を闘わせまいと再び前に出ようとするも、視界が揺れ、膝ひざを突く。

　顎あごへの攻撃で頭を縦に揺らされ、脳しんとうを起こしていたのだ。

「ックク……いい様だぜ。そのまま大人しくしてな。これ以上無い苦痛を与えながら殺してやるぜ」

　ナイフの刃をべろりと舐なめ、いやらしく男が笑う。

「……難局、というやつだな」

　呟つぶやく橘の声色から、劣勢を感じているのがわかる。

　自身の腕の怪け我がと、俺の状態から状況を冷静に分析したのだろう。

「逃げてもいいんだぜぇ？　ただし、逃げられるものなら、な」

　逃げ場など無い。圧倒的有利な状況に、男が嘲ちよう笑しようする。

「……では、そうさせて貰もらおう」

「なぁっ!?」

　言うが早いか、橘が踵きびすを返して俺へ向かって駆け出した。

「……っく、クソがぁっ!!」

　男は驚きよう愕がくを見せるも、即座に橘の意図を察して銃を拾う。

「九ここの重え、飛ぶぞ!!」

　走ってきた橘が、スピードを殺さずに俺の体を抱きしめ──

　弾丸という嵐あらしが吹き荒れる中、崖がけの先へ──

　海へ向かって、飛んだ。







「──え……。──このえ……。目を、覚ましてくれ、九重……」

　頭上を通り過ぎるヘリのローター音。

　それに混じり、俺を呼ぶ弱々しい声が聞こえてくる。

（こ、ここは……？　俺はいったい……たしかみやびを探してて……）

　混濁する意識の中で、どうして自分がこんな場所で倒れていたのかを考える。

　気がつけば、俺は岩にしがみつくように倒れていた。

「──っ！　そうだ、あの男に！　それと橘は……っく……!?」

　記憶が鮮明になって半身を起こす際に頭部に痛みを感じ、触れるとぬるりとした感触が伝わってきた。

「すまない、な……。怪我を、させてしまったようで……」

　声を掛けられ、ここで初めて近くの岩に背を預けて倒れる橘に気づく。

「こんなの、ちょっと切っただけだから気にしないでくれ。パーカーがどこかいっちまったのは残念だけどな」

　崖がけの上から飛んだ俺たちは、数十メートル下の海へと落ちた。

　荒い波に揉もまれ、何度か岩へ叩たたきつけられる中でパーカーを失ったらしく、今の俺は上半身に何も着ていない。

「はは、それはすまないことを、したものだ……」

　俺は冗談っぽく言うと、橘たちばなに弱々しくも笑みが浮かぶ。

「いま俺が生きてるのは橘のおかげだ。本当にありがとな」

　もしあのまま闘おうとしても、怪け我がで片腕の使えなくなった橘と、脳しんとうを起こして動けない俺では、あの男に嬲なぶられることとなっただろう。

　だからこそ、即座に撤退を選択した橘の判断は正しかったと思う。

「それより、橘こそ大丈夫か？」

　橘もまた、海の中で血を多く流したのだろう。

　見るからに辛つらそうではあるが、橘は気丈にも笑みを見せる。

「ふふっ、もちろんだよ。私も何とか──ふぅ、ぐっ……!!」

　言葉途中で、橘の表情が苦痛で歪ゆがむ。

　断りを入れて触診すると、男にやられた肩は脱だつ臼きゆうしていて、岩へ打ち付けた何ヶ所かも痛むようだ。

「一番酷ひどいのは足首だな。たぶん折れてると思う。布があれば固定できるんだが……」

　みやびのことも心配だが、あの男が次にどんな行動を起こすかが分からない以上、早く分校へ戻らなければと思う。

　だからこそ早く応急処置をしたいのだが、足を固定させるための布が無い。

「九ここの重え、私のことはいい……。置いて、キミだけでも──」

「バカ言うな。女の子を一人、こんなところへ置いていけるかっての」

　怪我をしていることもそうだが、あの男が俺たちを捜し回っている可能性だってある。

　それなのに、橘を残していくわけにはいかない。

「…………。あ、ありがとう、九重……」

「当たり前のことだから、礼なんて言うな」

　それよりも今は布、もしくはそれらしき物が必要だ。

　何か近くに流れ着いていないかと、辺りを見回していると──

「……こ、九重。その、布代わりと言うのならば、私の…………を…………して使ってくれ……」

「え？　お前の何を使えだって？」

　波の音で掻かき消されたため、何を使えばいいのかがまったく聞き取れなかった。

　橘の顔を見ると、何な故ぜか非常に言い辛づらそうな表情を浮かべている。

「だ、だから……。わ、わ、私の……ス、ストッキングを、ぬぬ、脱がして使ってくれと言ったのだ……」

「そうか、ストッキングか。わかった！」

　弾性があり、長さも充分だ。包帯代わりに使うには申し分ない。

「…………。ストッキングを──脱がす？」

　ここで俺は我に返った。

「俺が？」

「し、仕方無いだろう！　自分でしたくとも片腕は使えないし、体を動かすと痛むし……」

　痛めた肩や体の怪け我がを考えると、確かに間違ったことは言っていないのだろうが──

「だ、だからキミの手で、私のストッキングを……脱がして、欲しい……」

　言葉途中で視線が下へ。

　自分がどのようなことを提案しているのか、橘たちばな自身もよくわかっているということだ。

「こ、これは緊急事態における、やむなき処置なのだ。キミだってわかるだろう……！」

「あ、ああ……」

　それでも──ごくり、と喉のどが鳴ってしまう。

　今は、妙なことを考えている余裕なんて無いはずなのに。

　提案した橘だって、変な意味で言っているわけじゃないと分かっているのに。

　それでも橘の提案は、俺を緊張の渦に叩たたき込むには充分なものだった。

　夕ゆう闇やみの中でも、その頬ほおが真っ赤に染まっていることがありありとわかる。

　もちろん、俺もだ。

「は、早く……脱がしてくれないか……？　で、できれば、優しく、頼む……」

「そのつもりだけど……。痛かったら言ってくれよ……？」

「わ、わかった……」

「それじゃあ……脱がすからな」

　覚悟を決め、俺はゆっくりとスカートの中に手を入れていく。

　橘は俺から視線を逸そらし、無言でいたのだが──

「んっ……」

　指先がストッキングの上端へ掛かると、びくりと肩を震わせる。

　驚いて指を離すと、申し訳なさそうに橘が俺を見て謝った。

「す、すまない。続けてくれ……」

　頷うなずき、改めて上端部分へ指を引っかけ、少しずつ下ろし始める。

「腰、少し上げてくれるか？」

「んっ……は、んぅ……こ、こう、か……？」

　僅わずかに腰を浮かしてもらうだけではあったが、呼吸が乱れる姿に心が痛む。

　けれど止めるわけにもいかず、再びストッキングを下ろし始めるも──途中、指が何かに引っかかった。

「なんだ？　紐ひも……？」

「──っ!!　ま、待ってくれ、九ここの重え！　そそ、それをそれ以上、引っ張らないでくれっ、それは私の、その……下……」

　慌てた素振りを見せるも、だんだんと声が小さくなっていく。

（私の下……？）

　今の状況から、その後に続きそうな言葉を考えてみて──

「あ……」

　思い当たって声に出してしまう。すると俺が気づいたことに橘たちばなも気づいたようで、恥じ入るように目を伏せる。

「うあっ、え、えーっとだな。あの、た、橘って大人っぽいから、そういうのっていいと思うぞ、うん！」

「な、何がいいのだ、ふふ、不ふ埒らち者！　変な想像をするな、破廉恥にも程がある！」

「う……。悪かった……」

　咄とつ嗟さにフォローを入れるも、逆に怒らせてしまった。

（口は災いの元、だな……）

　反省し、その後は無言で下ろすことを誓う──誓ったつもりだった。

「ふぅ……ん、あ……んぅううう……あ、あ、ひぁんっ……九重、指が、はぁんっ……」

「み、妙な声を出さないでくれ……」

　喘あえぎにも似た吐息を漏らされ、さすがに口に出す。

「妙などと言うな……！　さっきからキミの指が腿ももに当たって、こそばゆいのだから仕方無いだろう……。私はくすぐったいのが苦手なのだ……！」

　怒ったような困ったような、どちらとも言えない表情で俺を見る橘。

「ご、ごめん……。えっと、続けるぞ」

　ばつが悪い思いを抱えつつ、改めてストッキングを下ろし始める。

「んっ、はぁ……ぁ、んくっ……ふぁ、ぁ、ぁ、ぁあああ……」

　結局、どうあっても指は足に触れざるを得なく、橘も手で口元を押さえて我慢をしてくれはしたが、最後まで艶なまめかしい吐息は途切れることが無かった。

　おかげで俺は、しばらく橘の顔をまともに見れないような気がしたのだった。

「──よし。固定し終えたぞ。分校へ急ごう」

　やがて足首の固定とその他の怪け我がの応急処置を終え、橘を抱き抱える。

「こうして橘を抱くのも二回目か。前みたいに暴れないでくれよ？」

「抱っ……!?　へ、変なことを言うな!!　うっ、いたたた……」

「そ、そういう意味じゃないから暴れるな!!　とにかく、行くぞ。揺れるけど我慢してくれよな」

「う、うむ……。九重……。その、ありがとう……」

「気にするなって。さあ、急ごう！」

　俺は走り出す。分校へ向かって、全力で。

　しかし──

　数歩進んだところで足を止めざるを得なかった。

　岩場の陰に、見覚えのあるパーカーが流れ着いている様を見つけたために。

「「…………」」

「何て言うか……ごめん」

「何も言うな、九ここの重え……」



　山さん稜りようを越え、分校へ続く林道へ出ると、そのまま分校へ向かって走る。

　島の中は、明らかに異様な雰囲気に包まれていた。

　夜を迎えようというのに、鳥のざわめく声がそこらから聞こえてくる。

　何かが起こっている。

　それが何なのかは分からずとも、焦燥感に駆られる中、俺は走り続け──

「いやあぁああああああああっっ!!」

　突如、闇やみを切り裂いて響いてきた悲鳴に、足を止めることとなった。

「九重、今のは……!!」

　その悲鳴が誰だれのものなのか、俺たちは即座に気づく。

「みやび……!!」



　　　　　　◇



　時刻は、透とお流ると巴ともえが山稜にいた頃ころへと遡さかのぼる。

「失礼します」

　朔さく夜やとリーリスの居る執務室へ、スタッフに連れられて入って来たのはポニーテールの少女だった。

「どうかなさいまして？」

　本校で非常事態が発生したことで、朔夜は顔に出さずとも苛いら立だっていた。

　けれども声には怒りの気が混じり、部屋へ入ってきた二人は一瞬だが気圧けおされる。

（あはは……。十歳なんて到底思えないわね）

　目の前の少女に対して思うも、伊い万ま里りはすぐに気持ちを切り替え、用件を切り出す。

「すみません。本校の生徒が一人、森ではぐれてしまってまだ戻って来ないので、申し訳ありませんが端末を貸し出して頂けませんでしょうか？」

　透流と巴が駆け出したとき、二人へアームバンドの発信器のことを伝えるも、声は届かなかった。伊万里は追いかけるのではなく、すぐにスタッフへとみやびの件を伝え、こうして受信機である端末の貸し出し許可を貰もらいに来たのだ。

「……わかりましたわ。こちらへ用意しなさい」

　内心ではこのようなときにと思いつつも、朔夜は意識を切り替えてスタッフへ命じる。

　残された伊い万ま里りは居心地の悪さを感じていた。

　部屋の主と先客二人はまったく口を開かず、とにかく空気が重い。

　学園最高権力者であるにも拘かかわらず、弱冠十歳という天才少女。

　もう一人は、執事服に身を包んだ少女。

　最後の一人は、《特別エクセプシヨン》の異名を持つ《銃ライフル》使いの少女。

　朔さく夜やという人物は、ほとんど言葉を交わす機会が無いこともありよくわからない。

　サラは口数が少なくとも、黄金の少女に忠誠を誓っていることは見ていてわかる。

　リーリスだけは、ここ数日の付き合いで何となく理解していた。

　マイペースで少々我の強い部分はあるも、基本的にさばさばとした気さくな性格のため他ほかの生徒との関係は良好。美人であり、本人も自覚をしてはいるものの、それを鼻に掛けるようなことはない。自分へ確かな自信があるのだろう。同い年とは思えないほど、彼女には余裕を感じる。

　そしてもう一つ──透とお流るへの好意を周囲にまったく隠そうとしていない。

　以上が、伊万里の目から見た三人の人物観である。

（深刻な話でもしてたのかな……？）

　二人の雰囲気から、何かあったのだろうとは考えるも、まさか本校が襲撃されているなどと伊万里には思いも寄らなかった。

　沈黙の中、伊万里は黄金の少女にちらりと目を向ける。

　伊万里自身、透流と接することの多さ故にリーリスとも言葉を交わし、その人柄へ好意的な感情を持っているのだが、三人が口を開かぬ以上は自分も開きづらい。

　そこへ、リーリスその人が沈黙を破る。

「……伊万里、いったい誰だれがはぐれたの？」

「あ……。えっと、みやびよ。今は透流と巴ともえが捜しに出てるわ」

「そう。透流らしいわね」

　外を見てくすりと笑う様に、伊万里は少しだけ部屋の空気が軽くなったように思えた。

　直後に、先ほど部屋を出て行ったスタッフが端末を手に、戻ってくる。

「ありがとうございます。それではこれで──」

　失礼します、と言って頭を下げようとした矢先だった。

「──っ!!」

　ガタンッ。突然、窓に駆け寄り、険しい顔を外に向けるリーリス。

　彼女の表情に、伊万里は自分が部屋を出ようとしていたことを一いつ旦たん置くことにし、様子をじっと目す。

「……やられたわ。まさかＨＡＬＯヘイロウで来るなんてね……」



　高高度降下低高度開傘──通称、ＨＡＬＯ。

　一万メートルほどの高さを飛行する航空機より飛び降り、地上三百メートルほどでパラシュートを開く降下方法。リーリスでも気配を察することの出来ない距離からの潜入に、島は混乱の渦へと飲み込まれようとしていた。



　一方、広場では夕食の準備中であった多くの生徒たちが、パラシュートの開傘音で異常に気づく。誰だれかが夜空を指し、何かが降ってくる様を目にするも、それがＨＡＬＯヘイロウであると理解した生徒はほとんど居ない。

　後々のカリキュラムに入っているが、現時点ではまだ教わっていない技術のため、それも仕方のないことと言えよう。

　けれど、昊こう陵りよう学がく園えんを卒業している教員やスタッフは違う。即座にＨＡＬＯと認識し、臨海学校の訓練予定には無いことから異常事態の発生と判断する。

　次々と着地する侵入者たち。彼らは一様に機械的なデザインの戦闘服に身を包み、口元しか見えないヘルメットを被かぶり、突撃銃アサルトライフルを手にしていた。

　事態の見えない生徒達はざわめくも、誰もが動けずに侵入者を見つめる中──

　射撃閃光マズルフラツシユとともに、銃弾が放たれた。

　次々と上がる悲鳴──それも、連日訓練をともにする仲間のものとあって、生徒たちは恐慌に陥った。

　誰かが逃げろと叫び、恥も外聞も無く多くの者が逃げ出す。食材の入った箱を蹴けり倒し、飯はん盒ごう用の焚たき火びを踏みにじり、我先にと無様に逃げ惑う。たとえ《超えし者イクシード》としての訓練を受けていようとも、現状はただの訓練生だ。命懸けとなる実戦へ唐突に放り込まれ、闘う意志を発することが出来る者など、ほんの一握りしか居ないのが現実である。

　その一握りである小柄な少年──トラは《印短刀カタール》を手に、男たちを睨にらみすえる。

「貴様らか……!!　ふんっ、先の借りを今ここで返してやる!!」

　火の粉が舞い散る中、トラは《絆双刃デユオ》であるタツや教員たちとともに立ち向かう。

　襲撃者たちの懐へ飛び込み、駆け抜けて刃を振るうことで乱戦へ持ち込む。敵味方が入り乱れることで、同士討ちを避けるために襲撃者たちは銃を使えなくなり、闘いは近接武器が主体となる。

　トラの奮戦する様は、まだ訓練生だとは思えないほどだ。

（……む？　あれは──）

　乱戦の中、トラは広場の端で怯おびえた表情で立ち尽くす女子──みやびに気づいた。

　彼女へ近づく戦闘服の男が一人、居ることにも。

「い、いやぁああっ!!」

　森の中へとみやびは駆け出し、男が後を追う姿にトラは走り出す。

「……ふんっ、世話の焼ける女だ」

　舌打ちを残し、トラもまた夜の森へと姿を消した。



《装鋼の技師エクイプメント・スミス》が送り込んできた部隊は、圧倒的な勢いで広場を蹂じゆう躙りんする。

　立ち向かう教員やスタッフも善戦するも、次第に劣勢と化していく。

　自分たちは殺される。

　生徒の大半が恐怖に絶望し始めるこの状況下──

　唯一、笑みを浮かべる人物が在った。

「くはっ、くははっ……！　おいおいおい！　派手にやってくれんじゃねーか、おい！　こんな招待客が来るなんて聞いてねーぞ。聞いてねーが……面白れぇだろうが!!」

　うさぎ耳のヘアバンドを着けた、まだ少女の面影が抜けきっていない教員が笑う。

　これより始まるであろう戦闘に血が滾たぎる。

「ウチのガキどもへ何しやがるとか、ドーリョーをよくもとか、まあ言いたいことはいろいろあっけどな。とりあえず、久しぶりにマジでやらせてもらうとすんぜ……!!」

　うさぎ耳の少女──月つき見み璃り兎とが、手にした《牙剣テブテジユ》を振るう。

　近くにいた戦闘服の一人は、間合いの外へ飛んで回避した──つもりだった。

　突如、刃が分離し、間合いが伸びた。

　襲撃者は璃兎の攻撃を避けきれず、血飛沫しぶきが舞う。

　璃兎の《焔牙ブレイズ》は《牙剣テブテジユ》ではなく、《蛇腹剣スネイク》であったのだ。剣身の三分の二ほどが鋼線によって繋つながる幾つもの刃に分離し、鞭むちのように扱う武器──透とお流るたちとの闘いでは見せなかった手の一つだ。

「くははははっ！　オラオラオラ、掛かってきやがれぇ!!」

　狂気の兎うさぎが月夜に跳ねる。

　手にした剣が振るわれる毎ごとに襲撃者が一人、また一人と倒れていく。

「この女だけは別格だ、注意しろ！　ガキどもと違って殺していい！」

　リーダーらしき男の指示に、襲撃者たちは散開して璃兎から距離を取ると、銃を乱射し始めた。

《Ⅴレベル５》という《高位階》の璃兎であっても、さすがに常人とは比べものにならない戦闘力を持った襲撃者──それも二ヶ月前に見たときよりも遥はるかに強さを増している相手が、両手両足では足りぬ数で、しかも銃を手にしているとあって手こずっていた。

　負けるとは思わずとも、このままでは被害が拡大するのは確実である。

　乱れ飛ぶ弾丸を避けて走り、《蛇腹剣スネイク》で叩たたき落とす中で、璃兎は舌打ちする。

「ったく、ウゼェな。……しかし、これだけ派手にドンパチやってんのにクソメガネが出てこねーってことは──使っていいってことだよな」

　広場で過ごしていた璃兎は、本校への襲撃はおろか三み國くにが島を離れたことを知らない。

　が、この状況下において何の指示も無いのならば、構わないと判断を下し──叫ぶ。

「喰くい殺せ──《狂蛇環ウロボロス》!!」

　駆逐破壊型と呼ばれる璃兎の《焔牙ブレイズ》が、《力ある言葉》によって真の力を解放される。

　異形──

　その姿に襲撃者たちは圧せられ、引き金を引く力が緩む。

　己の目にしているものが、幻覚ではないかと彼らに現実を疑わせた。

　璃り兎との手にした《蛇腹剣スネイク》は、剣身が三分の一ほどの長さとなっていた。

　では、失われた残りの三分の二は？　──答えは璃兎の頭上にある。

　天へかざした手の先で、まるで自らの尾を喰くらう蛇の如ごとく、輪を作るようにして回転していた。宙に浮く直径三メートルほどと化した環状の刃を目にし、歴戦の兵士である襲撃者たちは背に薄ら寒いものを感じる中で──

　璃兎は凶笑を浮かべた。

「さあ踊り狂おうぜ、月の兎うさぎとともに!!」



　蹂じゆう躙りんされる一方であった昊こう陵りよう学がく園えんサイドは、璃兎の《焔牙ブレイズ》によって反撃に転じた。

　宙を駆ける刃は璃兎の意志によって動き、次々と襲撃者を切り裂き、叩たたきつぶしていく。

「すごい……。《焔牙ブレイズ》が、あんな《力》を持ってるなんて……」

　執務室から広場での戦闘を見つめ、驚くのは伊い万ま里りだ。今は外に出ない方がいいとリーリスに引き留められ、部屋の中から外の状況を見ていたのだ。

　もしも伊万里が広場に居たとして、今ほど平静を保っていられるかはわからない。

　窓という額縁を挟むことで、目の前の光景を多少だが落ち着いて見ることができていた。

「データでは知ってたけど、凄すごいものね」

「精度の低さが玉に瑕きずですわ」

　リーリスの呟つぶやきへ、自身の感想を重ねて朔さく夜やは会話をする。

　けれど現状では、これ以上無く頼もしい存在であることも確かである。

　しかし──《狂蛇環ウロボロス》の欠点と、璃兎の好戦的な気質、そして激しい銃撃戦という条件が重なり、また一つ新たな危難が発生していた。

　ドズン……!!　廊下から小規模の爆発音と、振動が響いてきた。

「な、何者だ貴様らっ!!」

　直後、執務室前で待機していたスタッフの怒声が、次いで剣けん戟げきが聞こえてくる。

「……やれやれ、ね。本校も外の連中も、両方が陽動だったってわけね」

　本校への襲撃は、最も力を持つ三み國くにが島を離れざるを得ない状況を作り──

　分校への襲撃は、残された強者たる璃兎の目を外に引きつけ──

　時間差で潜入した者たちが、真の目的へ狙ねらいを定めて動く。

　すべてが、敵の手のひらの上であった。

「朔夜、あなたは地下へ。そこのスタッフさんは、船の操縦できるわよね？　朔夜について行きなさい。伊万里、あなたはサラを連れて外へ。悪いけど窓から出てくれるかしら」

「わかりましたわ。後はお任せしますわよ」

　指示をそれぞれに出す黄金の少女へ、朔夜は一いち瞥べつして一言残し、スタッフを連れて出入り口とは別の扉の奥へと姿を消す。扉の先には階段があり、緊急避難通路へと繋つながっているのだ。

「後は任せるって……あなたはどうするつもりなの、リーリス？」

「ここで闘うに決まってるじゃない」

　襲撃者の真の狙ねらいがわからぬ以上、朔さく夜やを逃がすことをリーリスは最優先にする。

　もしも自分がターゲットならば、ここで返り討ちにすれば済むこと、と考えつつ。

　さも当然のように笑みを浮かべ、黄金色の髪イエロートパーズを大きく払うリーリスへとサラが驚く。

「お嬢様っ!?　そんな、お嬢様が残るのでしたら、私も──」

　戸惑う執事から、ポニーテールの少女へとリーリスは顔を向ける。

「伊い万ま里り。手間を掛けるけどよろしくね。それと──透とお流るにこの状況を伝えてちょうだい。端末それがあるから、この状況でも何とか見つけられるでしょ」

「わ、わかったわ！」

　ここで透流を連れてきたとしても、大きく戦況が変わることはないだろう。透流と同じ《Ⅲレベル３》のスタッフたちが倒れる様を見ていた者ならば、誰だれもが口を揃そろえてそう言うはずだ。

　──が、リーリスは違った。透流ならばきっと、という思いがある。

　伊万里はその思いを感じ取り、力強く頷うなずいた。

「透流を連れて、すぐに戻ってくるわ」

「期待してるわ。あんまり遅いと、二人が戻ってくる頃ころにはティータイムの準備が終わってるかもしれないけどね」

　ぱちりと片目を瞑つぶるリーリスへ、伊万里は小さく笑うとサラを抱えて窓から飛び出し、外の混乱の中を駆けていく。

「さて、と……」

　二人の姿を見送ると、リーリスはゆっくりと振り返る。

　黄金の少女の視線が向けられた先、部屋の扉は開かれていて──

　そこには射るような双そう眸ぼうを持つ少年が、配下を引き連れて立っていた。

「悪いけど、ここは通行止めよ」

「フフ、それはそれは……まさか貴女あなたが足止め役とは意外でしたよ、ミス・ブリストル。お会いできて大変光栄です。私の名は《Ｋ》──以後、お見知りおきを」

　態度から伝わる慇いん懃ぎん無礼さに、リーリスは不快感を覚えて眉まゆをひそめる。

「さて、ミス・ブリストル。せっかくお会い出来たばかりで申し訳無いのですが、私たちはこれより《装鋼の技師エクイプメント・スミス》殿の元へ、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》をお連れしなければならないのです。今回は貴女をご招待せよとの指示を受けておりませんので、そこをどいて頂けると話が早くて助かるのですが……」

　銃声が響き、床に穴が穿うがたれる。

「二度も言わせないでもらえるかしら。最初に通行止めって言ったわよ」

「残念ですが、私もここで頷いて帰るわけにはいかないのですよ」

「それなら、覚悟して掛かってきなさい。今日のあたしは可愛かわいいあの子を護まもるため、エネルギー充填済みなのよ」

　ぱちりとウインクをし、リーリスは銃口を《Ｋ》たちへ向けた。

「仕方がありませんね」

　交渉決裂──もとより少年も交渉が成り立つなどとは考えていない。

《Ｋ》の言葉に合わせ、背後に控える三人の部下が無言で前へ出てくる。

　射るような双そう眸ぼうが見守る中、三対一の闘いが始まった。

　さして広くない室内ということもあり、リーリスは《銃ライフル》を棍こんのように扱うことを選んだ。多数が相手という状況は不利ではあったが、それでも銃弾を放つなり、位置取りを工夫して壁や執務机を利用し、三者同時に攻め込めぬよう奮闘する。

「すばらしいですね。流石さすがは《特別エクセプシヨン》と呼ばれるだけのことはある」

　刃を《銃ライフル》で防ぎ、華麗な足技を披露する様に、敵である《Ｋ》ですら感嘆した。

「──とはいえ、こちらも愚図ついている時間はありませんのでね」

《Ｋ》は、任務を遂行することが最優先であった。

　だからこそリーリスを相手にして時間を浪費し、朔さく夜やを逃がしてはならないことは当然のことであり──手早く済ませるため、銃を構えた。

　先刻、執務室まで爆発音を響き渡らせた銃──グレネードランチャーを。

　引き金が引かれる寸前、リーリスは《Ｋ》の構える姿に気づき、驚きよう愕がくする。

「っっっ!!　洒落しやれになってないわよ、それ!!」

　直後、凄すさまじい音とともに扉が吹き飛び、校舎が震えた。










■第七章『飛ぶぞ！』





　怖い──怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い。

　夜の森へと逃げ出したみやびの心は、完全に恐怖で埋め尽くされていた。

　後ろから、追われている気がする。

　あの戦闘服の男が、追い掛けてきている気がする。

　何度も振り返るが、闇やみに包まれた森が見えるだけ。

　けれどみやびには、まるで闇が追い掛けてきているかのように見えた。

（どうして！　どうしてあの人たちが居るの!?　ヤだよ、もうヤだぁっ……!!）



　時は夕刻に遡さかのぼる──

　透とお流るの前から走り去ったみやびは、気がつくと断だん崖がいに出ていた。

　言葉にするには、あまりにも美し過ぎる夕陽の沈む光景を前にし、ぽろりと涙がこぼれ落ちる。

　一度堰せきを切ってしまえば、後は溢あふれるだけ──その場に座り込み、涙を流す。

　閉じた視界の中で、先ほどの透流の表情が思い浮かぶ。

　自分が想おもいを伝えたことで、困らせてしまった。

　表情から、透とお流るが自分のことをどう思っていたのかを、みやびは察した。

　心のどこかで、期待していなかったと言えば嘘うそになる。

　透流はいつも優しかったから。

　誰だれに対しても優しいことを、知っていたはずなのに。

　忘れようのない絶景は、みやびの心に苦い思い出として残ることとなった。



　日が半ば沈みかけた頃ころに少しだけ気持ちが落ち着くと、みやびは分校へ戻ることにした。

　このとき、立ち上がったみやびの姿を遠目に透流が見つけるも、僅わずか数分の差ですれ違いとなってしまう。

　透流と巴ともえが自分を探し回っているなど露程も知らず、みやびは断だん崖がいを離れ、山さん稜りようを下り、森の小道を歩く。

　帰りづらい気持ちはあったが、みんなを心配させているだろうという思いが、なんとか足を前に進ませるも、一歩一歩がとても重い。

（何て言えばいいのかな……）

　伊い万ま里りは頑張れと言っていたが、決して告白しろとの意ではないことくらい、みやび自身も分かっていた。

　二人だけの思い出を作り、これまでよりも少しだけ距離を縮める。

　少しずつ距離を縮めるための機会をみんなが協力して作ってくれたというのに、愚かな自己満足のために呟つぶやいた一言が、すべてを台無しにしてしまった。

　帰りたくない。けれど帰らなくてはならないだろう。

　報告したくない。けれど報告しなくてはならないだろう。

　相反する重い心を引き摺ずり、広場へ戻ったみやびを待っていたのは、恐慌に陥って逃げ惑うクラスメイトの姿と、戦闘服の男たちの姿だった。



「あぅっ……!!」

　何かに躓つまずき、みやびは転倒した。

　今転ばずとも、気が動転したまま闇やみ夜よの森を走っていれば、いずれは木の根や土の窪くぼみに足を取られていただろう。むしろ、ここまで転ばず走れたことが奇き蹟せきと言えるほどだ。

　逃げなければという思いから、立ち上がろうとする。

　けれど足が震え、立てずに再び転んでしまう。

　足だけではなく、全身が震えていた。

　何とか体を起こすもへたり込むのが精一杯で、立ち上がれそうに無かった。

　最初に転んだときに膝ひざを擦り剥むいているのだが、今はその痛みを感じる余裕も無い。

　ひゅうひゅうという聞き慣れない音が、自分自身が漏らす恐怖からくる過呼吸だということにすら、気づかない。

　振り返って背後の闇やみを怯おびえた瞳ひとみでただただ見つめるも、何の影も動かなかった。

（助かった……の……？）

　歯の根が合わない中で、考えたそのときだった。

「ククク、まさかこんなところで、あのクソガキの連れを見つけるとはなぁ……」

　みやびの全身が総毛立つ。

　恐怖の根源とも言える声は、決して忘れ得ないものだった。

　震えつつ声の方向へ──正面へ視線を移すと、悪夢がそこに立っていた。

「──っっっ！　いやあぁああああああああっっ!!」

「うるせぇっ!!」

「っ、かはっ……!!」

　悲鳴は強制的に止められた。戦闘服の男がみやびの喉のどを掴つかむ。

「キンキン叫ぶんじゃねぇ!!　こっちはてめぇの男が逃げたおかげで苛いらついてんだ、傷が疼うずいて気が狂いそうなんだよぉっ!!」

「ひっ……！」

　強い怒気に当てられ、みやびは声を失った。

　その様子に、男は満足そうに笑って喉を掴む力を僅わずかに緩める。

「クク……そうだ。男の不始末をおめぇに責任取らせてやる。この俺の疼きをぶち込んでやる、ぶち撒まけてやる!!　何度も、何度も、何度も!!　だが喜べ！　おめぇは殺さずにおいてやる！　俺に感謝しろ、クソガキへ泣いて報告しろ!!　ヒャーハハハハ!!」

　みやびの心を絶望が支配する。

　こんな森の中では、どれだけ泣き叫ぼうとも助けが来ないことなどわかりきっている。

（た……助けて……透とお流る、くん……）

　これから自分の体は汚され、心には決して消えることの無い傷が刻まれる。

　その恐怖から逃れようと、みやびは自分の意識をふっと遠のかせていった。

　気を失う寸前、叫び声のようなものを耳にした気がし──

　突如大きく体が揺れたことで、急速に感覚を取り戻す。

　一瞬、ふわりと宙に浮くような感覚の後、みやびの体は誰だれかに抱き留められる。

　自身を毒どく牙がに掛けようとする腕かと思い、体が縮こまるも──何かが違った。

　抱き留める腕はとても温かく、優しさが伝わってくる。

（誰、なの……？）

　ゆっくりと瞼まぶたを開けるみやびの瞳ひとみに映ったのは──透流だった。



　　　　　　◇



　先に行けと叫ぶ橘たちばなを置いて林道から声の聞こえた森の中へ入ると、戦闘服の男がみやびの首へ手を掛けて高笑う様が目に映った。

　次の瞬間、俺の頭の中は真っ白になり──気がつけば男を殴り飛ばしていた。

　男が数メートル先まで吹き飛び転がる姿を見て、すぐにみやびへ振り向く。

　まるで糸の切れた人形のように、ふらりと倒れゆく体を咄とつ嗟さに抱き留めると、幾度も呼び掛ける。

「みやび、みやび……！　大丈夫か、みやび!!」

「とお、る……くん……？」

　まだ意識が混濁しているのだろう。目を開けたみやびは、途切れ途切れに俺の名を口にした。

（よかった……！）

　思わず抱きしめたくなるも、背後からの音を耳にして我に返る。

「みやび、少しだけ待っててくれ」

　いまだぼんやりしたままのみやびの肩を軽く叩たたき、俺は立ち上がった。

「こそこそ逃げ回ってるかと思えば、あと少しでぶち込めるところで邪魔しに現れやがって、クソガキがぁ……」

「……黙れ」

「んだとぉ!?　てめぇ、のこのこ現れた以上、今度こそ──」

「黙れって言ってるだろ、このクズ野郎！　それ以上喋しやべるな！　臭い息を吐くな！　よくもこの子を、みやびを傷つけようとしやがったなっ!!」

　俺の言葉が、俺を刺す。

　この男よりも先に、みやびを傷つけたのは俺なのだから。

　怒りが渦巻く。俺への、男への怒りが胸の中で荒れ狂う。

「うぅううううううるっっっせぇええええええええっっ!!」

　負の感情に支配された男が、ナイフを手に飛び掛かってくる。

　けれど俺も同じ──いや、それ以上にドス黒い感情によって突き動かされていた。

《焔牙ブレイズ》を具現化することすら忘れ、俺もまた、飛び掛かる。

　ナイフが肩を掠かすめ、ほぼ同時に放った拳こぶしが男の頬ほお骨ぼねを砕く。

　男はよろめくも踏みとどまり──そこへ俺の拳が嵐あらしとなって、容赦なく叩き込まれる。

　何発も、何十発も。そこには技など無く、ただ力任せに怒りを叩きつけるだけだった。

「が、はぁっ……！　ぐ、グゾ、ガキ、がぁっ!!」

　再び地に倒れるも、戦闘服の男はふらつきながら立ち上がり──

　最初に殴り飛ばされた際に取り落とした突撃銃アサルトライフルへ向かって、飛んだ。

　しまったと思ったときには既に遅く、男は手にした銃を構えていた──それも、みやびへ向かって。

「ク、クク……動くなよ、動いたらどうなるかはわかってるよなぁ……!!」

　距離にして数メートル。しかし俺が僅わずかでも動けば、男は容赦なく引き金を引くだろう。

　完全に形勢逆転というやつだった。

「くっ……！」

　動けない。俺の反応で、男も自分が絶対的優位に立ったことを確信し、ナイフを構える。

　瞬刻、夜の冷たい空気を、闘いの熱気を切り裂く音がし──

《鉄鎖チエイン》が銃を持った腕へと絡みつき、男を後方へと引く。

「なぁっ!?」

　投げられたナイフは、俺という的から程遠い木へと突き刺さる。

　男の目が後方──《鉄鎖チエイン》の使い手へと向けられると、そこには大切な友人のため、怒りに震える瞳ひとみがあった。橘たちばなが怪け我がを押して追いついたのだ。

「この下げ衆すめ!!　私の友に手出しはさせん!!」

「黙れメスガキィ！　てめぇも犯──」

「……黙るのはお前だと言っただろ」

　男が再び俺へと目を向ける。懐には、既に俺の姿があった。

　弓を放つかのように拳こぶしを引き絞る、俺の姿があった。

　力を、解き放つ──ドス黒い、怒りという感情を乗せて。

　拳は男の戦闘服を破砕し、吹き飛ばす。

「待たせたな、みやび。もう大丈夫だぞ」

「遅くなってすまなかったな、みやび」

　俺たちが駆け寄ると、放心していたみやびの瞳が、じわりと潤む。

「と、とお、くんっ、ともえ、ちゃ……わたしっ、こわ、かった……も、ダメなんだって、でも、ふたり、来て……それ、で……ごめん、なさい、透とお流るくん、ごめんなさい……」

　もはや自分でも何を言ってるのか、わかってないのかもしれない。

　みやびはただただ、涙を流す。

　今の闘いで俺は怪我なんてしてない──

「みやび、謝らなくていい。俺は──」

「あ……あ、ああ……」

　言葉途中に、みやびの表情が変わっていく。

　驚きよう愕がくと恐怖に。青あお褪ざめた顔は俺の後ろへ向けられていて──

「ぐるぁあああああっっ!!」

　もはや正気の光を宿さぬ濁った目が、俺をねめつけていた。

　振り上げた手にはナイフが握られ、刃が鈍く光る。

　避けられない。避ければ凶刃は俺の目の前の女の子を、いとも容易たやすく切り裂くだろう。

「みやびっ!!」

　刹せつ那な、俺はみやびを庇かばい抱きしめる。

　だが──いつまで経たっても、ナイフが振り下ろされることは無かった。

　どういうことだと、ゆっくりと振り返ると──

「……が、あ……ぁ……ぁ……」

　戦闘服の男は体を震わせ、ナイフを振り上げたまま立ち尽くし──

　その胸を貫く、《印短刀カタール》の鋭い切っ先が目に入る。

「ふん、どうやら間に合ったようだな」

　巨体が地響きを立てて倒れると、その先には友人の姿があった。

「トラ……!!」

　今度こそ男が完全に気絶したことを確認し、俺はトラが何な故ぜここに居るのか、分校で何が起こっているのかを聞いていた。



「──事態は俺たちの想像以上に厄介なことになってるってことか……」

　目の前で倒れている男と、同様の戦闘服に身を包んだ者たちの襲撃。

　多くの怪け我が人にんが出て、下手すれば死人まで出ているとの話に、声を失う。

「その中の一人が、穂ほ高たかを追う姿が見えたからな。それで僕も追ってきたというわけだ」

　途中で襲撃者に追いつき、倒してから再びみやびを追ってきたら、この場に辿たどり着いたらしい。

「少々手こずったおかげで、追いつくのが遅くなってしまったがな」

「助かったから問題無いさ。ともかく、みやびのために動いてくれて、本当にありがとな。もしお前が追い掛けてくれなかったら……」

　言葉を切り、背後で橘たちばなに肩を抱かれているみやびを見る。

　恐怖から解放され、再び泣き出してしまったのだ。

















「礼など要らん。手の届かぬところであろうと、この女に何かあれば貴様は気に病むだろうと思っただけだ」

　確かにそのとおりだろう。

　だからこそ、トラという大切な友人が取ってくれた行動に俺は感謝する。

「とにかく分校へ向かおう。今は少しでも戦力が必要になるだろうし」

「待ってくれ、九ここの重え。私もそうしたいのはやまやまだが、今のみやびを連れて行くわけには……」

「そうだな。みやびには、どこか安全な場所で隠れていてもらう方がいいか。それと橘たちばなも、その怪け我がじゃ一緒に行くのは危険だな」

「わ、私はこの程度の怪我くらい……！」

「無茶を言うなって。もともと動くのすらきつい状態だっただろ」

　俺たちを助けるためとはいえ、さっき無理したおかげで怪我も悪化しているはずだ。

「俺たちだけで行ってくるから、橘はみやびと一緒にどこかへ──」

「……隠れるのはいいが、もしこいつの仲間に見つかったらどうするつもりだ？　橘も穂ほ高たかも、今は闘うどころか抵抗できるほどの力など無いだろう」

　トラの言うとおりだ。

　二人を置いていくわけにはいかず、けれど連れて行くわけにもいかず、俺は悩む。

「じゃあ、俺が一人で行──」

「バカを言うな。あの状況へ貴様一人を向かわせてなるものか」

　トラの口調から譲る気は一歩も無さそうだった。

　そのとき、俺の名を呼び、駆けてくる二人──いや、三人の女の子の姿がある。最後の一人は、ポニーテールの少女に抱えられた、執事姿の女の子だった。

「ユリエ、伊い万ま里り！　それに……サラも！　よく俺たちの居場所がわかったな」

　少しばかり息を切らせ、走ってきた三人に驚く。

　今居るこの場は、林道からも遊歩道からも外れた場所だからだ。

「これを使ったのよ。ほら、初日の《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》で使った……」

　島に到着した日、伊万里と闘い終わった後に見せてもらった端末が、再び彼女の手の中にあった。

「……申し訳ありませんが、お嬢様の件を」

「あ、そうね。ごめんなさい」

「リーリスに何かあったのか……？」

　口調はそれほど変わらずとも、表情から焦りを隠せないサラに俺は異変を感じる。

「実はね──」

　伊万里の話に、先刻のトラの話と同じ──いや、もしかしたらそれ以上の衝撃を受ける。

　執務室に敵の別働隊が現れ、リーリスが理事長を逃がすため、一人残っているとのことだった。

「こっちも途中で敵に襲われて、でもユリエが助けてくれたの」

　お礼を言う伊い万ま里りに、ユリエは気にしないでくださいと口にする。

「リーリスが心配だ。急いで戻ろう。サラ、あんたはここに橘たちばなたちと残ってくれ。それと──伊万里も。ここで三人を護まもってやってくれないか？」

「…………。ごめん、透とお流る。それは聞けないわ。すぐに戻るってリーリスに約束したもの。あたしじゃ力不足かもしれないけど、それでも戻らせて欲しいの」

　強い意志を瞳ひとみに浮かべ、伊万里が俺をじっと見つめたそのとき──

　意外にも彼女の意見を後押ししたのは、トラだった。

「……僕が残る。永なが倉くらが残っても、この男と同レベルの相手が来たら歯が立たんはずだ。それに腹立たしいが、戦力的にはユリエが分校へ向かった方がいいだろうからな」

「トラ……」

「早く行け。あの女を助けに行くんだろうが」

「……悪い、トラ。任せる」

「トラ、あたしからもごめん。それと、ありがとう」

　伊万里の言葉に、トラは顔を背ける。

「適材適所となっただけだ。……そんなことより、貴様も含めて全員無事に生き残れ。わかったな」

「あ……。もちろんよ、約束するわ！」

「お三方──お嬢様をよろしくお願いします」

　最後に、俺を蛇だ蝎かつの如ごとく嫌っているサラに頭を下げられ、必ずと返して出発することにした。

「ユリエ、伊万里。行くぞ!!」

「ヤー！」「うんっ!!」

　四人を残し、俺たちは分校へ向かって走り出す。

　分校へ近付いて来ると、銃撃音や悲鳴、怒声、地響きなど様々なものが聞こえてくる。

　やがて俺たちは森を抜け──

　広場で闘う、巨大な環状の刃を目にして息を呑のんだ。

「なんだ、あれは……？」

「あれが月つき見み先生の《焔牙ブレイズ》なんだって。ほら、《Ⅳレベル４》で解放できる真の力ってやつ」

　隣を駆ける伊万里が、早い口調で説明してくれる。

（あんなすげー《力》があるのに、どうして俺たちと闘ったときに使わなかったんだ？）

　疑問が浮かぶも今は後回しとし、俺たちは洋館へと突入した。

　爆発物か何かで破壊され原形が失われた扉をくぐり、階段を駆け上がる。

「リーリス!!」

　執務室へ入るや、全身至るところに傷を負った黄金の少女の姿が目に入る。

　肌や服が煤すすらしき何かで汚れているのは、分校の入り口同様に、爆発物のようなもので奥の壁へ大穴を開けられていることと無関係じゃないだろう。

　そのリーリスへ、三人の戦闘服の男が襲い掛かっていたが、俺たちの姿を見るなりこちらへ一人が向かってくる。

　そいつが銃を構えるよりも速く、ユリエが飛び出して剣を振るう。しかし敵も然さる者、銃を盾代わりにして剣けん閃せんを受け止める。

「大丈夫か、リーリス！」

「悪いわね。ティータイムの準備、まだ始められてないのよ」

　苦笑を浮かべて軽口を叩たたくも、いつものリーリスとは何かが違う。

　敵二人を相手に闘っているとか、怪け我がによる消耗ではない何かが。

（……表情、か）

　焦燥し苛いら立だったような様子は、普段見せている余裕ある態度からは程遠い。

「手を貸すぜ、リーリス」

「結構よ。それより早く奥へ向かって」

「透とお流る、理事長があの奥へ行ってるの」

　扉があったであろう破壊された壁を指し、伊い万ま里りが簡潔に説明してくれる。

「そういうこと。で、《特別エクセプシヨン》としては情けない話だけど、一人抜かれたってわけ。だから、全員でこいつらを相手にしてる暇は無いのよ」

　リーリスの判断は正しいのだろう。

　口調の早さからも焦りを感じることから、問答している時間が惜しいこともわかる。

　だが、今の消耗しきっているリーリス一人に、この場を任せていいものか。

「透流。あたしがここに残るわ！」

「伊万里……!?」

「ここであたしが残った方がいいわ。でないと、約束が守れないかもしれないじゃない」

　リーリスの状態と三人の敵という状況から、伊万里は判断を下して《刀》を構える。

「わかった。任せたぜ、伊万里」

「そっちこそね。透流とユリエも無事に戻らないと、約束を守ったことにならないんだからね！　ユリエ、そいつの相手はあたしがするわ！」

　叫ぶやいなや、ユリエと相対していた戦闘服の男へと斬りかかる。

「ヤー、わかりました。透流は私が護まもります」

「だってさ、透流」

　男と剣けん戟げきを響かせながら、伊万里がくすりと笑う。

「俺もユリエを護るっての……」

「……そういうセリフは、未来の伴はん侶りよたるあたしだけに誓うものよ、透流。まあ今回のところは仕方無いから譲ってあげるけど」

　そう口にするリーリスには、僅わずかにだが余裕が戻っていた。

「それじゃあそいつは任せたわよ、伊万里！」

「ええ、リーリス！　……ただ、あたしにはこいつ一人でも荷が重いから、早くそっちを終わらせてくれると助かるけどね！」

　二人の少女が、黄金色の髪イエロートパーズとポニーテールをなびかせ舞い踊る。

　俺とユリエはその様を横目に、大穴の先へ向かって走り出す。

「お願いよ！　あの子を、朔さく夜やを護まもってあげて、透とお流る!!　ユリエ、一応あんたにもお願いするわ!!」

「ああ、絶対に護る！」「ヤー！」

　請うようなリーリスの叫びへ、俺たちは約束しながら駆け抜けていった。



　破壊されて開けられた大穴をくぐって先へ進むと、地下へ続く階段があった。

　瓦が礫れきに注意しつつ下ると、薄暗い通路が姿を現す。地下通路はランプ型の灯りが数メートルごとに点ついているも、先がどこまで続いているのかわからない長さだった。

　真まっ直すぐに続く道を、無言で駆ける。

　響くのはただ、俺たちの足音だけ。

　今日までほとんど使われることは無かったのだろう。少々埃ほこりっぽい空気の中をしばらく進み続けた後──地下通路は唐突に終わりを告げた。

　通路を抜けた先は大きく開けた場所で、海に繋つながっているらしく潮の香り漂う高さのある洞どう窟くつだった。

　足場から下を覗のぞき込むと、俺たちの立つ場所は海面から三十メートル（地上十階）ほどの位置に作られた場所だと分かり、鉄製の階段が壁に沿って下へと向かっている。階段を下りた先は桟橋となっており、そこには全長二十メートルほどの小型船舶プレジヤーボートが停泊していた。

（──っ！　あれは……!!）

　桟橋へ、スタッフらしき人物が倒れている姿に気づいたそのとき、エンジン音が洞窟内に響き渡る。

　桟橋に停とめてあった船が、何者かの手で動き出したのだ。

　誰だれが船を動かしたのか、状況的に考えられることは一つしかない。

　同時に、階段を下りていては間に合わないだろうということも察する。

「ユリエ、飛ぶぞ！」

「ヤー！」

　迷いはなかった。柵さくを飛び越え、宙に身を躍らせる。

　びゅごおっと空気が頬ほおを叩たたき──

　轟ごう音おんを立てて甲板へと着地し、プレジャーボートを大きく揺らす。鉄製の甲板がへこみはしたものの、船は止まることなく外へと続くであろう洞穴を進んでいく。

「よお、また会ったな」

　船を動かしたと思われる白人の少年が甲板に上がるや、射るような双そう眸ぼうと視線が交差した直後、自然と出てきた言葉がそれだった。

「ええ、やはりお会いしましたね」

　少年が、薄い笑みを浮かべる。

　また会うことになる──

　二ヶ月という時間が長いのか短いのかはわからないまでも、あのときの確信めいた予感は今、現実のものとなった。

　緊張感漂う中、船はゆっくりと進んでいく。

　操縦席に誰だれの姿も無いところから察するに、自動操縦となっているのだろう。

「理事長はどこですか？」

　俺の横に立ち、少年へ《片刃剣セイバー》の切っ先を向けてユリエが尋ねる。

「危害など加えておりませんので、ご安心を。現在は船室でお休みになっていますよ」

　少年の口調は丁寧なれど、どこか慇いん懃ぎん無礼さを感じ、不快感を催させる。

「それにしても、あの高さから飛び降りるとは無茶をするものです」

「的がデカかったからな」

「いくら貴方あなたが《超えし者イクシード》とはいえ、それでも多少なりとも躊躇ためらうものでしょうに」

「少しでも躊躇っていたなら、あなたに理事長を連れ去られてしまいましたので」

　咄とつ嗟さに下した俺の判断に、微み塵じんも迷わずに飛んだ少女が答える。

「すばらしい判断力ですね。……っと、そろそろ外海へ出ますよ」

　少年の言葉どおり間もなく船は洞穴を抜け、星空の下へと出る。

　上空で輝く月の位置と巨大な島影から、ここはどうやら島の南西側だとわかる。

「……名を、聞いておきましょうか」

「九ここの重え透とお流る。彼女は俺の《絆双刃デユオ》、ユリエ＝シグトゥーナだ」

「私は《Ｋ》と申します。九重透流、でしたね。貴方とは近いうちにどこかで──との予感はありましたが、まさか《品評会セレクシヨン》の最後でお会いするとは」

「《品評会セレクシヨン》？　何なんだそれは。お前たちはいったい何のために、俺たちを襲った？」

「少なくとも、今、貴方には関係の無い我らの作戦のために」

「既に十分、関かかわってると思うけどな」

「なに、ここで貴方が死すれば、関わることなどありませんよ」

「何だと……！」

　ククッと見下したように《Ｋ》が笑い、俺の気持ちを僅わずかばかりささくれ立たせる。

「……トール」

　くいっと袖そでを引かれ、我に返る。

「悪い。落ち着かないとな」

「ヤー」

　ユリエのおかげで多少気持ちに余裕が出来たため、《Ｋ》と言葉を交わしつつ、いま俺たちが出来ることを考える。

（最良は俺たちがこいつをぶっ倒して、理事長を助けることだな）

　必ずしも、それが達成できるとは限らない。だから、もう一つ手を打つことにした。

　腕の状態を確かめるフリをしてさりげなくアームバンドを操作し、救難信号を送る。

　そして留め具を外し、後ろ手にしてから甲板へ落とす。

　もし俺たちが海に落とされることがあっても、これで船の位置を捕ほ捉そくすることは可能なはずだ。

（……乗り捨てられたら終わりだけど、それは考えても仕方無いな）

　もう一つの問題は、学園側が救難信号を受け取る余裕があるかどうかだ。

　分校は今も戦闘中の可能性が高く、そうであればこちらへ救援を向かわせる余裕は無いだろう。それでも信号を送ったのは、自分の手札はすべて活用すべし、という伊い万ま里りの言葉を思い出したためだ。

「さて、こう言ってはなんですが、私はとても慈悲深い──兵士としてはとても甘い性格でしてね。……五秒、考える時間を差し上げます。貴方あなたがたが海へ飛び込み、逃げ去るための時間を」

「だったら一秒も要らないな。あのリーリスからの頼みを、断るわけにはいかないからな。それに俺は、俺の手の届く限り人を護まもる……。だから──理事長は俺が護ってみせる!!」

「ほう。そちらの彼女──ユリエ＝シグトゥーナでしたか。貴女あなたの返答は如い何かに？」

「一応ですが、私もあの人リーリスに頼まれましたので。……それと、泳げないので海はお断りします」

「フフッ、貴方のパートナーは冗談が上う手まいですね」

（……本当なんだけどな）

　ユリエの返事を冗談と受け取ったらしく、《Ｋ》は手を打ち合わせる。

「さて──そろそろ始めましょうか。ベットするコインは互いの命、勝者へ与えられるは眠り姫とするゲームをね。……無論、勝つのはこの私ですが」

　射るような双そう眸ぼうの主に、これまでとは違った笑みが浮かぶ。

　邪悪で、歪ゆがんだ、氷のように冷たい薄笑いが。

「《神滅部隊リベールス》が隊長《Ｋ》──これより障害の駆除に入る」

「っく……!?」「これ、は……!!」

　まるで突風のように、殺気が吹き抜けた。

　あまりの強い気に対し、反射的に身構える。

　歳としも体格も、俺と大差無いであろう《Ｋ》が発した凄すさまじい圧に、背筋へ汗が流れた。

「さあ、行きますよ」

　カッ、カッ、カッ……。甲板を歩き、ゆっくりと間合いを詰めてくる《Ｋ》。

　まるで闘いが始まっていないのではないかと錯覚さえ起こしそうになるも、そんなはずはない。鋭い双眸は俺たちから決して外さず、一歩、また一歩と確実に近づいてくる。

　あまりにも無造作なその様に、何か罠わながあるんじゃないかと疑うも──

「……トール」

「ああ。行くぞ、ユリエ！」

　どんな意図で近づいて来ているのかはわからないが、接近戦、近距離戦を主体とする俺たちにとっては好都合だ。息を合わせ、二人で同時に間合いを詰める。

　ユリエが左から、俺は右から腹を狙ねらって拳こぶしを放つ──が、《Ｋ》は僅わずかに身を動かして《片刃剣セイバー》を避け、俺の拳を難なく掌で受け止める。

「なかなかの力ですね。《装鋼ユニツト》を着用した部下達と同格、といったところでしょうか。遺伝子操作をされているとはいえ、生身の肉体でこれほどまでとは……。《装鋼の技師エクイプメント・スミス》殿が《超えし者イクシード》へこだわる理由がよく分かりますよ」

　拳を受け止めたまま、《Ｋ》は意味の分からないことを口にする。その間も俺は、力を緩めず押し込んでいたのだが、まるで動く様子はない。

　そこへユリエが再び剣けん閃せんを振るう。水平に払った刃は頭を下げて回避されるも、ユリエはそのままの勢いでもう一本の剣を切り上げた。下げた頭が今度は起き上がる。上半身が大きく反った瞬間、俺は拳の力を抜き、ローキックを放つ、が──

　ブンッと蹴けりが空振る。《Ｋ》は頭を起こした勢いを使って、背後へと飛んでいた。

「かなりの使い手のようですね」

　波間に漂う船は絶えず揺れているため、重心を保つのは一苦労だ。けれど《Ｋ》は今の攻防において、苦もなく俺たちの攻撃を凌しのぎきったことから、その実力の一端を感じ取る。

「攻め続けるぞ、ユリエ。この狭いデッキで受けに回るのは不利だ！」

「ヤー！」

　再び、俺たちは突っ込む。今度は俺が前に出て、遠間からのフックを放つ──が、これはフェイントだ。空振りからそのまま体を屈かがませ、回転足払いを放つ。しかし《Ｋ》は僅かに下がり、これを避けようとする。

「やるな！　けど、俺の攻撃は両方ともフェイントなんだよ！」

　足払いを避けるために《Ｋ》が動いたそのとき、屈んで体勢の低くなった俺の頭上を、銀色の少女が飛ぶ。勢いを乗せたユリエの豪快なドロップキックが、《Ｋ》の顔面へ突き刺さった。

「……残念ですね。速くはありますが、如何いかんせん軽い」

　交差した《Ｋ》の手甲によってユリエの蹴りは阻まれ、ダメージは通らない。

「だが──動きは止まったぜ！」

　ユリエが蹴りの反動で飛び退のくと、入れ替わりにまたしても俺が打ち込む。

　立ち上がる勢いのまま肘打ちを腹部へと叩たたき込むと、まともに食らった《Ｋ》は吹き飛び、手すりへと背中から叩きつけられる。

　人が落ちないようにとデッキを囲う鉄てつ柵さくは本来の役目を果たすも、衝撃でぐにゃりと大きく形を歪ゆがませた。

　けれど──

「フフ、なかなかのコンビネーションでしたね」

　薄い笑みを崩さず、《Ｋ》が立ち上がる様に俺の表情が強こわ張ばる。

「……マトモに入ったはずだけどな？」

《Ⅲレベル３》の今なら、コンクリートの壁を砕くぐらいの威力はあるはずだ。

　それを、まるでダメージなど無いかのようにあっさり立ち上がられるとは思わなかった。

「多少、痛くはありましたよ」

「はは……。多少、か」

　腹部を手で払いつつ、《Ｋ》は笑みを見せる。

「部下達でしたら、昏こん倒とうとまではいきませんが相当なダメージだったでしょう。しかし私の纏まとう《装鋼ユニツト》は専用型でしてね。出力、装甲、その他あらゆる面において上位にありますから、今の一撃も僅わずかなダメージで済んだ、ということです」

「なるほどな。つまりあんたらを人を超えた存在にしているのは、その戦闘服のおかげってことか。どうりで全員が全員、妙な格好をしてると思ったぜ」

「そのとおりですよ。貴方あなたたち《超えし者イクシード》が《黎明の星紋ルキフル》で人を超えたように、私たちはこの《装鋼ユニツト》によって人を超えたというわけです」

「随分と歯ごたえがありそうで嬉うれしい話だな」

　皮肉めいた笑みを向けながらも、内心では状況の確認をする。

（虚勢じゃ無しに、ほぼ効いてなさそうだな。多少は通ったようだけど、決定打には程遠いか。……となると──）

《双剣ダブル》を構え、並び立つ少女を意識する。どれだけ《装鋼ユニツト》とやらの衝撃緩衝力が高かろうと、斬ざん撃げきまでは防ぎきれないはずだ。最初にユリエが《片刃剣セイバー》を振るった際に躱かわしていたことからも間違い無いと思う。

　そこから考えつく基本戦術は、俺がサポートとなってユリエに決めて貰もらう形だ。

（……後は隙すきを見て、雷神の一撃ミヨルニールをぶち込むってところだな）

「ユリエ。悪いが──」

「わかりました。トールはサポート中心で、機を見てあれを、ですね」

　さすが、これまで何度も肩を並べて闘ってきたパートナーだ。

　俺の意図を即座に察してくれる。

「ユリエが一緒ってのは本当に心強いな」

「ナイ。それは私がトールに言いたいことです」

「……相談が終わりましたなら、そろそろ続きを始めましょうか。ただしここからは、私も手を出させて頂きますがね」

《Ｋ》は、腰にある円盤鞘サークルストレージからナイフを二本引き抜き、両手に構える。

「行くぞ、《Ｋ》!!」

　俺はユリエに目配せをし──三み度たびめの、突撃をした。

　ただしこれまでとは違い、右拳こぶしと右足を前に持ってきた左構えへと変えて。

　本来の左腕左足を前に出す右構えに比べ、俺から見て右側からの攻撃に《楯たて》を使えない分、防御が甘くなる。しかも、体の捻ひねりを必要とする雷神の一撃ミヨルニールも放てない。

「ほう、構えを変えてどうするつもりですか？」

「こうするつもりさ！」

　刹せつ那な、腕の筋肉が硬直し、低め──腰の辺りで構えていた右拳こぶしが、空を切り裂く。

「──っ!!」

　これまで、常に余裕の表情を浮かべていた《Ｋ》の顔に、僅わずかだが驚きの色が浮かんだ。

　顔面を狙ねらった拳は避けられはするも、髪を掠かすめる。

「なるほど、このために左構えにしたということですか」

　かつてリーリスの薔ば薇らを散らせた最後の攻防を経験に、編み出した新技だ。

　ボタンが落ちる前の静と、落ちた後の動──

　西部劇の決闘にも似たあの勝負が、ヒントだった。

　ボクシングのフリッカージャブにも似たこの新技は、低く構えた拳が真まっ直すぐ、そして一瞬で相手へと突き刺さる。力を溜ため込み、一気に解き放つという雷神の一撃ミヨルニールをベースにし、速射性を重視したものへとアレンジされている。威力は劣るものの予備動作モーシヨンがほぼ無いため、まるで早撃ちをしているように見えるこの技を、俺はこう名付けた。

「くらえ、弾丸拳けん!!」

「……雷鳴の疾吼ルングニールと名付けましょう、トール」

　ガッガガガッ！　矢継ぎ早に放たれる拳──その速さに、《Ｋ》は最初の一合と違ってガードを固めざるを得ない。速射性重視と言えど、雷神の一撃ミヨルニールと根幹を同じにしているだけあって右ストレート並の威力もあるのだ。

　そこへユリエが斬ざん撃げきを振り下ろし、《Ｋ》は咄とつ嗟さに後ろへと飛ぶ。

　ユリエの追撃──荒々しく、すべてを切り裂くかのような斬撃を、《Ｋ》はナイフを両手にすべてを受け流す。止めるのではなく、威力を逃がすように。

　だが、すべてを受け流せるほどにユリエの攻撃はぬるくない。

　キィンッ！　甲高い音とともにナイフが弾はじかれ手を離れた。好機とユリエが剣けん閃せんを振るうも、それは誘いだった。ナイフは意識的に弾かせたのだ。

　剣を躱かわした《Ｋ》は振り下ろしの直後、コンマ一秒すら無い刹那の硬直を狙ってユリエの手首を取り、投げる──いや、甲板へと叩たたきつけた。

「っ、はっ……!!」

　衝撃にユリエの表情が歪ゆがむ。

　踏みつけようと《Ｋ》の足が上がり──

「させるかぁっ!!」

　俺が体当たりをすることで阻止する。

《Ｋ》が僅かによろめいたその隙すきに、ユリエは転がって逃れるも──

「ナイスフォローですね。……ですが、不用意に間合いを詰めすぎです！」

　ドズッ、ガッ……!!　膝ひざ蹴げりが俺の腹部に突き刺さり、よろめいたところを殴り飛ばされた。吹き飛び、転がった俺へとナイフが二本、飛来する。一本は《楯たて》で、もう一本は身を捻ひねって何とか躱かわすも、袖そでが切り裂かれた。

「フフ、よくぞ凌しのぎましたね。しかしそれも、いつまで続くことやら」

　幸い──いや、わざとなのだろう。それ以上の追撃は無く、《Ｋ》は俺たちが立ち上がる様を余裕の表情を浮かべて見ている。

「大丈夫か、ユリエ？」

「ヤー、問題、無い、です……」

　言葉と口調がまったく合っていない。ユリエは肩を上下させ、呼吸が乱れていた。

「あまり無理はしないでくれよ。最後に決めて貰わないといけないんだからなっ！」

　言い終えるが早いか、待ち構える《Ｋ》へと向かう。

　ただ突進するだけではなく、稲妻を描くかのように動きを絞らせぬように。

　突いてきたナイフを《楯たて》で受け、近づく。

《Ｋ》の左右の手に握られたナイフは、変幻自在に俺の命を狙ねらってくる。凄すさまじいナイフ技術は、俺一人で対たい峙じしたならば近づくことが敵かなわなかっただろう。しかし、俺は一人じゃない。ユリエというパートナーが、俺のために牽けん制せいをし続ける。

　俺とは違い、フットワークという形で牽制するユリエは、《Ｋ》の死角へ入るように動く。当然、《Ｋ》もその動きを無視することは出来ず、ユリエの動きも常に視界に入れようと立ち位置を変えることを重視しているため、俺への攻撃のみに集中できなかった。

















　ただ同時に攻撃するだけではなく、これもまた一つのコンビプレイだ。

「まったく、鬱うつ陶とうしいですね」

「褒め言葉だな。有り難く受け取っておくぜ」

　ナイフの軌跡を《楯たて》が隔て、拳こぶしが空を裂き、ユリエがヒットアンドアウェーを繰り返す。が、それでも決定的なダメージはいまだに与えられていない。

（くそっ、こいつものすげー防御が上う手まい……！）

　闘っているうちに、少しずつ《Ｋ》の強さが分かってくる。

　ナイフ技術や《装鋼ユニツト》の守備力もさることながら、防御がとにかく上手い。

　ユリエの斬ざん撃げきを、俺の攻撃を巧みに受け流し、避ける。力を逃がされ、空を切ったことで俺たちは攻撃後に隙すきが生まれ、そこを狙ねらってナイフが振るわれる。

　そのくせ決して大振りをしてこないため、《Ｋ》の攻撃後に隙は無い。

　これまでの敵とはまるで違う。自ら攻め込まず、あえて先手を取らせるスタイルは、防御に絶対の自信を持つからこそ成り立つ闘い方だ。

（強い！　けど、負けるわけにはいかないんだ!!）

「またそのフリッカーもどきですか。……しかし一つの技に頼り過ぎるのは、褒められたものではありませんよ」

　ナイフの位置に注意しつつ、雷鳴の疾吼ルングニールを放った刹せつ那なの後──

　鋭い痛みが走り、前腕からバッと生温かい鮮血が吹き出すと、甲板へと飛び散る。

「ぐぅっ!!」

　雷鳴の疾吼ルングニールが、破られたのだ。

　放った拳に合わせて刃が振るわれ──前腕へ一条の傷きず痕あとが刻まれていた。

「そんな、バカな……！」

　目で追うことすら難しい高速の拳へ、いともあっさりとカウンターを合わせられたことに驚愕する。

「どれほどの技であろうと、何度も見せるものではないということです。欠点がある技の場合は特に、ね。放つ瞬間、僅わずかに拳が下がっていますよ」

「ぐっ……くそぉっ！」

　短時間の闘いの最中に欠点を発見され、さらには指摘されたことに、俺は少なからず動揺し、抑えきれない。

　故に、安易に攻撃を仕掛けてしまう。

　大振りとなってしまった一撃を《Ｋ》は難なく避け──俺の腿ももへ、ナイフを突き立てた。

「っっっ!!　っがぁああああああああっっ!!」

「トール!!」

《Ｋ》は振り返り様に、突進してきたユリエの攻撃を俺の腿から引き抜いたナイフで受け流すと同時、軸となり体を支えていた足──膝ひざへと蹴けりを入れる。

　ミキリ、という鈍い音とともに、銀色の少女の表情が歪ゆがむ。

「冷静さを欠けば隙すきを生む──その程度のことが理解出来ていないというのに闘いへ赴くとは理解に苦しみます」

　ふらついたユリエの腹部を、《Ｋ》は容赦なく蹴けり上げる。そのまま蹴り足によってユリエは宙ちゆう吊づりとされ、直後に甲板へと叩たたきつけられた。

「くっ、ふっ……!!」

　叩きつけられた衝撃で甲板はへこみ、彼女は自身の《魂》を具現化した《双剣ダブル》を取り落とす。

　そこへ無慈悲に振り下ろされるナイフ。

「ユ、リエ……!!」

　ギキィッ!!　ユリエを庇かばい、《楯たて》で凶刃を阻む。

「フフッ、その足でよく動けましたね」

「ユリエは俺が護まもるって約束をしたんでね……!!」

「出来もしないことばかりを口にされると、こちらとしては呆あきれるしかありませんよ」

　言葉と同時、腹を蹴られて吹き飛ぶ。

　ダウンした俺へと《Ｋ》は歩み寄り──俺の胸を踏みつける。

　ミシ……ミシ、ミシ、ミシッ、ミキッ……!!

「ぅぐっ……あぁああっあああああああああああっっあぁああああああっっっ!!」

　凄すさまじい圧力に骨が悲鳴をあげ始め、俺は絶叫する。

「いい声ですね。……さあ、もう一度言いなさい。貴方あなたは彼女をどうすると？」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、《Ｋ》はますます踏みつける足の圧力を高める。

　はね除のけようとしても、まるで巌いわおの如ごとくびくともしない。

　星空に、まるで不釣り合いな苦痛の叫びが響き渡る。

「ごぼっ……がっ、はぁっ……!!」

　絶叫に血が混じり、意識が遠のいていく中──

　銀色の少女が立ち上がる。

「トールから……離れてください!!」

　足を引きずり、よろめきつつ、それでもユリエは剣を払う。

　俺のために。俺を護るために。

　振るうだけでも、激痛が走っているであろうに。

　けれどその状態での威力など知れたもので、斬ざん撃げきを弾はじかれてたたらを踏む。

「大人しく待っていなさい。貴女あなたもすぐに、彼と同じ場所へ送ってさしあげますから」

「させません……！　トールは私が護ります!!」

「互いに護り合うとは。素晴らしき絆きずなですね。ハハハハ」

　鋼のような強い意志で己の体を動かすユリエ。膝ひざを強く痛めているとは思えぬ動きで、息もつかせぬ連撃を繰り出す。

「まだそれほどの動きを見せるとは……いいでしょう、ならば貴女にお付き合いしますよ。その小さな体に限界が訪れるまでね！」

　円盤鞘サークルストレージに残った最後の二本のナイフを引き抜き、《Ｋ》が銀色の少女を迎え撃つ。

　一陣の風となり、狭い甲板すべてを使って超高速に動くユリエ。銀色の髪シルバーブロンドがまるで翼のように舞い上がり、月明かりに照らされる。

「ほう、まだ速くなりますか。壊れた膝ひざでよくそこまで動けるものです」

「私の前では……誰だれも死なせません!!　パパのようには誰一人とて、させません……!!　だから私はトールを護まもります!!　私が、私にっ、そう誓いました!!　だから、絶対に誓いを守ります!!　そのために──あなたを倒します!!」

　そのときだった。

　キィィィィィィィィィィィィィィィ──!!

　突如、思わず耳を塞ふさぎたくなるような音が、船上に響き渡る。

　耳にしているだけで頭が痛くなってくるような音は──

　ユリエを中心として、発生していた。

　音とともに、ユリエが加速してゆく。

《絆双刃デユオ》である俺ですら、見たこともない速さへと。

「ユ、ユリエ……!?」

　凄すさまじい速さで剣を振るうユリエに、《Ｋ》の表情から余裕の色が消えていく。

「──むぅ、まだ、速くなっていくとは……!?」

　焦燥が浮かび、次第に受け流すことすら出来ず、剣を自らの体に届かぬよう阻むだけで手一杯になっていく。

「ぐぅっ、そんな……まさか、これほどとは……!!」

《Ｋ》の表情が驚きで歪ゆがむ。

「は、ぁっ……！　ぁっ……！　はぁっ！　っく、はぁっ……!!」

　ユリエの表情もまた、苦痛で歪む。

　それでも尚なお、加速していく。

　剣の疾はやさ、体たい捌さばきの速さが重なり、月の煌きらめきの中でユリエは銀色の閃せん光こうと化す。

「あぁあああああああああああっっ!!」

　銀色の少女が咆ほう吼こうをあげ──

　気配が、変わる。

　鎖から解き放たれた、銀ぎん狼ろうが如ごとき獣の気配へと。

「っやぁああああああああっっ!!」

　疾風の剣けん閃せんは烈風の剣陣へ──

　烈風の剣陣は暴風の剣衝へ──

　終ついには暴風の剣衝が、颶ぐ風ふうの剣嵐と化す。

「バカな、バカな、ぐっ、ぅっ……ぐがっ、ぐぁああああああああっっっ!!」

　斬ざん撃げきの嵐あらしに飲み込まれ、ナイフは破砕し、鉄壁とも思えた防御が貫かれ──

　吹き飛ばされた《Ｋ》はボートのフロントガラスを粉砕し、操縦席へと叩たたきつけられた。

「はぁっ……！　はぁっ……！　っ、はぁっ……！」

　──ィィィンン……。

　ユリエが膝ひざを突くと同時、あの音が止やんだ。

（今のはいったい……）

「──っ!!　ユ、ユリエ、大丈夫か!?」

　あきらかに限界を超えていた動きは、ユリエの体に大きな代償を払わせていた。

「トール、こそ……だい、じょうぶ、ですか……？」

　剣を支えにしなければ、倒れてしまうであろうほど消耗しているというのに、それでもユリエは俺を心配する。嬉うれしくもあり、けれど胸が苦しくもあり、複雑な気分だった。

　──が、しかし、その気持ちは一瞬で霧散する。

「……やれやれ。まさかあれ程の《力》を隠し持っていたとは……。さ、さすがに想定外でしたよ……。しかしその様子では、もはや動くことも困難の、よう、ですね……」

　ユリエの後ろに、ゆらりと立つ影。

《Ｋ》は背後からユリエの首を掴つかみ、そのまま吊つり上げる。

「────────っっ!!」

　声にならない声をあげ、ユリエの表情が苦く悶もんで満ちる。

「さて、このまま首を捻ひねり殺すか、それとも窒息させるか──」

　逡しゆん巡じゆんし、《Ｋ》は残酷な結論を出す。

「海へ棄すてましょう。貴女あなたは泳げないのですよね？　よしんば泳げたとして、今の体力ではすぐに溺おぼれて沈むことになるでしょうし。その上、水死体ほど醜い遺体はありませんからね。貴女のような見目麗しい少女が、正視できぬ姿となるのもまた一興です」

「──っ！　や、やめろ────っ!!」

　ユリエの体が、無情にも夜の海へと放られる。

　俺は手を伸ばし、飛んだ。

「ユリエ、手を伸ばせ！　あのときのように!!　俺の手を取れ────っ!!」

「トー……ル……！」

　伸ばした手と手が、指と指が、触れ合う。

　ガシャァッ!!　互いに手を取り合うと、俺はユリエを強く引いて抱きしめる。

　小さな体を抱きしめたまま、鉄てつ柵さくへとぶつかる。

「ぐ、う……ってぇ……」

「大丈夫ですか、トール？」

「ああ、ユリエこそ大丈夫か？」

「ヤー。トールがしっかりと抱きしめてくれたおかげです」

「そうか。それならこの後も、ずっと抱きしめておきたいところだけど……」

「嬉しい話ですが、そうも言っていられませんね」

　頷うなずきながら、《Ｋ》を見つめる。

「まったく、愚かですね。もはや立てなくなった者など、足手まといであって仲間ではないと気づけぬものでしょうか？」

「愚かだと？　いいや、違うね。仲間が居るからこそ、俺は何度だって立ち上がれる。お前には、絶対に理解出来ないだろうがな！」

「……立ち上がれれば、どうだと言うのです。まさかこの絶望的な状況を、どうにか出来るとでも思っているのですか？」

　絶望的──確かにそのとおりかもしれない。

　ただしそれは、希望が残されていなかった場合の話だ。

　俺にはまだ、《力》がある。右拳こぶしに宿る、すべてを貫き穿うがつ牙きばが。

「トール……」

　腕の中のユリエが、俺を見つめる。

　その瞳ひとみに絶望の色はない。

　俺を信じている。言葉はなくとも、深紅の瞳ルビーアイはそう語っていた。

「わかってる。あいつを倒して、理事長を連れてみんなのところに帰ろうな」

　ちりんと鈴を鳴らし、ユリエが頷く。

（自分の手札はすべて活用すべし、だよな。何でもいい、とにかく考えろ……！）

　伊い万ま里りが口にしていた言葉を思い出し──

　再会した日のことが、俺の思考に引っかかった。

（そうかあれがある！　この状況なら使えるはずだ！）

「……トール、何か思いついたのですね？」

　さすがは俺の《絆双刃デユオ》だった。

　頷くと、俺はたった一つの無茶な頼みごとをユリエにする。

「ユリエ、頼みがある。聞いてくれるか？」

「ヤー。トールの言うことでしたら、何でも聞きます」

「……時と場合によっては、とんでもない答えだな」

「──？」

　僅わずかに苦笑し、不思議そうな表情を見せるユリエへと訊きく。

「一度だけ……天翔とべるか？」

「トールが願うのならば──天翔びます」

　膝ひざを壊しているかもしれないユリエに頼むには、酷なものだろう。

　それでも、ユリエは迷わず頷いてくれる。

　俺のことを、信じているがために。

「一瞬だけ、俺があいつの動きを止める。そのときに、頼む」

「ヤー」

　こつん、と額を当てた後、ユリエを手すりに寄り掛からせる。

「待たせたな、《Ｋ》。今からこいつをくれてやるぜ」

　右拳こぶしを固め、突き出す。

「存分に。……当てられるのなら、という条件はありますがね」

　防御に自信を持つからこその一言だ。

　この闘いが始まってからというもの、俺の攻撃は雷鳴の疾吼ルングニールのように躱かわしづらいものを除き、ほとんど当たっていないのだから当然と言えよう。

　それでも、雷神の一撃ミヨルニールを必ず叩たたき込んでやると誓い、間合いを詰める。

　ズッ……ズズッ……。足を引き摺ずり、血の跡を甲板に残し、《Ｋ》の前に立つ。

「フフッ。満身創そう痍い、ですね」

「それはお互い様だと思うけどな」

　これまでの攻防で俺もぼろぼろだが、先刻ユリエにやられた《Ｋ》も似たようなものだ。

《装鋼ユニツト》とやらもあちこちに裂傷があり、バチッ、バチッと時折火花が散っている。

「ケリをつけようぜ、《Ｋ》」

　俺はゆっくりと左構えを取り、言う。

「最後まで立っているのは貴方あなたたちか、それとも私か──」

「勝負だ!!」「勝負です!!」

　双方同時に気を吐き、それを合図として最後の攻防が始まる。

　先手はこれまで通りに俺。雷鳴の疾吼ルングニールで流れを奪いに行く。

　しかし既に欠点を見極めている《Ｋ》は、瞬速の拳をすべて上からはたき落とすようにして軌道を逸そらす。

（敵ながらさすがだな、こいつの受けは！　だけど──）

「受けてばかりでは俺は倒せない、といった顔ですね」

「──がふっ！」

　言葉と同時に、カウンターが飛んでくる。

　顔を殴られてたたらを踏み、踏ん張った足に激痛が走った。

　そこを再び殴られ、今度は体を支えきれずに倒れるも、すぐに転がって追撃から逃れる。

「ナイフはすべて無くなりました。《装鋼ユニツト》の出力が落ちていることも認めましょう。しかしそれでも、貴方を殴り殺す程度はわけありません。殴り合いでの決着など無粋極まりないですが、この際仕方無いでしょう」

　己の敗北など微み塵じんも想定していない《Ｋ》の物言い。

（ってぇ……。好き放題言って余裕かましやがって……）

　激痛に表情を歪ゆがませるも──俺は目的を達成していた。

　そう、俺は目的を達するため、わざと攻撃を食らったのだ。

　すべては《Ｋ》の動きを止める一瞬のために。

（チャンスはきっと一度きりだ。やれるか……？　いや、絶対にやり遂げてみせる!!）

《楯たて》の下で拳を握り込み、決意を固めて立ち上がる。

「……覚悟を決めた目、というやつですね。残る体力も僅わずかでしょうし、この状況ならば私でも勝負に出ようと考えるはずです。フフッ、これは注意せねばなりません」

「っく……！」

　忌々しいが、射るような双そう眸ぼうによってこちらの技が、動きが、心理が、すべてが手に取るように見通されている。

　けれど──それこそが俺たちの勝機でもある。

「正解だ、これで決めてやる。俺の拳こぶし──見極められるものなら見極めてみろ!!」

　吼ほえ、踏み込み、水平に曲線を描く一撃を放つ。

「またフェイントですか？」

　この闘いが始まった当初、フェイントとして使った攻撃を《Ｋ》は覚えていた。

　そして今回もまた同じ──拳が空を切り、勢いのままに体を沈み込ませつつ回転する。

　だが、ここからが違う。足払いではなく、体を起こしながら左のバックブローへと繋つなぐ。

　しかし、《Ｋ》は俺の攻めを一瞬で見極め、躱かわす。

「一度目とは違う組み立て──しかし稚拙な攻め方です!!」

「さすがだな……！　だったら──」

　バックブローが空を切ったその刹せつ那な、固めた拳を──開く。

「こいつも見極めてみな!!」

　カッ!!　《Ｋ》の網膜を、光が焼く。

「ぐぅっ、何だっ、これはっ……!?」

　先刻、俺が立ち上がる際に《楯たて》で隠して握り込んだ物が、拳の中にあった。

　それは既に、バックブローを放つ寸前──俺が体を回転させて《Ｋ》に背中を見せた瞬間に、スイッチが入っていた。

　手の中に握り込んでいたのは、アームバンドだった。わざと攻撃を食らって倒れたのは甲板へ放っておいたこいつを拾うためでもあった。

　月と星の輝きはあれどアームバンドのライトはそれ以上の光量で、すべてを見逃さない双眸が故に、目め眩くらましをまともに食らったのだ。

　刹那、視界を失い、次に表情を大きく歪ゆがませ──そして、《Ｋ》は気づく。

　ユリエの姿が消えていたことに。

「ちぃっ、どこへ……!?」

「ユリエ、行け────っ!!」

　俺の叫びに呼応するかのように、《Ｋ》が天を見上げる。

　その先にはあまりに現実離れした、美しく、幻想的な一枚の画えが在った。

　終わりを告げる天使が、月夜に舞う。

　チリン、という澄んだ鈴の音が響いた刹那の後──

　ギキキィィィンンッッ!!　《双剣ダブル》が《装鋼ユニツト》を斬きり裂いた。

　肩口から胸元まで斬られ、《Ｋ》がよろめく。

「まだ、だ……。まだ、私は──」

「いいや、終わりさ。こいつでな」

　ユリエが剣けん閃せんを振るった瞬間、俺も《Ｋ》の懐へと飛び込んでいた。

　鋭い双そう眸ぼうが、憎々しげに俺を射る。

　拳こぶしが弓のように引き絞られ──

　闘いの幕を下ろす雷神の一撃ミヨルニールが、《装鋼ユニツト》を穿うち砕いた。



「トール、ヘリが近づいて来ました。たぶん、あの人のものだと思います」

　ユリエが指す先で、ヘリのものらしきサーチライトの輝きが見えた。

「それじゃあ、休んでるところ悪いけど、理事長を連れてくるか」

　過負荷で軋きしむ体に活を入れて立ち上がり、足を引き摺ずりつつ船室へ入る。

《Ｋ》に眠らされていた理事長は、あれ程の激闘が船上で行われた後も目を覚ますことなく、ベッドの上で寝息を立てていた。

　そっとその小さな体を抱えると、あまりの軽さに驚いてしまう。

（メシ食ってんのかな？　それとも、子供ってこんなに軽いものだっけか）

　揺らさないように注意して船室を出ると、ローター音が聞こえるほどにヘリが近づいてきていた。

　ヘリはやがて船の上空へ到達し、ホバリングをする機体から黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女が姿を見せた。

「と──お──る──っ！」

　ドアを開き、身を乗り出して手を振るリーリスの姿に、彼女が無事だったことがわかり、安あん堵どする。その後ろには、月つき見みの姿も見えた。

「ん……ぅ……」

　そこへ、黒衣の少女が瞼まぶたを動かす。弱々しくまばたきを数度繰り返してから瞳ひとみを開くと、理事長は少しぼんやりとした口調で話し掛けてきた。

「九ここの重え……透とお流る……？　ここ、は……」

「船の上ですよ。島からちょっと離れてしまいましたけど」

「そう……。…………。つまり私は、貴方あなたに助けられたということですのね？」

　問われ、俺は静かに首を横に振った。

「俺だけじゃありません。ユリエもです。それにリーリスや伊い万ま里り、トラたちが道を作ってくれたから……」

「……わかりました。皆に感謝致しますわ。それと今回の件は、貸しとしておきましょう」

「貸しって、そんな──」

　俺たちは、そういうものを求めて理事長を助けにきたわけじゃない。

　けれどそのことを伝える前に、理事長から次の問い掛けがなされた。

「あの男はどうしましたの？」

「えっと……《Ｋ》ですか？　あいつなら──」

「ここですよ、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》殿」

　船首から響く声に、その場全員の視線が一点に集まる。

「《Ｋ》!!」

　射るような双そう眸ぼうが俺たちを見つめていた。

　雷神の一撃ミヨルニールを完かん璧ぺきに叩たたき込んだことで、当分は意識を失っていると思ったのだが、どうやら《Ｋ》は俺の想像以上にタフだったらしい。

　理事長を下ろし、《Ｋ》へと構える。

「ご安心を。これ以上戦闘の継続をするつもりはありません。この状態ではミス・ブリストルと月つき見み璃り兎とを相手にして、万が一にでも勝てるとは思えませんのでね」

　一歩後ろに下がり、少年は例の薄い笑みを浮かべる。

「待て!!」

「行かせて差し上げなさい、九ここの重え透とお流る」

　俺を制止したのは理事長だった。

「だ、だけど理事長……」

「構いませんわ。……《Ｋ》でしたわね。ごきげんよう。《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様によろしくお伝え願いますわ」

「承知致しました」

　深々と頭を下げた後、《Ｋ》が海へ向かって飛び──着地する。

　いつの間にか、そこには海面へ姿を現した潜水艦が在った。

《Ｋ》は、そのまま潜水艦とともに姿を消す。

「九重透流、そしてユリエ＝シグトゥーナ。この借りはいずれお返ししますよ。では……」

　そう言い残して。

「やれやれ……。厄介なやつと縁を持っちまったみたいだな」

「そうですね。しかし、次に会うまでにもっと強くなっていれば、問題の無い話です」

「ははっ、まったくだ」

　肩を並べて立つ少女の言葉に笑い──そして、ふと思い出す。

　闘いの最中に響いた、耳障りな音を。

　音とともに、ユリエの動きが異質とも言える速さへと変わっていったことを。

（あの音は、それにあのときのユリエは、いったい何だったんだ……？　まるで檻おりへ閉じ込められた獣が、あの一瞬だけ解放されたかのような……）

　けれど今、こうして見ている限り、銀色の少女は普段と何ら変わらない。

　先刻のことなど、無かったかのように。

「──トール？」

　気がつけば、深紅の瞳ルビーアイが俺を射ていた。

「あ、わ、悪い。ぼーっとしてた。……そ、そういえばさ、ユリエ。いつの間に船酔いを克服したんだ？」

「…………。忘れていました」

　サーチライトの下、ユリエの顔色が変わっていく様がはっきりと見てとれた。







　翌朝──傷きず痕あとが癒いえる間もなく、伊い万ま里りたち分校組との別れがやってきた。

「最後はともかく、この一週間楽しかったぜ」

「あははっ、それはあたしも同じよ。みんなと……何より透とお流るとまた会うことができて、本当によかった」

　船着き場まで見送りに来てくれた、伊万里や分校組。

　俺たちはこの臨海学校で、それぞれが仲良くなった相手と別れを惜しんでいた。

「結局、ケーキの約束は果たせなかったな」

「ふふっ、お店の無いこの島じゃ仕方無いわよ。とはいえ、残念なことに変わりはないけどね。……あーあ、合計三つも貸しを作ったのになぁ」

　頭の後ろで手を組み、背を向ける伊万里へと声を掛ける。

「あのな。もう会えないっぽい感じの言い方をするなって。ケーキの約束は次に会ったときに果たせばいいし、他ほかの二つの借りも会う度に返せばいいだろ」

「次、ね……」

　寂しそうな目で、ポニーテールの少女が振り返る。

「次、さ。こうやって今回だって会えたんだから、またいつか必ず会えるって。少なくとも、卒業後にドーン機関へ所属したそのときにな。だから俺は、その日が来るのを楽しみにしてるんだぜ」

「……もう、透流ってば。そんなこと言われたら、せっかく諦あきらめようって決めたのに諦めきれないじゃない」

「諦める!?　お、おい、伊万里。諦めるなよ。せっかく繋つながった道なんだから、あと一歩頑張ればいいだけだろ。まだ一年なんだし、これから幾らでも《位階昇華レベルアツプ》するチャンスはあるじゃないか！」

　前向きな性格の伊万里とは思えない発言に、俺は驚きを隠せず慌てる。

　そんな俺を、伊万里は大きく目を開いて見つめ──

　やがて口の端を持ち上げて、にっこりと笑った。

「まったく、自分は卒業資格を得てるからって、あと一歩だなんて気楽なことを言ってくれるわね。あたしはまだ、《Ⅱレベル２》なんだぞっと」

「おいおい、気楽ってわけじゃないぞ。伊万里なら、絶対に《Ⅲレベル３》になれるって信じてるからの一言だって」

「あはっ、本当に好き勝手言ってくれるなぁ……」

　笑いながら、夏空を伊い万ま里りが見上げ──言う。

「でもまあ、そこまで言われたら期待に応こたえないわけにはいかないよね」

「応えて貰もらえないようだったら、貸しはチャラにするからな」

「あーっ、ずっるーい！　だったら絶対に《Ⅲレベル３》に昇華するんだから。それでケーキバイキングで奢おごらせるから覚悟してなさいよ、透とお流る！」

「ケーキ一個じゃないのか!?」

「ぶぶーっ、残念でした。一個だなんて、最初から言ってませんよーだ」

　確かにそうだが、納得がいかない……。

「まあ、それはともかくとして──またね、透流」

「ああ。またな、伊万里」

　以前とは違う、再会を誓う言葉を交わし、俺たちは拳こぶしをコツンとぶつけ合った。



　波止場に立ち、船を見送る分校組。彼らの判別がつかなくなって来ると、船尾デッキにいた十人近いクラスメイトが一人、また一人と船内へ入っていく。

　最後まで残ったのは、俺とユリエ、そしてトラの三人だった。

「僕も船室へ戻る。透流、間違っても海になど落ちるんじゃあ無いぞ」

「落ちないっての……」

　とは返すものの、船が大きく揺れでもしたら今はその限りじゃない。

　雷神の一撃ミヨルニールを放った負荷で、体中が軋きしんでいたからだ。加えて胸骨にはヒビが入っており、刺された足の怪け我がもあって、バランスという言葉とは程遠い状態ともなれば余計に。

　本当に落ちたら、笑い話どころかあの世行き──行かなくとも、当分バカモノ呼ばわりは免まぬがれないだろう。

　というわけで、行きの船と同様に壁にもたれかかって足を投げ出すように腰を下ろすと、ユリエもまた隣へちょこんと座る。

「ユリエ。潮風に長く当たってると怪我に障るかもしれないし、《絆双刃デユオ》だからって理由で無理に付き合わなくていいんだぞ？」

「ナイ。怪我をしているのはお互い様です。それに私は《絆双刃デユオ》だからではなく、トールの傍そばに居たいだけです。……あと、戻ってもすぐに船酔いしそうですし」

　最後のぽそりとした呟つぶやきに思わず吹き出す。

「酷ひどいです、トール。私はとても大変なのに……」

「ははっ、悪かった悪かった。お詫わびに肩を貸すってことで許してくれ」

「…………。ナイ、膝ひざがいいです」

「膝？　まあいいけど……」

「ヤー。それではお借りします」

　ユリエは体を横にし、俺の膝ひざを枕まくらにする。

「おやすみ、ユリエ」

　小動物を思わせる少女の頭を優しく撫なでると、気持ちよさそうに目を閉じた。

　さらさらの銀色の髪シルバーブロンドを撫でながら、小さくなっていく島を見る。

「……トール」

「寝ないのか？　寝ておいた方が楽だぞ」

「ヤー。ですが、その前に一つだけ」

　何だろうかと思っていると、質問を投げ掛けられる。

「もし……もしも伊い万ま里りが本校に受かっていたら──トールは彼女と《絆双刃デユオ》を組んでいましたか？」

「伊万里と……？」

　もし、伊万里が俺以外の相手と闘っていたら、本校に受かっていたかも知れない。

　けれど──もし、なんてことは無い。

　今、目の前にあることがすべてだ。

　だけどそれでも、想像をするくらいの自由はあってもいいだろう。

「そうだな……。いい友達で、いいライバルになれたんじゃないかって気はする。だけど──女の子と組むなら、ユリエしかいないな」

「トール……」

　今、俺の膝を枕にして甘えている小さな少女。

　俺は自分の意志で、この少女へ手を差し出したのだ。

「伊万里が本校に入学していたとしても──俺は変わらず、ユリエの手を取るさ」

「…………。なんだか恥ずかしいです。恥ずかしいですが──」

　表情は見えなくとも、ユリエはおそらく笑顔を浮かべたのだろう。

「とても嬉うれしいです」

　俺の返答に満足したらしく、銀色の少女は頭を擦こすりつけてきた。

「帰ったら、アップルティー飲もうな」

「ヤー♪」



　海と空と雲だけが視界に映る中──

　終わることのない波の音を聞きながら、俺は一人の女の子のことを考えていた。

　膝の上で眠る銀色の少女のことではなく、再会を誓ったポニーテールの少女でもなく。

　恥ずかしがり屋で、引っ込み思案で、けれど頑張り屋の女の子のことを。

　俺のようなやつを好きになってくれた女の子のことを。

　俺が傷つけてしまった女の子のことを、ずっとずっと考え続けていた。










■エピローグ





「そうだ、ソフトクリームを買ってくるから、みやびはここで休んでいてくれ。……私のことは気にするな。毎日大人しくしているから、たまには気が済むまで歩きたいのだ」

　ルームメイトであり、《絆双刃デユオ》である少女を半ば無理矢理にベンチで休ませると、巴ともえは松葉杖づえを突きながら雑踏へと分け入った。

（難しいな……）

　歩を進める中で、巴はため息を小さくつく。

　もちろん、みやびに対してのものだ。

　少しでも気分が晴れればと外へ連れ出したものの、結局は無理に元気を装わせるだけとなってしまったことを、巴は後悔した。

　あの日、透とお流るとの間に何があったのかを巴は訊きいてはいない。

　けれども透流を避けるみやびの態度から、巴なりに何かを察してはいた。

　部屋まで会いに来た透流へ、気分が優れないからと顔を合わせることを二度三度と避けていれば、どれほど色恋沙ざ汰たに鈍かろうとも察して当然であろう。

（何か、二人のことで出来ることがあればいいのだが……）

　色恋沙汰に疎い自分がどれ程の力になれるかは分からずとも、仲の良い友人たちのために巴は何かをしたいと思っていた。

　けれど先の臨海学校において二人の間に何が起きたのかが分からぬ以上、自分が勝手に動いて迂う闊かつなことをしては拗こじれるだけとも思っていた。

　だから今は、透流とみやび──二人の友人の間柄が、以前のように良好となることを願うばかりである。

　と同時に、以前よりも良好になることも願う。

（あの二人なら、きっとお似合いだろうな。ふふっ）

　仲睦なかむつまじく、寄り添う二人の姿を思い浮かべ、巴は自然と微笑ほほえむも──

　ズキリ。

（──？　なんだ、今のは……）

　何な故ぜか、胸に痛みが走った。

　その痛みを、巴は大切な友人が今も落ち込んでいることへ心を痛めているのだと自分を納得させた。

　橘たちばな巴は鈍感だ。

　故に彼女は、少年へ惹ひかれ始めている自らの心を知る機会を、またしても逃したことに気づかない。







　巴ともえが雑踏に紛れるまで、みやびはその背中を見つめ続け──やがて、下を向いた。

（気を遣わせちゃってるなぁ……）

　怪け我がが治りきっていないというのに、自分を元気づけようと外へ連れ出してくれた巴に対し、みやびは申し訳なさでいっぱいになる。

　ぼんやりと目の前を歩く人々へ目を向けると、とても楽しそうに見えた。

　家族と、友達と、そして恋人と笑い合う様は、今のみやびには見るのが酷なものだった。

　じわりと涙が浮かび、俯うつむいて目元を擦こする。

　あの日の透とお流るの顔が、今でも脳裏を離れない。

（好きな人を困らせてどうするの……）

　いつも優しい大好きな人へ、告白することで困らせてしまった。

　いつも元気をくれた大好きな人から、逃げることで余計に困らせてしまった。

　何よりも、危うく透流の命を落とさせてしまいそうになったことが、みやびの心に大きな傷きず痕あとを残した。

　それも、二度。

　あらもーどでも、臨海学校でも、自分は透流に護まもられて迷惑を掛けてばかりだ。

　弱く、ダメな自分を護らせてしまったがために、最悪の結末が──大切な人を失ってしまったかもしれない可能性があったことを思うと、恐ろしさで胸が張り裂けそうだった。

　一つ、また一つ、消えない後悔は重なり続け、いっぱいとなり──やがて、零こぼれる。

「もっと、わたしが強ければよかったのに……」

　足手まといにならない強さが自分にあれば、透流の命を危険に晒さらさずに済んだかもしれないという思いが、みやびから零れ落ちた。

（だけど、頑張っても、わたしには無理なんだろうな……）

　深く沈み込む心の中で、みやびは思った。

「……強くなりたいとは、どういうことなのかね？」

　突然、話し掛けられ、みやびは驚く。

　いつの間にか、柔和な笑みを浮かべた老人が隣に座っていた。

「あ、あの……聞こえていました？」

「ちょっぴりじゃがの」

　親指と人差し指を合わせ、にぱぁと笑顔を見せる老人に、みやびも僅わずかにつられる。

　彼女の実家は旅館であり、年間で相当な数の老夫婦が訪れているため、異性とはいえ老人はそれほど苦手では無かった。おだやかそうな雰囲気を持っている相手となれば余計に。

　だからこそ警戒ではなく、恥ずかしさを覚えつつも、みやびは老人と話を続けてしまう。

「えっと……そ、そうなんです。わたし、強くなりたいんです……」

　みやびは言葉を選びつつも、友人や大切な人を困らせたこと、彼らを困らせないくらいに強くなりたいこと、けれど全然ダメだということを吐露していく。

　老人は否定することもなく、肯定することもなく、相づちを打ちつつ話に耳を傾ける。

　やがて、みやびはふと我に返り、力無く笑った。

「あはは……。見ず知らずの人に、こんな愚痴を聞かせてしまってごめんなさい……」

「構わぬよ。たまには吐き出すことも大事じゃて」

　老人は、笑う。

「ところでのう、お嬢さん。先ほどの話じゃが──其方そちは強くなれると、儂わしは思うよ」

「そ、そうですかね……？」

「うむ。自分の弱さを知っておる者は、必ず強くなることが出来るものじゃ」

「くすっ、ありがとうございます、おじいさん。わたし、ちょっとだけ元気が出たような気がします。本当にそうなれればいいなぁ……」

「ふははっ、儂が保証しよう」

　老人が、嗤わらう。

　見る者が見れば、それは柔和な老人の笑いではなく、悪魔の嗤いであった。

　そして今、悪魔は一人の少女を甘い蜜みつのような言葉で誘惑する。

「お嬢さん、其方にきっかけをお贈りしよう。心の底から《力》を欲するならば、の」

　みやびは、知らない。

　悪魔の誘惑には、己の《魂》という代償を要することを。

　故に、少女は悪魔の言葉へ耳を傾け──最後に、頷うなずいてしまう。











「ならば、与えよう。──《神滅士エル・リベール》の《力》を」





〈了〉










あとがき



「いつかぼくがラノベを書いたら、その作品のタイトル もうすでに 考えとります。」

「なんてぇ タイトルだ!?」

「ダイヤモンド!!　鉄より固い …ダイヤモンド。」



　といったやり取りが、シリーズ開始前にあったとか無かったとか。……無いですが。

　お久しぶりです、柊ひいらぎ★ぼしたくみです。

　半年も間を空けてしまい、大変申し訳ありませんでした。

　本業であれこれやってたら夏になってしまったのです（言い訳）。

　でも本編の時期が夏だから、ちょうどいいですよね！　……ごめんなさい。

　そう、作中では季節が進み、夏と相成りました。夏と言えば恋の季節！　今の若い人はどうなのか知らないけど、僕のようなオッサンが若い頃ころはそうだったんです。

　なのでアブソ三巻では、透とお流るを巡る恋模様に少し変化が起こります。日本勢の誰だれかとの距離にちょっぴり変化が!?……尚なお、『!?』と付く場合はお察し下さいということで。



　一つスペシャルなご報告が。餓が狼ろうじゃないよ！　※オッサンネタなのでスルー推奨

『月刊コミックアライブ』七月号より、成なり家いえ慎しん一いち郎ろう先生の作画でアブソのコミカライズが開始しました!!　可愛かわいくてかっこいいヒロインたちが魅せる様々なシーンを、ぜひぜひチェックよろしくですよ!!　特に伊い万ま里りが可愛いんですよ!!　超必見!!



　謝辞をば。本業カテゴリーＦの関係上、担当さんが神かみ長ながさんへと変わりました。

　初っぱなの顔合わせで『僕はユリエにバナナを咥くわえさせた方がいいと思うんですよ』と真顔で言ったことはここだけの秘密にしておきますね。この三巻では（自主規制）させたのでそれでお許し下さい。というわけで、今後ともよろしくお願いします！

　浅あさ葉ばさん。今回も素敵で可愛くエロスなおっぱイラストをありがとうございます！

　最後に三巻が出るまでお待ち頂いた読者の皆様へ。

　重ね重ね、間が空いてしまい申し訳ありませんでした。

　今年の残りは本業をお休みしてアブソへ集中するつもりですので、ペースは多少上がるかと思います。しかしながら本業がある以上、今後もどこかでペースが乱れることがあるかもしれません。そのような作家＆作品ですが、次巻以降もお付き合い頂ければ幸いです。

　──半年も休んで本業干されやしないかと不安もありますが、そのときはそのときで！

　それでは第四巻──『黎れい明めいせし異能の境界（仮）』にてお会いしましょう！

　お待たせしました！　次巻では透流の《焔牙ブレイズ》がついに覚かく醒せい!?

　……尚、『!?』と付く場合はお察（以下略）。のしのし。

柊★たくみ










　著者

　柊★たくみ（ひいらぎぼし・たくみ）

　　おっぱい大好き作家の柊★です。

　　モバイルアンケートによると本作の女性読者率は、

　　『ひぐ（自主規制）頃に』の正解率より低いそうで。

　　 　おっぱい！　おっぱい！

　　なんていってりゃそうなるのも当然ですね。

　　だが構わぬ！！　おっぱいは大事！！！　



　イラスト

　浅葉ゆう（あさば・ゆう）

　　鳥が好きなイラストレーター。

　　鳥カフェで癒されたい今日この頃。
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